

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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■プロローグ










　上を向いて歩くことに決めていた。下を向くと、目にしたくないものがたくさん視界に入ってしまうからだ。

　たとえば、マナーの悪い人間が路上に捨てたゴミとか。

　──女の子の靴下とか、ハイソックスとか。

「あら、どうかしましたかぁ？　八色やくさ先輩」

　雑然とした部室棟の一室。

　古めかしい木製の学習椅子に腰をかけた制服姿の女が、そんな目の毒でしかない靴下やハイソックスを履いた美脚を、太ふと股ももを晒さらしながら惜しげもなく突きだしていた。

　青い髪を揺らしながら、挑発するような上目遣いも投げてくる。声色は蠱こ惑わく的てきであり、魅力的であり、挑発的だ。

「なんでもねえよ！」

「でしたら、どうして目を逸そらすんですかね」

　からかうように、くすくすと笑う。

　甘いトーン。小悪魔のような声色。胸を抉えぐられるような仕草。

　……靴下、ハイソックス……手を伸ばし下げれば、脱げてしまう……脱げそうで、脱げない……卑ひ猥わいなもの……。

　ダメだダメだ、あんなものを見ていたら、おかしくなってしまう。

「先輩、本当は気付いているはずです、あなたの中にいる本物の自分、本性という名の獣に……」

　無視だ、惑わされるな、八色やくさ志叙しのぶ。

　すると相手は、スカートの中が見えるのも気にせずにそのまま右足を伸ばし、俺の胸のいただきにある尖とがりを、親指で器用に弾はじいた。

「なっ──!?」

　思わず仰のけ反ぞるようにして後あと退ずさる。

　こいつ、俺の弱いところをよくわかって──って、そうじゃなくって！

「自分ではわかってるくせに、必死にそれから目を逸そらし続ける卑しき豚。それが先輩です。醜く歪ゆがんだ性癖を持っているくせに、普通の振りをしてなんとか正気を保とうとしている。自己肯定できるほどの、自信がないから」

「と、とにかく、同盟員クランを探しているなら他を当たってくれ。大体、Ｈランクの学生なんて役に立つわけがないだろう」

「ランクなんて、ただの測定の結果でしかありませんよ。ほら、ＨにＥＲＯを足せばＨＥＲＯになります。つまり先輩はＨＥＲＯの資質があるというわけです」

「ならないよ!?　いずれにせよ、俺は真相感覚センシスを使わないって決めてるんだ」

　すると、「はあ」と女子生徒が溜ため息いきをつき、こちらに回りこんできた。

　いよいよ逃げようとした俺に──スマートフォンを取り出して、俺に向かって差し出してくる。

「では先輩、今度はこれを見てください。この写真を見ても、果たしてそんな強がりが言えますかね？」

　口端を歪ませ、にやりと笑う女が差し出したスマートフォンに映っていたのは──。




「一緒にＮＯＶＡの頂点を目指してくれますよね？　逃しませんよ、先輩♥」





■第一章　遊戯学園都市ルーデンス










　結局、生まれた時点で、人生なんてものはほとんど決まりきっている。

　どういう親であるとか、どのくらいの経済レベルであるとか、どういう国であるとか、地域であるとか、顔だとか、声だとか、髪だとか、遺伝子だとか。

　努力次第なんて言葉は成功者のマウントであり。才能次第なんて言葉は強者の勘違いであり。環境次第なんて言葉が現実に近い言葉であり。

　そして一方で、敗者の言い訳でもあり。

　それがわかっているからこそ、理不尽に対して苛いら立だつよりは、自分の限界と尺度の中で賢く生きていこうと思うようになる。

「だからじゃないですかね。俺がここでバイトをしている理由」

「私の店ディスってる？　馬鹿にしてない？」

　バイト先である[image: ]ほう莱らい軒けんの店長である魔ま美み々みさんが、子供っぽく頬ほおを膨らませながらそう返した。

　閉店間際の店内は閑散としており、客はいない。

「聞かれたから答えただけでしょう。素晴らしい店だと思ってますよ。餃ぎよう子ざは特徴がないながら落ち着く味。ラーメンだってこれと言った強みはないけど、お値段はお手頃で日常使いには便利です」

「やっぱりちょっとディスってるでしょ！　よし、決めた！　クビ！」

「ええええ、この店を追い出されると困るんですが」

「ふん、八色やくさくんは真相感覚センシス持ちじゃないか。この島にさえいれば補助金がたくさん出て、経済的に楽なはずだろう？　能力者専用のわりのいいバイトだってあるのに」

「バイトのために能力を使いたくないんです。それに、両親がいないんですよね。残してくれたお金で繋つないではいますけど、将来的なことを考えるとお金が必要なんです」

「なにその真面目まじめ」

「ちょうどよい条件のバイト先があった。ついでに俺はラーメンが好き。だったら仕事するしかない。こんな流れなわけですよ。真面目でしょう？」

「ふむ……まあ、なるほどね。ディスられたのは腹立つけど理解した。じゃあ、そんな頑張り者の八色くんに労働をサービスしてあげよう。もうお客さんこないみたいだしあがっていいよ。シフト通りに時給は付けておくから」

「……え、本当ですか!?　いや～、こんな美お味いしいラーメン屋で働くことができて、最高だな～！」

「やっぱりディスってるよね」

　魔ま美み々みさんに一礼して厨ちゆう房ぼうを出る。

　ロッカールームでバイト用の服から学生服へと着替え、鞄かばんを取りだして外へ。

　駐輪場に止めてあったチャリに跨またがり、もうすっかり暗闇に落ちてしまった第十三学区の街路を、自宅へ向かって漕こぎ出した。

　１００メートルほど進んだところで、赤信号に捕まりチャリを止める。

　赤信号の周囲には『止まれ』という文字とマークが、ＭＲMixed Realityレンズ《PRIME》を通してホログラフィックとして浮かび上がる。

　島に来たばかりの頃は映画やゲームの世界のようだと驚いたものだが、一年近くも住めばもう見慣れた光景だ。ＭＲ技術によりつくられた現実と虚構で織り成される複合現実は、学園都市の象徴である。

　しかし、今さらなんでバイトをしているのか、なんて。

　まあ、採用当時になんとなく聞きそびれて、改めて聞いてみたというところなのだろう。いらないことを聞いて相手の気分を損ねる理由はないし、今日改めて質問されたのは、それだけ遠慮せず話ができるようになったということだとは思う。

　さきほど話したように、この島で普通のバイトをしようとする学生は少ないわけだから、理由が気になってしまうのは不思議でもなんでもないわけだし。

　遊戯学園都市ルーデンス、か。

　真相感覚センシスと呼ばれる、人間の本能の先にある潜在能力の存在が明らかになり、世界中で認知され始めたのはほんの二十年ほど前のこと。

　未成年の人間のみに発現、鍛えれば成長し、成人を迎えるあたりで衰えていくという性質を持った超能力であり異能。

　この能力の研究を目もく論ろみ、また民衆の不安を危惧したいくつかの企業体と日本政府は、能力に目覚めた人間たちを隔離するための学園都市をつくった。

　それがこの島、遊戯学園都市ルーデンスである。

　面積は大きめの市一つ分くらい。島には小学校から大学まで存在し、高等部だけでも四つの校舎がある。

　まあ、こんな島に住んでおきながら、俺は超能力者として活躍するわけでもなく、地味に学園生活を過ごしているわけだが。

　他の学生たちと競うつもりなんてない。異能者として成り上がってやろうなんていう野心もない。

　静かに平凡に、妹の南みな美みに迷惑をかけないよう生活できればそれで十分──

「や、やめてください！　そんなつもりで言ったわけじゃ……！」

　なんてことを考えながら、住んでいる部屋まで近道となる商業ビルの間の裏路地を走っている時のこと、近くからなにやら揉もめ事ごとに巻きこまれているらしい女性の声が聞こえてきた。

　厄介事は面倒だし……なんて悩むが、見ぬ振りをして立ち去れるほど心が強くもなかった。こういうのって、無視するのもそれはそれで精神力使うと思うんだよな。本当に勘弁して欲しい。

　チャリを止め、念のため足音を殺しながら声のした路地裏に向かう。すると、少し大人びた雰囲気のある顔立ちの女子に、中世的な顔立ちの男が凄すごんでいるシチュエーションに出くわした。

「じゃあどんなわけなんだよ。気が合ったってことじゃねーの？　なにされても文句言えないだろ？　それとも馬鹿にしてんのか」

「ひいいいい！　ち、違います。そんなつもりは……！」

「──おいおい、嫌がってるだろ？　しつこい男は嫌われるぞ」

　声を出し、脅されるようになっていた女性を庇かばうように間に割って入る。

　相手が一人ならどうとでもなるか。

「は？　なにオマエ。八色やくさ志叙しのぶって、全然しらねーんだけどさ。この女と知り合いなわけ？」

　島の住民に支給されるＭＲレンズ《PRIME》には、島内に敷かれたＭＲネットを通じて相手の個人情報を引き出す機能がある。

　俺も、二人の名前を調べるため、宙に出現した仮想キーパッドを操作して情報を参照した。




『名前：沙さ倉くら真ま穂ほ

　クラス：第四校舎３－Ａ　ランク：Ｃ　所属同盟クラン：アンテリナム

　アクセス権限レベルは１です。過去の閲覧情報もなし。

　これ以上のデータは参照できません。』




『名前：百もも瀬せ悠ゆう

　クラス：第三校舎２－Ｃ　ランク：Ｄ　所属同盟：我が夢む斜しや羅ら

　アクセス権限レベルは１です。過去の閲覧情報もなし。

　これ以上のデータは参照できません。』




　どうやら、脅されている女子生徒の方は先輩で、男子生徒は俺と同学年らしい。

　クラス名を見るに、どうやら二人は俺と違う校舎に通っているようだ。

　D.I.C.E.ダイスの成績で決まる能力者としてのランクはＣとＤで、いずれも俺より上である。もっとも、俺より下のランクの生徒なんていないらしいので、当たり前だが。

　しかし、沙さ倉くら真ま穂ほ……どこかで聞いたことが……。

「Ｈランクねえ。そんなランクで因縁つけてくるなんて。まあいい、じゃあこうしよう。お前がオレとD.I.C.E.ダイスで対戦して勝ったら、その女を許してやる。オレが勝ったら、迷惑料として５万ＤＰだ」

「待て、俺がそんなことをやる義理はないんだが。お前が迷惑行為をやめて立ち去ればそれで終わる話だぞ」

「は？　迷惑行為をしていたのはそっちの女じゃね？」

　……ん？

「嫌だっつってんのに同盟クランに誘ってきて。わたしと同じ匂いがするだの、挙げ句の果てに人を変態呼ばわりだ。キレんなっつー方が無理！」

「同盟への勧誘……？　待て、なんの話だ……？」

「とにかく、事情も確認せずにつっかかってきたお前はもっと許せねえぜ。ジャッジちゃん、審判を頼んだ」

「はいはーい！　任されましたですよ！」

　すると、視界内に、白と黒の縦ラインが特徴的なシャツとミニスカートを着用した、白髪の少女が出現した。

　ルーデンスのＭＲネットを通じて島のどこにでも出現して、公平公正にD.I.C.E.の勝負結果を審判する人工知能、島を管理する統合コンピューターのつかい、電子の妖精ジャッジ・アイj u d g e　e y e / A I──通称ジャッジちゃんだ。

「いつでもどこでも何度でも！　ルーデンスに厳格かつ公正な審判をお届けするジャッジ・アイです！　愚鈍な人間どもと違ったスーパーな頭脳で、１ナノメートルの狂いもないジャッジを行ってあげましょう！」

　ジャッジちゃんが踊るように身体からだを回転させ、アンテナのように立ったアホ毛を揺らしながら、歌うように言った。

「え、待って、俺はD.I.C.E.をやるなんて言ってないぞ」

「絡んできたのはお前の方だ。嫌とは言わせねえぞ」

「ご、ごめんなさい。わたしのせいでこんなことに……」

　涙混じりの、震えるような沙倉先輩の声。

　切っ掛けはこの先輩だという話だが、だからといってこのような状態の彼女を放って立ち去るわけにもいかず。

　……なんだかすごく面倒なことになってきてないか？

「ジャッジちゃん、種目ジヤンルは『アッチ向いてホイ』でよろしく」

「って、なんで勝手に種目まで決めてるんだよ。というかだ、オマエがいくら言ったところで俺はやらないからな!?」

　俺の反論をよそに、目の前にD.I.C.E.ダイスへの招待画面が届いた。




『百もも瀬せ悠ゆうから対戦への招待が届いています。

　種目ジヤンル指定あり：アッチ向いてホイwith真相感覚センシス』




　承認と拒否のボタンがポップアップされ、二択を迫られる。

　当然、これを受ける必要なんてないわけで、『拒否』へと手を伸ばそうと腕をあげた──時のことだった。

　俺の手が、拒否の方へ持っていくはずの右手が、あげた時のまま軌道を変えずに承認の方へと向かい、ぶつかる。

「──え？」

　まるで、自分の手じゃないみたいだった。

　なにかにぐるぐるに縛られ、強制的に押し出されたかのような。

「はーい、承認確認しました！　では、はじめましょうか！　D.I.C.E.、スタンバイです！」

「ま……待て待てちょっと待て、卑ひ怯きようだぞ！　お前、今真相感覚で無む理り矢や理り承認させただろ」

「はあああああ？　んなことやってねーよ。なんだ？　適当なこと言って一度買った喧けん嘩かから逃げようって魂胆じゃね？」

　トボけているが、先ほどのあれはどう考えても異能の力だった。

　常識や条理を逸脱した、普通でない外の力。

「オレの眼めは見てたか？　反応はなかったんじゃね？」

　……あれ、そういえば確かに。

　真相感覚は、使う際に使用者の両目を仄ほのかな緑色に光らせる。能力を使う際に体内で発生する化学的励起。その反応により引き起こされる、生体発光だ。

　じゃあ、さっきのは本当にあいつの能力ではない……？

「ではでは！　フィールドはノーマル！　準備はいいですか！　お二方！」

「あたぼうのすけよ！」

「こっちは全然よくな──」

　俺の反論を聞かずに、ジャッジちゃんが試合空間バトル・フイールドを展開する。《PRIME》を通じて周囲に広がったのは灰色の虚無。格闘ゲームのトレーニングルームのような空間だ。

　フィールドを展開して、試合の準備が進められる間、『なうろーでぃんぐ』の文字とともに、D.I.C.E.起動時お馴な染じみのＴＩＰＳ用語解説・小技指南が出現する。




『対戦型ＭＲ異能アトラクションD.I.C.E.：

　Dimension Ignition Collision Explosion.

　ＭＲネットを用いてフィールドを形成し、ジャッジＡＩによる審判のもとで執り行う、

　真相感覚センシス所持者の研究と能力向上を目的とした対戦型アトラクション。

　随時実装、アップデートされている１００種を超える種目ジヤンルから一つ選び、

　知恵と異能を駆使して勝利を目指す。

　ランクマッチを通じてランクを上げることもできる』




『ＤＰ：

　Dimension Point.

　島で使える仮想通貨であり、ＭＲコスチュームやＭＲアクセサリーの購入などが行える。

　所有者同士で自由な交換が可能で、D.I.C.E.ダイスを通じて賭博することも可能。

　学生ランクに応じたＤＰが毎月支給される』




　ＴＩＰＳは、ルーデンスでの生活をよりよいものにするためのシステムらしい。

　これも開発者の趣味という話だが、もともとこの島はレジャー施設としてつくられていた経緯があり、その時に開発されていたプログラムなどを流用した名残かもしれない。

　やがてＴＩＰＳが消えて、視界上部に俺と百もも瀬せそれぞれの名前と、それぞれの名前の横に０という数字が表示された。

「勝負は３本先取。名前の横にある０の数字は勝つと１カウントされ、先に３になった方が勝ちです。ラウンド内で追いつく可能性がある場合は後攻に順が移り、追いついた場合はどちらかが失敗するまでゲームは続きます」

　ジャッジちゃんが続ける。

「また、掛け声に合わせて手や首を動かさないと失点、なんらかの理由でゲームから離脱した場合も敗退となるので気をつけてください。では、始めますよ。人の次の可能性へ、更なる領域へ──賽は投げられたダイス・ロール！」




「なんだか面白いことになってますねぇ」

　志叙しのぶがいる路地に面した、ビルの非常階段の踊り場。

　肉眼では見えないはずの志叙たち三人の様子を、《PRIME》の視界補正機能を使って確認する二つの人影があった。

　両者とも島の高等部の制服を着ている女子生徒だ。

　片方は両サイドでお団子を結んだ髪型で、泣き黒子ぼくろ付きの童顔が特徴的。もう片方は、片目を覆い隠すほど前髪を伸ばし、物静かな雰囲気を帯びている。

「感覚を使って面白くしたのは瑞みず奈な」

　その言葉に、もう一人の少女がくすくすと笑みを返した。

「失礼ですね、最初から面白そうでしたよ。私は背中を押してあげただけです」

　瑞みず奈なと呼ばれた少女の瞳は薄緑色に光っていたが、やがてゆっくりとその光を消す。つい今まで、真相感覚センシスを使っていたのだ。

「それに、確かめておきたかったですから。だって、あの真ま穂ほ先輩のクラスメイトさん、同類の匂いがするんでしょう？」

「あれは間違いなく同類。だと思う」

「でしたらなおのこと、です」

　自分たちの同類。

　今、瑞奈が探している相手こそがそれだった。

　ＮＯＶＡを勝ち上がるのに必要な駒であり、彼女の求める感覚の才能。

　他人を上回る力量であり、突破する可能性のある駒。

　その物差しこそが、同類であること。

「お、おおぉ……あれ……！」

「どうしました？」

「……ここから地上を見下ろすと、あそこの樹きの並びを×の字にして、建物二つが囲んでいるように見える……ということは……」

　少女の頬ほおが、ぼおっと赤く染まった。

「……×の字を囲んだ二つの建物は、もしかして……デキてるのでは？　や、やばい……あっちが、攻めで、こっちが、受けで……と、尊い……尊いすぎる……」

　そのままぶつぶつと何かを言いながら、自分の世界に没頭していく少女。

　そんな少女を横目に、瑞奈が呟つぶやく。

「さて、お手並み拝見といきますか。八色やくさ志叙しのぶ先輩」




　視界にＭＲで描写されたコインが表示され、宙に弾はじかれた。

　宙に舞ったコインは地面には落ちず、空中で静止して裏の面を俺に見せる。

　先攻後攻を決めるためのコイントスだ。

「表、どうやらオレが先攻のようじゃね？」

　どちらが有利というほどのものはないが、後攻だと相手の出方を窺うかがえるからありがたい。なにせ、このゲーム、俺は圧倒的に不利に決まっているのだ。

　D.I.C.Eとは、つまるところ真相感覚を用いた知恵比べであり、体力勝負でもあり、身も蓋もない言い方をすれば、チート能力公認のゲームである。

　チートというのは、真相感覚のこと。この能力が強いほどゲームを有利に運べるというわけだが、基本的に一人の人間が開花する能力とは一種で、万能性を持つものではなかったりもする。

　種目ジヤンルや相手の能力との相性、そして駆け引き。

　いついかなる条件にも対応できるような発想力と、思考力と、能力の応用力が求められる異能の差し合い。

　そんなD.I.C.E.ダイスで種目を選択するという行為。当然自分にとって有利なカテゴリを選んだであろうことは間違いなく、この時点で勝負は決まってもおかしくない。

「じゃ～、行きますよ！　私の掛け声に合わせて首を動かしてください！　……アッチ向いて～……」

　──刹那。

　百もも瀬せの瞳が、青く発光する。

　感覚!?　このタイミングで!?

「ホイ！」

　ひとまず、顔は──。

　一瞬考えてしまいそうになるが、相手の能力が読心系のなにかである可能性も考え、無心になる。

　顔をいずれかの方向に動かそうとしたところで──回そうとしていた首が、不可視の力に阻まれる。

　気が付けば、百瀬が人差し指を上へ向け、一方の俺は顔を動かすことなく彼の方を見ていた。

　……え？

「顔を動かさなかったので八色やくささんは失点です。百瀬さんのポイントとなります」

「はははっ、まずはオレの一勝だ！」

　……固定化の能力か？

　いや、違う……頭は動いていたし、首も動こうとしていた。

　今、強制されたのは──。

「……視線。注視させる能力か」

　にやりと百瀬が笑った。

「へえ、勘がいいんじゃね？　《注視周当ルツク・アツト・ミー》。周囲の注意を一瞬自分に集める力。それがオレの真相感覚センシスだよ」

　なるほど。

　無む理り矢や理りそちらに向かせるということは、顔を大きく動かせないということ。

　顔を動かせない俺は、あいつの能力に嵌はめ殺されてしまうというわけか。

　……やばいな、さっそく勝てそうにない。

「では、後攻、八色さんの番行きますですよ～！　アッチ向いて──ホイ！」

　ひとまず、今は考えても仕方がない。視線は下に、指は上に。眼めの動きでブラフをかけながら、上を指定する。

　百もも瀬せは勢いよく右を向いた。

「残念ながらハズレです。八色やくささんはポイントなし。二巡目に移ります」

　くそっ、都合よく当たるとは思ってはなかったが。

「そっちは能力を使わないのか？　まあ、Ｈランクの力なんてたかがしれてるとは思うけど」

　使わないことに決めてるんだよこっちは。

「では行きますよ。アッチ向いて──」

　無慈悲な二回目。

　ひとまず、避よけることを考えろ。ここで避けきれないとリーチだ。

　なにか、あいつの能力を避けるための方法は──。

　──刹那、眼を瞑つぶる。

　視界をシャットアウトすれば、能力の影響を受けることなく顔を動かすことができるのではないか。そう考えて。

「ホイ！」

　が、その掛け声が聞こえた瞬間。

　強制的に眼が開き、彼を注視して動かそうとしていた首は止まる。

「っ……!?」

「顔を動かさなかったので八色さんは失点です。百瀬さんのポイントとなります。２ポイント。リーチです」

　ダメか。

　想定していた状況ではある。百瀬の能力は、目を閉じている相手にも通用する。ただそれだけのこと。

　だが、これでいよいよ後がなくなった。

　ここでポイントを取れなければ、回避手段の思いつかない俺はほぼ負けが決まってしまうことになる。

　とはいえ、都合良くこの場を切り返せる方法なんて──。

「はははははは！　ごめんなぁ、完勝だ！　女庇かばおうとしてＤＰ奪われるなんてダセーやつ。足りないならリボ払いでもいいぜぇ？」

　百瀬が高笑いしながら、腹が立つくらいに煽あおってくる。

「……ご、ごめんなさい……本当にごめんなさい。わたしのせいで……う、ううぅぅぅぅ～……ポイントは、わたしが支払うから～……最悪、身体からだだってあるもの～」

　挙げ句には、背後で沙さ倉くら先輩が泣きはじめた……っつーかなにを言ってるんだこの先輩は。余計に見捨てにくくなるでしょそれ。

「と、とりあえず……大丈夫ですよ、買い物する方でもないですからＤＰは貯たまってるんで。それに、まだ負けたわけではないですし」

「ああん？　まだ勝つ気でいやがるってーの？」

　──逆転の目。

　あるにはあった。

　使わないことに決めている真相感覚センシス。

　その力はおぞましく、危険すぎるもの故に、封印をしているわけだ。使えば百もも瀬せがどうなってしまうか……いや、俺もどうなってしまうかわからない。

　だが、このような状況になってしまったなら……仕方がないだろう。

　今ならまわりに人はいないし。見られて噂うわさになるリスクも少ない。相手が男だということもよかった。力を使う相手として、女ほどは抵抗を感じない。

「沙さ倉くら先輩、しばらくの間、目を瞑つぶっていてください。これから起こる光景を、目にして欲しくないので……」

「う、うん！　わかったよ！」

　……あの日、死ぬほど己の生い立ちを恨み、生まれてきたことを後悔した。

　真相感覚と呼ばれる新世代の異能に目覚めたあの時。

　普通の人間ならば、選ばれし才能と能力に歓喜すべき状況のはずなのに、芽生えた能力があまりにも邪悪すぎたから。

　邪悪。そう、邪悪だ。

　皆が不幸になってしまう邪悪。

　この能力を使い続ければ、人々から嫌悪され、非難され、石をぶつけられ、やがては人間的な生活をも失ってしまうだろう。

　だから俺は、これ以上誰も不幸にしてしまわないように誓った。封印した。

　──それを、今。

「では、二巡目後手。八色やくささんのターンです」

　頭の奥に、温かいエネルギーが芽生えたのを感じた。

　ちりちりと焦げるような痛みが走り、装着している《PRIME》が淡い発光を始める。

　脳の奥底にあるという真相感覚を司つかさどる神経回路が、興奮し、発火し、未知の力を創出しているのだ。

　ドクドクと湧き上がってくる衝動が、目前の百瀬に向かって──。

「アッチ向いて──」

　今、解き放つ！

　右手を前に、指定するのは上下左右そのいずれでもない、彼が身に纏っている衣服だ。

「──なっ!?」

　俺の動きがおかしいことに気付いた百もも瀬せが驚きよう愕がく。

　が、もう遅い。これは真相感覚センシスを使った勝負だ。

　真面目まじめにアッチ向いてホイをやる必要なんて、ない。

「恨むなよ……！」

　俺の手が触れた瞬間、百瀬の衣服が弾け飛ぶ。

《神装剥離の右手リムーバブル・ハンド》。

　右手で触れたあらゆるものを脱がすこの仰々しい名前の異能（名前はルーデンスにある研究機関が付ける）こそが、俺の真相感覚だ。

　衣服を全部剥むいてしまえば、百瀬は勝負どころではなくなるだろう。D.I.C.E.ダイスでは、能力を用いた相手の妨害行為は肯定されている。そこも含めての戦いである。

　一糸纏まとわぬ状態になった百瀬が、その裸体を俺に晒さらす。

　きっと、百瀬は今自分に起こったことを自覚して、大きな声でもあげながら驚きまくることだろう──って、「きゃああああああああああああああああ！」えええええええええ!?

「お前、女だったのか……!?」

　悲鳴をあげた百瀬に思わず突っこんでしまう。

　胸部には慎つつましいながらも女性特有の膨らみ。そして下半身には──その──男性には本来あるものが、ついていなかった。
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　え、いや、えええ、男じゃなかったの……!?

「き……さまっ……よくも……」

　両手で身体からだを隠しながら、思いきり涙ぐんだ百もも瀬せが、刺とげ々とげしい声をこちらに向ける。

「いや、待て。俺は女だと思っていなくてだな……」

「お前は、相手が男だったら問題ないとでも思ってたのかよぉ！」

「いや、それはそうだけど、あくまで異性じゃないから罪悪感がとか、そういうところでだな……」

「……っ、八色やくさ志叙しのぶ、お前の名前は覚えたからな！　この屈辱、絶対に許さねぇ！」

　思いきり身体を翻し、こちらに尻を隠すことなく晒さらしながら、百瀬が全力でフィールドの外に向かって駆け出す。

「待て！　お前、その姿のまま街中を走るなんて──」

「うるせぇ！　お前に裸体を晒し続けるよりマシだろうがぁ！」

　百瀬は、捨すて台詞ぜりふを吐いて、物もの凄すごい勢いでそのまま走り去ってしまった。

「戦域離脱により、百瀬悠ゆうの反則負け。よって、勝者は八色志叙となります！」

　派手なファンファーレの音とともに、ＷＩＮＮＥＲの文字が表示される。

　視界上にあったD.I.C.E.ダイス用のインターフェースとともに、展開していた対戦用のバトルフィールドが消失した。

「ではでは、安全安心完璧なD.I.C.E.の審判は、この私ジャッジ・アイがお送りいたしました！　ご用命の際はいつでもどこでもお気軽に。何千何万と分裂した私のうちの一人が、あなたのもとへと伺いますので。またね！」

　続いて、ジャッジちゃんが消える。

　……そういえば、沙さ倉くら先輩！

「大丈夫でしたか、先輩」

「……っ！」

　振り向くと、沙倉先輩が短く声をあげながら一歩後あと退ずさった。

　なんでそんな、俺を見ながら震えてるんですかね。

　まあ、女性に嫌われ、警戒されるのは仕方がない真相感覚センシスではある。だから目を瞑つぶっていてくださいと言ったわけだが、百瀬の悲鳴を聞けば目を開いてしまうのは仕方がないのか……。

「……わ、わたしも、脱がそうとしてるの!?」

「って、なんでそうなるんですか!?」

「だ、だって、あんな破廉恥な力使ってたから～……」

　かああああっと顔を赤くして、沙倉先輩が言った。

　いやいや、それは話が飛躍しているというか、沙さ倉くら先輩の発想がおかしくないですか？

「え、ええっと、とにかくありがとう。困ってたから助かったよ～。そして、迷惑かけてごめんなさい」

「あー、いえいえ、助けたのは俺が勝手にやったことですし。それよりも、百もも瀬せも迷惑してたっぽいですし、無理な同盟クランの勧誘は控えてあげた方がいいかと思います」

「うぐっ──」

　沙倉先輩がしゅんとなる。

　本当のところの事情がわかってるわけでもないし、済んでしまったものを無理に聞いてとやかく言うつもりもないが、完全に沙倉先輩が被害者ってわけではなさそうだったからな。

「それは本当にそうだよね～……。う、うん、今後は気をつけます……。特にわたしと同類な気がしたからいけるんじゃないかって、瑞みず奈なちゃんに言われて、つい……」

「同類？　さっき百瀬もそんなことを言ってましたけど、あと変態呼ばわりされたとかなんとか。俺だって、いきなりお前は変態だなんて言われたら怒りますよ」

「わかってはいたんだけど……うぅ……そ、そうだよね～……ごめんなさい……」

　しかし、話の流れからするに、だとしたら沙倉先輩も変態ってことなのか？　否定されなかったけど。

「じいいいいい～……」

「え、えっと、どうかしました？」

　気が付けば、先輩がめっちゃ俺のことを見ていた。

「あのね、人違いだったらいけないんだけど。もしかして、志叙しのぶちゃん？」

　──この呼び方。

　十年ほど前、まだ両親が健在だった頃の記憶が蘇よみがえる。

　事情はよくわからないものの、両親同士の親交があって何度も我が家に遊びにきていた年上の女の人。

　ひょっとして彼女は──。

「真ま穂ほ姉ねぇ!?」

「やっぱり！　志叙ちゃんだ！」

　真穂姉ぇが勢いよく両手を広げて、そのまま思いきり抱き付いて──って、ちょっと待った待った。

「お、落ち着いて真穂姉ぇ！　もう俺いい歳としなんだから！」

　ぎゅううううっと、胸の膨らみとかいろんなものが押しつけられる。

「はっ！　ご、ごめん！　つい嬉うれしくって」

　バッと身体からだを離して、深々と頭を下げる真穂姉。

「まさか真ま穂ほ姉までこの島に来ていたなんて」

「それはこっちの台詞せりふだよぉ。大きくなったよねえ」

「お互い様だ」

　本当に。お互いに年齢一桁の時の記憶で止まっているわけだしな。

　包容力があって、しっかりもので、俺を可愛かわいがってくれて、優しくしてくれて。

　俺にとって、とても素敵なおねーさん、それが真穂姉だった。

「う～ん、しかし本当に……大きくなって、かわいくなったよね」

「いや、今はもうかわいくはないでしょ」

「ううん、全然！　むしろ今の方がかわいい！　叩たたかれたいくらい」

「ちょ、真穂姉。顔近付けてきちゃダメだって。って、叩かれたいってなに!?」

「だって、かわいいんだもん」

　答えになってない!?

　というか、真穂姉ってこんなだったっけ……？

　なんだか印象が変わったような。

「ねえ、今からうちに来ないかな。積もる話もあると思うし」

　ぐいっと、前傾気味に食い入るようにして言ってくる真穂姉。

　その瞳はとろんとしており、恍こう惚こつな表情というやつだ。

「志叙しのぶちゃんに、して欲しいこともあるし……」

　──ぞくり。

　その一言に、冷たい空気が背中を駆け抜ける。

　そういえば、百もも瀬せって真穂姉に変態だとか同類だとか言い寄られていたって話だったっけ。

　綺き麗れいな年上の女性に言い寄られるなんて、冷静に考えたら美お味いしいシチュかもしれないが……それ以上に、怖い。

　…………。

「とりあえず、夜も遅いから今日はこのへんで、ね。また明日以降、改めてゆっくり話せばいいと思うし」

「えええ～。ちょっとだけダメかな。……あ、そうだ。じゃあさ、迷惑かけて申し訳ないことしちゃったし……今ここで、わたしを思いきり叩いてくれれば」

「なにがどうなって叩く流れになるの!?」

「悪いことしたんだから、お仕置きすべきじゃない？」

　わけがわからない。

　真穂姉、どうしてしまったというんだ。

「と、とにかく、そろそろ帰らないと、ご飯食べるのが間に合わなくなっちゃう！　……じゃあ！」

「あ、ちょっと、志叙しのぶちゃあああああん！」

　後ろで叫んでいる真ま穂ほ姉を置いて、慌ててチャリを漕こぎ出す。

　この時間に置いていくのはちょっとだけ不安だけど、彼女と話をしていると俺も身の危険を感じる。

「……しかし、えらい目にあったな」

　久々に再会した真穂姉はなんか変になってるし、やるつもりもなかったD.I.C.E.ダイスには巻きこまれてしまうし……。

　そもそもD.I.C.E.なんてやるつもりなかったのに、なぜか承認ボタンを押すことになってしまった。結局、あの時使われた真相感覚センシスはなんだったんだろう。

「まあ、考えても仕方がないか」

　それよりも、百もも瀬せと真穂姉が、俺の能力について口外しないよう祈るばかりだ。でないと、せっかく学校の教師陣や島の研究スタッフたちにお願いしている意味がなくなってしまう。

　なにせ、真相感覚は個人の性格や本質、欲望や願望などに色濃く影響を受けて発現されると言われている。あんな能力を持っていると周囲に知られた日には──。

「……考えただけでおぞましい」

　この能力が目覚めた日、南美の服を吹き飛ばしてしまった時のことを思い出す。

　泣きながら死ぬほど非難され、その後一週間はゴミを見るような視線を向けられた。

　あの時のことは思い出すだけで肝が冷えた。

　今日だって百瀬をドン引きさせたよな。真穂姉も最初怯おびえてたし。

「もう絶対に真相感覚は使わないぞ」

　強く心に誓った。





　　　　◆






　翌日。

　一日のカリキュラムを終えて、終業のチャイムとともに席を立ち上がり、バイトの時間まで本屋にでも寄って時間を潰そうかと思っていると。

「……あの」

　突然、か細い声に呼び止められる。

　振り向くと、そこにはあまり絡んだことのないクラスメイトがいた。

　柏かしわ木ぎさんだっけ。下の名前は愛あいだったはずだ。

「このあと、お時間」

「時間？　暇があるかってこと？」

　こくんと小さく頷うなずく。

「ええっと、今は……」

「……無理？」

　バイトのまでは暇だ。時間はあるのだが、俺は人と必要以上に連つるむのが嫌だった。特に女の子が苦手なのだ。

「ダメ？」

「……ええっと。少しだけなら」

　積極的に他人と関わろうとはしない、物静かな彼女だ。

　そんな彼女が、ほとんど接点のない俺に話しかけてきたということは、それなりに理由があってのことだろう。

　しかも、相手が周囲からちょっと浮いている系の男子生徒──つまり俺──ともなれば、声をかけるのに勇気が必要だったかもしれない。

　そんな彼女のお願いを、無下に断るのも気が引けた。

　まあ、時間があるのも本当だし。

「ついてきて欲しい」

　柏かしわ木ぎさんが俺の制服の袖を引っ張る。

　そのまま教室を出て、校舎敷地内のはずれにある部室棟へと向かう。

「……こっちの方がいい」

　表の道を使わず、校舎とグランドの脇にある整備されてない道を歩く。

　ふと、柏木さんが野球部が練習している方を見て足を止めた。

「……バットとグローブって尊みに溢あふれている。棒で撃つ方、そしてキャッチする方。尊い……尊くない？」

「うん？　俺はあまり得意じゃないから、野球部は凄すごいなと思うけど」

「……そういう意味じゃない。八色やくさくんならわかってくれるかもと思ったんだけど」

　柏木さんが再びすたすたと歩き出す。

　どういう意味だったんだろう。

　もしかして、柏木さんって不思議ちゃん系なのかな。

　やがて、お目当ての部室棟付近へ。

「部室棟。ひさしぶりにこのあたりに来たな」

「……部活生以外、普通は用事がないもの」

　ルーデンスの授業は、真相感覚センシスに関する座学や実践がある以外はほとんど変わらない。

　国語や数学といった基礎教養を学ぶ座学があり、体育や美術といった専門分野も軽く勉強する。学食だってあるし、終業後は部活動に興じることもできた。

　まあ、俺は部活動をやろうなんてことを思わなかったわけだから、入学してすぐに一度見学したきり、このあたりに来ることはなかったわけだが。

「……ここ」

　横長な四角の建物に案内され、いくつも並んだうちの奥にある一室へとやってくる。

　なんだろう。部活の勧誘だろうか。ここはなんの部室なんだろう。

　ドアを開けると、閑散とした生活感のない部屋が現れる。物の入ってない棚、ポツンと置かれたパイプ椅子、部屋の端に置かれたいくつかのダンボール。どことなく空気が埃ほこりっぽくて、普段から人が使っていなかったことがわかる。

　そんな部屋で、椅子ではなく机に座った女子生徒が、両足を交差させながらこちらを真まっ直すぐに見ていた。

　美しい絹糸のような青髪。蠱こ惑わく的てきな泣き黒子ぼくろ。色白で繊細な肌。

　まさに美少女という表現が相応ふさわしい童顔の彼女を、俺はよく知っていた。

「驚いた。九重ここのえさんがどうしてこんなところに」

「あら、私のことを存じていただけているようで光栄です」

　九重瑞みず奈な。ルーデンスに住む学生であれば、まず知らない人間はいないだろう。

　入学の際に祝辞を読み上げた才女。学生らしく学業も優秀だが、当然この島で持ち上げられるのは能力者、真相感覚センシスの使用者としての腕だ。

　D.I.C.E.ダイスでは負け知らず。ランクは序列２番目にあたるＡであるものの、すぐに最高位であるＳランク昇格が予想されている、要するに天才である。

　そんな天才が、物もなく閑散とした部室棟の一室で、なぜか俺を待ち構えていた。

「実は、私が柏かしわ木ぎさんに頼んで先輩を連れてきてもらったのです」

　とりあえず部屋に入る。

　こんな天才が、俺なんかになんの用だというのだろう。

「まわりくどいのは嫌いなので、率直に質問します。先輩って、変わった性癖をお持ちですよね」

「……は？」

「性癖、歪ゆがんでますよね」

　いきなりなにを言い出すんだ彼女は。

「わかりにくかったですか？　ＨＥＮＴＡＩですよね？」

「いや、言葉の意味はわかってるよ!?」

　表情を変えず、淡々とこちらを見ながら変なことを言ってのける九重さん。

　すると、机の横にどけてあった鞄かばんの中からバナナを取り出して、俺に見せてきた。

「先輩、こちらをご覧ください」

　そしてゆっくりと、バナナの皮を、いやらしい手つきで剥むき始める……。

「どうですか？」

「ど、どうって？」

「このバナナを見て、なんとも思いません？」

「人がバナナを食べるところを見て思うところなんてないよ」

「本当ですかぁ？」

　煽あおるような口調と表情。

　いやいや、バナナの皮を見て俺がなにを思うというのだ。

　そんなものを見ても、べつになにも……。

　なにも……。

　も……。

　……。

「先輩、なんで目を逸そらすんですか？」

「バナナは苦手なんだ」

「べつに先輩が食べるわけではないでしょうに」

「見るだけでも苦手なんだ。形とかさ、いろいろ」

「ふふ、私はちゃんとわかってるんですよ。そうではなく、脱げるところが、ですよね？　いや、脱げそうなものが気になって仕方がなくなるといったところでしょうか」
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「──!?」

　どうして、彼女がそのことを知っているんだ。

　周囲には話したことがなかったはずだった。そんなことを語って、変な奴やつだと思われるのが嫌だからだ。苛いじめの対象になるかもしれないし、女子には嫌われてしまうだろう。

　バナナを見て興奮してるなんて知られたら、社会的危機である。

「そ、そんなわけないだろ。大体、どうしてそんなことを思ったんだ」

「柏かしわ木ぎ先輩が、クラスに同類がいると言っていたので。実は以前から、私の方でも何度か遠くから観察させてもらっておりました」

「同類って……」

　いつの間にかパイプ椅子に座って読書を始めていたらしい柏木の方を見ると、得意気な表情を浮かべ、グっと親指を立ててサインのようなものを示してきた。

「いや、なに？　なんなの？　好きな人にアプローチを仕掛ける友人を見守るみたいな仕草は」

「……あとは若い者に任せる」

「俺と同い年だよね!?　というか、柏木さんが言っていたってどういうこと!?　同類ってなに!?」

「性癖の拗こじらせ。つまり、尊み」

「待って待って、柏木さんは拗らせているの!?」

　再び、親指を立てて「グッ！」としてくる。

　柏木さんがよくわからなくなってきた。

　それにしても、同類？

　最近、そういう言い方をどこかで──。

　その時、バタンと背後で部屋の扉が開く音が聞こえる。

「お疲れさまだよ～、今日は暑いね～。って、あ、もう連れてきてくれたんだ」

　この声は……。

「真ま穂ほ姉!?」

「志叙しのぶちゃん、一日ぶりだよ～」

「なんで真穂姉がこんなところに!?」

「そりゃあだって、わたしも真相感覚センシスに目覚めたから～」

「いや、島の話じゃなくて！」

「だって、わたしも瑞みず奈なちゃんの同盟クランの一員だもの」

　え、同盟？

　そういえば、昨晩百もも瀬せも、真穂姉に強引に勧誘されたって話をしていたっけ。

　……ふと、頭の中でなにかが繋つながり始める。

　柏かしわ木ぎの誘い、昨晩の百もも瀬せと真ま穂ほ姉の話、そして先ほどの九重ここのえさんの発言。

　ひょっとして、ここに俺が招かれた理由って──。

「昨晩のD.I.C.E.ダイスで先輩の真相感覚センシスを見て、確信に至りました。あなたは絶対に変態である、と」

「なんの確信だよ!?　というか、百瀬との対戦を見てたのか!?」

「ええ。近くのビルの高い場所からこっそりと」

　ええええ……。

「なにを隠そう、先輩に承認ボタンを押させたのは私ですし」

「ちょっと待って。あの時、承認ボタンを押した理由って──」

「はい。私の真相感覚です。《一思封縛ルートバインド》視界内に認識できる対象を縛ることができます。縛れるのは物質的なものだけではありません。たとえば数字、熱量、力の向き。あの時縛ったのは、先輩が動かそうとした手の力の向きです」

　微笑ほほえむ九重さん。

「ど、どうしてそんなことを……？」

「先輩の力を確認したかったのです。学校の授業をサボってまで、秘匿しているその能力の正体。それがわかれば、先輩が同類かどうかわかりますから」

　九重さんが、机の上からだらんと垂らしていた両足を、わざとらしく交差させる。

　一瞬パンツが見えそうになり、そちらに視線が吸収されそうになってしまうが、慌てて目を逸そらした。

「先輩、私たちの同盟クランに来てくれませんか？」

　昨晩の会話。百瀬が話していたことを思い出す。

　彼女も真穂姉に同盟に誘われたと言っていた。

「ともにＮＯＶＡの頂点を目指しましょう」

「は……？」

　ＮＯＶＡ。一年に一度、この島で開かれる真相感覚を競う大会。

　勝てばこの島での様々な特権が手に入り、能力者としての協力を引き替えに、国や企業から将来を厚遇されることが確約される他、感覚の研究や用途に対する発言権と決定権──つまり真相感覚の未来を決める権利の一部が与えられる。

　当然、ランクの低い──そしてあんなどうしようもない真相感覚を持つ俺にとっては無縁のものだ。

「馬鹿な話だ。俺なんかがＮＯＶＡなんかに出て、いったいなんになるって言うんだ」

「才能があるんですよ、先輩には」

「なにを根拠に」

「だって、性癖を拗こじらせています」

「それが根拠なの!?　なんの関係もなくないか!?」

「真相感覚センシスは、人の心の映し鏡。欲求が強い人間ほど効果は強くなる傾向にあります」

　確かに、真相感覚は人の心が反映されるものだと言われてるが……。

「でも、性癖を拗こじらせているからといって、欲求が強いとは限らないだろう」

「先輩は心当たりありませんか？　我慢すればするほど肥大化して、自分でも手に負えなくなる欲求や願望というものに」

「そ、それは……」

　ある、めちゃくちゃある。

　俺はまさに、そういったものに心を蝕むしばまれているといっても過言ではなかった。

「人間は、人にやるなと言われたらやりたくなる生き物なんです。後ろめたい気持ちほど強くなるものなんです。つまり、誰かに打ち明けるのが憚はばかられるような性癖は、それだけ強い力になるということ」

　なんだか、彼女の言うことに筋が通っているような気がしてきたぞ……。

「つまり、性癖を拗らせてる人間ほど、強い欲求を持っているものなのです」

「だ、だったら、島の優秀な人間は性欲を拗らせていることになってしまうじゃないか。みんなマトモじゃないか？　成績優秀者は変態とでも？」

「まあ、偏ひとえに拗らせるといっても色々ありますが……性的でない方向に欲求が向かってる方だっているでしょうし。それに、拗らせなくても強い人はいます。ひとつだけ言えるのは、性欲を拗らせてる人間はポテンシャル、才能があるということです」

　才能……。

　俺に、D.I.C.E.ダイスの才能があると？

　あんな反社会的な能力を与えられた俺に、才能が……。

「と、とにかく、俺は真相感覚は使わないって決めてるんだ！　こんな能力、表で使うとどんな風に見られるかわからないだろう！」

「ふふ、先輩は本当の自分を認めるのが怖いんですよね。世間と違う自分を受け入れるのを、恐ろしいと思っている」

　そう言うと、九重ここのえさんが両足を、今度は突き出すようにして俺の方に見せてくる。

　先ほどはあまり見ないようにしていたが、露骨に視界で目立つようになり、健康的に育った脚を覆う、黒いハイソックスを視線で捉えてしまった。

　視線を奪われてる自分に気付いて、慌てて目を逸そらす。

　……あれはよくない。

「あら、どうかしましたかぁ？　八色やくさ先輩」

「なんでもねえよ！」

「でしたら、どうして目を逸らすんですかね。先輩、本当は気付いているはずです、あなたの中にいる本物の自分、本性という名の獣に……」

　九重ここのえさんが、スカートの中身が見えるのも気にせずにそのまま足を伸ばし、俺の胸のいただきにある尖とがりを、親指で器用に弾はじいた。

「なっ──!?」

　思わず仰のけ反ぞるようにして後あと退ずさる。

「自分ではわかってるくせに、必死にそれから目を逸そらし続ける卑しき豚。それが先輩です。醜く歪ゆがんだ性癖を持っているくせに、普通の振りをしてなんとか正気を保とうとしている。自己肯定できるほどの、自信がないから」

「と、とにかく、同盟員クランを探しているなら他を当たってくれ。大体、Ｈランクの学生なんて役に立つわけがないだろう」

「ランクなんて、ただの測定の結果でしかありませんよ。ほら、ＨにＥＲＯを足せばＨＥＲＯになります。つまり先輩はＨＥＲＯの資質があるというわけです」

「ならないよ!?　いずれにせよ、俺は真相感覚センシスを使わないって決めてるんだ」

「では先輩、今度はこれを見てください。この写真を見ても、果たしてそんな強がりが言えますかね？」

　ポケットに入れていたスマホを俺の目元に差し出してくる。そこに映っていたのは──昨晩、俺が真相感覚を使い、その力で九重を脱がしてしまっている、その現場だった。

「一緒にＮＯＶＡの頂点を目指してくれますよね？　逃しませんよ、先輩♥」

「あの時の写真が、なんで……!?」

「使えそうだなと思いまして、こっそりと」

「いや待て!?　使えるって、脅すために用意してたのか!?」

「人聞きの悪いことを言わないでください、交渉材料です。先輩、能力のことを周囲に知られたくなかったみたいですし」

「やっぱり脅す気じゃないか！」

「それに、先輩を見ていると、どうも言葉で責めたくなってしまうというか……」

　九重さんが、豊満な胸を押しつけるように、今度は身体からだをグイっと密着させてくる。

　そして、そのまま耳に顔を近付け、ふっと甘い息を吹きかけてきた。

　俺は慌てて彼女を振り払うと、喰くわれてしまわないように距離を取る。

「ふふっ、先輩ってかわいいですねえ。先輩を見ていると、お腹なかの奥の方がトクントクンって疼うずいちゃいます」

　ペロリと、舌した舐なめずりをする九重さん。

　──ドＳだ。

　間違いない、彼女はサドという生き物だ！

　と、今度は、近くにいた真ま穂ほ姉が俺の身体にズイと身を寄せてきた。

　そして、俺の右手に両胸を押し当てながら──。

「……わたしのせいだよね。わたしのせいで、昨晩あんなことがあってこんなことになって……あ、あのね、だから、ここは罰するためにわたしを叩たたくべきだと思うの！」

「っ!?」

　そちらからも慌てて逃げる。

　──こっちはマゾだ！

　無意識のうちに、入口の扉を背にするまで距離を取っていた。

「志叙しのぶちゃんって優しいよね。わたしを傷付けまいとして、距離を取るなんて。ううん、でもいいんだよ。わたしを──ぶって！」

「久々に再会した年上の幼なじみに罰を与える男子。その絵……結構……尊い」

　柏かしわ木ぎさんはといえば、頬ほおを真っ赤にしながら、再び「グッ」と親指を立ててくるし。

　というかなんなの？　柏木さんは、無節操になんでもカップリング化して萌もえるみたいな、もしかしてそういう人なの？　性癖拗こじらせてる人ばかりが集まってるなら、柏木さんも同類だということなんだよね。

「はぁ……はぁ……」

　なんか息も荒くなってるし。

　不思議ちゃん系ではなく、変態ちゃん系でござったか……。

　つーか、こんな変態に囲まれていたらおかしくなってしまう。

「と、とにかく、俺はやらない。大体、だ。ＮＯＶＡに出たら、あの脱衣パワーについてこの島だけじゃなく全国に周知されてしまうわけだろ!?」

　ＮＯＶＡはルーデンスに住む能力者の研究・開発・発展などを目的としていると同時に、世間に新人類としての異能者たちを受け入れさせる風潮をつくるための興行として扱われている。

　大会の様子は全国ネットで中継され、今や新種のスポーツ大会としても大人気だったりするわけだ。

　そんな大会に、脱衣異能の使い手ことセクハラ野郎こと俺の様子が中継されてしまったら……どうなる？

　想像しただけで恐怖だった。俺は最低最悪の脱がし魔として、世間に名を轟とどろかせてしまうだろう。

「そういう状況に喜びを感じるというのも、一つの手かと。叩かれるうちに気持ちよくなる、そういう可能性もあると思います」

「ないよ!?　というかそれに喜べるなら学園の人たちにバレても問題ないよね!?」

「志叙ちゃん、一緒に出ようよ～！　この同盟クラン、三人しかいなくて困ってるんだから～。五人いないと不利だし～。わたしは叩かれると気持ちいいし～」

「……まじそれ。人数的に圧倒的不利」

「と、とにかく、俺は出ないから！　誰がなんと言おうと無理！」

　踵きびすを返して部屋の外へ。

「あ、ちょっと、志叙しのぶちゃん！」

　真ま穂ほ姉の呼び止める声が聞こえたが、気にせず外に出る。

　外に出た頃には、空がうっすらと茜あかね色いろに染まっていた。

「……嫌だ。俺は普通の人間なんだ！」




　志叙が出て行った後の部屋。

「あーあ、志叙ちゃん出て行っちゃったよ～。瑞みず奈なちゃんが強引に迫っちゃうから～」

「沙さ倉くら先輩は、自分のやっていた行動をお忘れなのでしょうか」

「え、わたしなにかしてたっけ？」

「……まじ強引に迫ってた」

「え、そんなことやってないよ～!?」

「沙倉先輩って天然ですよね」

　瑞奈が微笑する。

「でも、瑞奈ちゃんどうするの？　このままだと三人で出場することになっちゃうよ～？」

「その時はその時、諦めて優勝するしかありません。他に心当たりがいるわけでもないですし……」

　ＮＯＶＡ予選まであと一ヶ月。それまでにメンバーを見つけられなければ、この面子メンツで出場することになってしまうだろう。

「もし予選を突破さえできれば、予選敗退同盟クランから、誰か見つけることができるかもしれないけど～」

　全国ネットで中継されるのは本戦から。

　この試合をなるべく栄えあるものとするため、そしてなるべく拮きつ抗こうした状態で大会を盛り上げたいためという理由で、予選敗退同盟からであれば人を引き抜くことができた。

「でも、足あし手で纏まといは必要ありませんしね。私たちの同盟に必要なのは、ともに勝ちを狙える仲間であり、同志であり、同類ですから」

　瑞奈が、腰をかけていた机から「よっ」と飛び降りる。

「それに、私が欲しいのは先輩のような方なんです。八色やくさ先輩のような方がいてこそ、この同盟は意味があるのですから」





　　　　◆






　バイトを終えて、部屋に戻ってくる。

　大して物のないワンルーム六畳間の一室が、国が貸し与えてくれた能力者たちへの住居だ。帰りにスーパーで買いこんだものを冷蔵庫に詰めこむと、そのうちのバナナを一房取り出す。

「……あれをやろう」

　そして、無心で皮を剥むき始めた。

　一本、また一本と、バナナの皮を連続で剥き始める。

　俺にとってこの行為は素振りのようなものであり、瞑めい想そうの如ごとき行為でもあった。

　こうすることによって、脱げかけているものを脱がしたくなるという煩悩を捨て去るわけである。

　昔はここまでではなかったが、真相感覚センシスに目覚めてからこの欲求は強くなる一方だった。なんでも、能力の萌ほう芽がを機に、性格がやや極端になったり、性格自体が変わってしまう事例はたくさんあるらしい。俺もその一人だということなのだろう。

　いずれにせよ、俺にとっては大変迷惑な話である。この性癖のせいで、意味のわからない勧誘までされてしまうし……。

　──しかし、優等生として知られるあの九重ここのえさんが、あんな変態だったなんて。

　とにかく、彼女の誘いに応じる気なんてこれっぽっちもない。こんな自分を受け入れる気だって毛頭なかった。

「俺は常人だ。俺は常人だ。俺は変態なんかじゃない……！」

　──パピリポロロロリ、ラリララーン♪

　とかなんとかしていると、机の上に置いていたスマホが着信メロディを鳴らした。

　画面を見ると、そこには「八色やくさ南みな美み」という文字。

　妹の南美だ。

　剥き終わったバナナを冷蔵庫に入れるためラッピングしながら、妹からの電話を受ける。バナナは後で美お味いしくいただかないとな。

「もしもし」

「おにぃ、あたし。南美だよ」

「わかってるよ。お前の名前は出てるんだから」

　そういえば、今日は南美との定期連絡の日だったか。

　毎週水曜日の夜、本島の親戚の家に居残った妹の南美と生存報告をするのが決まりになっている。

「この一週間、なにか変わったことはあった？」

「いや、全然。ごくごく普通の毎日」

　嘘うそだけどな。

　ありすぎたけど、話して不要な心配をさせても仕方がない。

　それから、南みな美みに当たり障りのないことを報告していく。

　この一週間の食事や、授業について。バイト先のこと。

「つーか、あれだ。暮らしてみれば案外普通な島だぞ。慣れてしまえば住みやすいし居心地もいい」

　これは事実だった。島中にＭＲネットが走ってるおかげで、ＧＰＳを使った地図アプリだって不要だし、たとえば飲食店の混雑状況だってその場で調べることができる。

　まあ過去に何度かこの異能を嫌う過激派組織が、島でテロ活動を行ったという嫌な話はあるけど……。

「学校の教科書も全部データで持ち運ぶ必要ないって話だよね。それは本当に羨ましい。お気にの鞄かばんで学校に行けるし。あたしも真相感覚センシスに目覚めないかなあ」

「ばーか。こんなよくわからない能力欲しがるなよ」

　国はなにも人体に悪影響がないとか言ってるけど、本当はどうなんだか。

「大丈夫だよ。あたしはおにぃみたいな能力にはならないから！　もっとかっこいい能力をもらっちゃうんだ！」

「ぐっ──」

　人が気にしているところを。

「と、とにかく、そろそろいい時間だな。これ以上長電話するのもまずいだろ！　俺もそろそろ寝る準備をしないと。おやすみ、南美」

「あ～、嫌な話を振られたら逃げる！」

　抗議の声を無視して電話を切る。

　べつに怒ってたわけでもなんでもなく、タイミングもちょうどよかった。

　放っておくと南美は長話を始めるので、会話を打ち切るためのいい口実ができたと言えよう。

　──能力、ねえ。

　また、放課後のことを思い出してしまう。

　九重ここのえさんは俺に才能があるなんて、適当なことを言っていたけど……。

「いい兄でいるためにも、変質者になるわけにはいかないんだよな」

　なにせ、今の俺は、南美のために生きていると言っても過言ではなかった。あいつを幸せにするため、あいつを護まもるため。そのために生きていると言ってもいい。

　幼い頃、突然両親を亡くしてからというもの、たった一人の家族となった南美。

　俺が真相感覚に目覚めた際、近くにいたという理由から、無慈悲に全裸にされてしまった南美。

　自分でやったことだが、兄に裸にされるなんて、とんだトラウマ体験である。

　そんなことがあったにもかかわらず、時々嫌いや味みを言われるくらいで、あいつは俺と仲良くしてくれている。

　うん、やっぱり、あいつだけは絶対に俺が護まもってやらないと……！

「やっぱり、ＮＯＶＡなんかに出るわけにはいかないよな」




　八色やくさ南みな美みは、電話を終えたあと──。

「はぁ」

　と、大きく溜ため息いきをついた。

　毎週の兄との電話は楽しみだが、会話が終わると一気に現実に引き戻されるみたいに虚無感が襲ってくる。

　週で一番辛つらい時間は兄との電話の後だ。

　どうして兄は、あんな力に目覚めてルーデンスなんかに行ってしまったのだろうか。

　──南美は、部屋の隅にあった衣装箪だん笥すから、男物のトランクスを取り出して頭に被かぶった。

「ああ、おにぃのいい匂い……」

　くんくんと匂いを嗅ぎながら、スマホを操作して先ほどの通話内容を再生する。

　電話をする時は、いつも録音することに決めていた。

「おにぃ……」

　南美は、兄の志叙しのぶの匂いが好きだ。

　だから、彼が家からいなくなってしまって匂いが嗅げなくなってしまったことは、彼女にとってそれだけで大きなストレスだった。

「……うぅ……おにぃ……あたしも真相感覚センシスにさえ目覚めていれば……」

　──その時。

　彼女の中で、なにか異変が起こった。

　胸の奥から熱く滾たぎる、なにか。

　嘔おう吐と物ではない、なにか熱いものが逆流してくる感覚。

　南美にとって、それは初めての感覚だった。

　だが、すぐにその正体を感覚的に掴つかむ。

　きっとこれは、真相感覚なのだと。

「……もしかして、本当に……！」





　　　　◆






　数学の授業。

　データで表示される教科書を捲めくりつつ、重要そうなところをタップしてマークを付けていると、《PRIME》を通した視界の隅にチャットウインドウが出現する。

　えっと、誰だよ。可愛かわいらしい兎うさぎのアイコンだけど……柏かしわ木ぎ、って。柏木さんか。

『乗算について、どう？』

『えっと、どういうこと？』

『エロスかどうか』

『乗算が卑ひ猥わいってなに!?』

『×に注目』

　え、どういうこと？

　乗算はエロくないし、それに×に注目って……。

『１×２だと。１が攻めで、２が受け。１と２の熱い絡みが想像できる。……愛あいはそういう可能性に賭けたい』

「ごめん、全然わかんないよ!?」

「八色やくさ～？　どうした？」

「す、すみません、ちょっと問題がわからなくて」

　柏木さんの理解不能な発言に思わずツッコミを入れてしまい、教師から睨にらまれる。

　他の生徒たちの「くすくす」という笑い声も聞こえてきた。

　柏木さんはといえば、こちらに向けて親指を突き立て「ぐっ」というポーズ。

　いや、だからなにが「ぐっ」なの!?




　四限目の終わりを告げるチャイムが鳴る。

　すぐに席を立ち上がると、《PRIME》を通じて混雑状況を確認し、メニューを頼んで学食へ。

　授業中、お腹なかが空すいて仕方がなかった。昨晩はバナナしか食べてなかったからな。

　カツ丼を受け取り、空いている席に腰を下ろすと──。

「先輩」

　すぐ隣に、九重ここのえさんが座って声をかけてきた。

　黙って席を立ち、違う席へ。

　すると、九重さんも追ってきて隣に座った。

「なぜついてくる」

「なぜ逃げるんですか」

「関わりたくないからだよ！」

「私は先輩とランチしたくて」

　いつまでもストーキングされたら飯が食えないし、諦めてその席で食事を取ることに決める。

「はあ、待ち伏せでもしてたのか？」

「学食派だとは聞いていましたので。先ほど、柏かしわ木ぎ先輩から教室を出たというメッセージを受けて注文も済ませておきました」

「準備がよすぎだろ!?　先に言っておくが、同盟クランには入らないからな」

「あはは。それで、同盟に入ってくれないんですか？」

「今断ったばかりだよね!?」

「誘って欲しい前振りかと。誘い受け的な」

「そんなわけあるか。とにかく、俺はやらない。普通の人間でいるためにもな」

「普通普通って、そんなくだらない人間になりたいんです？　型に嵌はまった自分でありたいと？」

「ああ、普通で結構だね。本当なら真相感覚センシスなんてものにも目覚めたくなかったくらいだし。俺は平穏に毎日を送れて、妹が幸せにしていたらそれでいいんだ」

　すると、九重ここのえさんは少し考え、手をポンと叩たたき。

「シスコン？　なるほど、そっちの趣味も……」

「そういう意味の大事じゃないぞ!?　つーかだ、あんな力人前で使ったら、女子に後ろ指指されて蛆うじ虫むし扱いだ。蛆虫と空気なら、考えるまでもなく空気を選ぶだろう。人に嫌われないだけ大した贅ぜい沢たくじゃないか」

「えー。エロＲＰＧの世界にでも転生すれば大活躍ですよ。女の子が主人公で脱がされていくみたいなゲーム」

「それだと俺が敵役になってませんか!?　というか、九重さんはどうして俺に拘こだわるんだ。もっと協力的な人を探せばいいじゃないか」

　ＮＯＶＡまでの期間を考えたら、優秀な生徒はもう大抵同盟に入って準備を進めているだろう。それでも、九重さんは有名人だ。

　彼女の誘いであれば、Ａランクとはいかなくとも、Ｂランク程度の生徒であればいくらでも捕まえられそうだし、場合によっては今いる同盟を裏切ってでも協力してくれそうな気がした。

　そのくらいに九重瑞みず奈なというのは有名人であり、注目株なのだ。今も、学食内のあちらこちらから、九重瑞奈と親しそうに飯を食べる俺に向けて鋭い視線が飛んでくる程度に。

「九重さんの言う才能に拘る必要も感じないけどね。自分でも言ってたじゃないか、性癖を拗こじらせてる人だけが強いわけではないと。普通に優秀な人でいいでしょ」

「その程度だとダメなんですよ。その程度の人間であればいくらでもいます。でもそれだと、討つべき相手に届かないのです」

「討つべき相手？」

　こくんと、九重ここのえさんが頷うなずいた。

「九重亜あ麻ま音ね。私の姉です」

　九重、あま……。

「なっ──!?」

　九重亜麻音。

　九重さんの姉であり、昨年ＮＯＶＡの優勝同盟クラン、希望いづる碧エステル・ブルーの明主マスターである。

　通称、完璧な碧パーフエクト・ブルー。

　島に十三人しかいないＳランク保有者の一人であり、圧倒的な真相感覚センシスの実力者だ。

「前回の優勝同盟を倒すってことは、つまり──」

「優勝を狙うつもりです。ですから、生半可な面子メンツ……いえ、普通の面子ではダメなんです。頂点を狙えるポテンシャルを持った稀け有うな可能性、それが必要不可欠」

「つまり、それってマトモにやっても勝てない相手だから、イチかバチかをやるってことじゃないのか？」

「失礼な。そんなギャンブル覚悟ではないです。本気で勝ちを狙うつもりですよ」

　満面の笑みを返す九重さん。

「それに、勝率だけの問題でもないのです。私たち、そして八色やくさ先輩のようなメンバーで勝つことにも意義があるのです」

「俺のような？　それはなんで──」

　言いかけた時、視界の端にチャットウインドウが開く。

　相手は、担任の佐さ竹たけ先生だった。

『八色くん、至急職員室まで来てください。ご家族のことで大事な連絡があります』

　家族のことで連絡……なんだろう。

「ごめん、九重さん。呼び出しをくらった」

　慌ててカツ丼を掻かきこむ。

「そうですか、残念ですね。ではまた、改めて勧誘させてもらえればと」

「もう勧誘しなくていいから！」

　食器を返却して、校舎二階にある職員室へ。

　入口から佐竹先生を呼ぶと、大きなポニーテールを揺らしながら、スーツ姿の佐竹先生が現れた。

　長身の佐竹先生は、女性でありながらも威圧感がある。太い黒縁眼鏡でこちらを見据えると、「こほん」と軽く咳せき払ばらいをして口を開く。

「ちょっと人気のないところに行こうか」

　俺を連れて、職員室の隣の空き教室へ。

　腰掛けるように誘導されたので、席に座って先生と対たい峙じする。

　先生は言いにくそうに、もう一度小さく咳せき払ばらいをした後。

「妹さんが真相感覚センシスに目覚めたらしい」

「……え？　南みな美みが!?」

　思わず声をあげてしまう。

　昨晩あんな会話をしたばかりだというのに。

「近々この島に引っ越してくることになる可能性が高い。まだ中等部なので、この学校に転入とはいかないが、住居や通学先は諸もろ々もろお前に配慮される形にはなると思う」

「それはありがたいです」

　しかし、南美が真相感覚に……。

　同じルーデンスに住めるようになるのは嬉うれしいが、真相感覚なんて所詮は得体の知れない力だ。兄としては複雑な気持ちである。

「それで、だな。ここからが肝要というか、困ったことというか、落ち着いて聞いて欲しいことなのだが」

「はい？　まだなにかあるんですか？」

　神妙な表情になる佐さ竹たけ先生。

　なんだろう、まさか南美の身になにかまずいことでも起こったのだろうか。

　ぐるぐると悪い想像が脳裏を駆け巡る。

「お前のパンツを手放せなくなったらしい」

「……よく聞こえなかったのですが」

「お前のパンツを手放せなくなったらしい」

「どういうことです!?」

「言葉のままの意味だ。お前のパンツを手にしたまま、それを手放せなくなってしまったらしい。真相感覚が芽生えた反動ではないかという話になっているらしいが」

「精神性の変質……」

　真相感覚が芽生えた際に、性格がやや極端になったり、性格が変わってしまうことがあるという話。南美はそれによって、俺のパンツを手放せなくなってしまったと？　それは性格なのか？

「まあ、こんな大きな例は稀け有うだし、滅めつ多たに見ない極端なものみたいだがな」

　というか、南美はどのような能力に目覚めたのだろう。

　……考えると頭が痛くなりそうだから、いったんそのことは忘れよう。

「この状況はお前に伝えておいた方がいいだろうと、向こうで妹さんを見てくれている医者と、お前の保護者である祖父母の共通見解になったらしくてな。お前の身になにかが起こったあとだと遅いだろう？」

「なにが起こるんですか」

「わからん」

　いや、マジでなにも起こらないで欲しいというか、どんな事態を想像してるんだろう。

「とりあえず、俺のパンツを手放せない生活なんて、そんなの可哀かわい想そうすぎます。どうにかならないんですか？」

　佐さ竹たけ先生が、黙って肩を竦すくめる。

　そんな……。

　俺のパンツを手放せなくなってしまうなんて……そんな状態での学校生活、周囲の人たちにどんな目で見られてしまうか。

「やっぱりなにかないんですか!?　妹を変質者にしたくはありません」

「そこは私に提案がある。お前が無む理り矢や理りパンツを携帯させていることにすれば、妹さんに変な噂うわさが立つことも避けられるのではないか？」

「俺に変な噂が立ちますよね!?」

　妹にパンツを携帯させる変態兄と叩たたかれることは必至だ。

　いや、それでも南みな美みが変なこと言われるよりは何万倍もマシではあるが。

「とにかく、そういう話だ。いろいろ大変だろうが、覚悟しておいてくれ」

　──覚悟って、言われてもだな。

　佐竹先生と一緒に部屋を出て、教室に戻ろうとする。

　すると、

　──パピリポロロロリ、ラリララーン♪

　スマートフォンがぶるぶると震え始めた。

　画面には「八色やくさ南美」という文字が表示されている。

「うぅ……おにぃ。あたしね……」

「今担任の先生から話は聞いた。真相感覚センシスに目覚めたんだろ？」

「うん……」

　消え入りそうな南美の声。

「そ、それで、なんだけど……」

「……ええっと、俺のパンツを手放せなくなったんだって？」

「えええええっ、もうそのことまで喋しやべられてるの!?」

「多分みんな、言うべきか悩んだんだとは思う……」

　プライベート侵しん蝕しよくしまくりだし、南美が傷付くだろうし、晒さらしてしまうのは問題があるからな。

　それでも俺に教えたのは、そっちの方がいいと思ったからだろう。

　変に隠していて、あとで問題になった時の方が事は大きくなりそうだし、当人以外の口から伝えた方がというのもひとつの配慮ではあったのかもしれない。

「そんなあ、恥ずかしい……死にたい……」

「その、なんかごめんな」

「うぅう、おにぃが謝る必要はないんだけど」

　でも、なんか悪い気がして。

　しかし俺のパンツって、結局どういうことなんだ？　なんて無神経な質問をしたくなってしまうが、それは控えておく。

「そういうわけで、もうすぐその島に行くと思うから。そ、その、よろしくお願いします」

「お、おう。なんだよかしこまって。島の案内もしてやるから、楽しみにしとけよ」

「うん、わ、わかった。じゃあ、今昼休みだよね！　報告しておこうと思っただけだから、また掛け直すね！」

「ああ、また──」

　俺が言い終わる前に通話が切れる。

　……はあ、南みな美みそうとう落ちこんでたな。

　それはそうだろう、よりにもよってパンツを持ち続けることになってしまった相手との会話。しかもそれが実の兄。死にたくなってしまうに違いない。

　幸いなのは、南美が俺のパンツをどうしようが、俺自身は大した不快感がないことくらいか。いや、恐怖ではあるけど。

　しかし、これからの人生、あいつは俺のパンツを肌身離さず持ち歩かなくちゃいけないわけで。

　そんな人間が周囲にどう思われるかは、想像に難がたくなく。

　────。

　やっぱり、そのままにしておけるかよ。





　　　　◆






　昔、南美が苛いじめられていた時期がある。

　好きな人の話になった時、俺の名前を出して、それが原因で周囲にからかわれるようになってしまったのだそうだ。

　普通ではない。そんなことを言われてしまったらしい。

　まあ、実の兄を好きなんてのはそりゃ普通ではないだろうけど、でも小さい子が俺のことを好きなんて口走ることくらいはあるだろうくらいに、当時は考えていた。

　今になって思えば、もしかしたら、その時からべつの気持ちもあったのかもしれないけど……。

　いや、まさかな、とりあえずそれはどうでもいい。

　とにかく、その日から南みな美みは、やたらと普通に振る舞うようになった。

　トラウマのようなものだろう。仲間外れが嫌だったのかもしれない。優しすぎたというのもあったのかも。南美は優しく。他人に嫌われることで傷付くタイプだったから。

　だから、俺もまた、できるだけ普通であろうとした。

　両親がいなくなった日、あの日から俺にとって、南美はたった一人の家族で、大切な人だったから。

　俺が守ってあげなきゃいけない相手だったから。

　その日から、俺は夢を見るようになった。

　南美を守れるようなヒーローになりたいという夢。

　漫画の世界で見たような、困っている誰かを助けられるような自分になれるのではないかという、そんな夢。

　ガキっぽさもあったのかもしれないけど、あの頃の俺は確かに、なにか特別な存在にも憧れていたのだと思う。

　だから、だ。自分が目覚めた真相感覚センシスがこんなつまらないものだった時には、こんな能力を掴つかまされてと、心底がっかりしたのだ。

　夢が折れるとは、多分ああいう時のことだろう。

　俺は、その程度の人間である。

　そう定義した、瞬間だった。





　　　　◆






　バイト中、ずっと上の空だった。

　南美が陥った不幸のことで頭がいっぱいになって、仕事に身が入らなかったのだ。

「八色やくさくんさぁ、もうあがっていいよ？　全然身が入ってないでしょ」

「え？　そんなことは……」

「あるある。超あるから。そんなしょぼくれた顔の店員がいたら、お客さんたちだって飯がまずくなるってもんだよ。幸いなことに今日はお客さんも少ないし、さっさと帰っちゃいなさい」

「……すみません」

　ありがたく好意を受け取って、ロッカーで着替えて外に出る。

　すると、見覚えのある顔が待ち構えていた。

「先輩♥」

「ストーカーかよ!?」

　まさかバイト先まで待ち伏せされるとは思わなかった。

「だって、熱心にスカウトをしていたら、こちらに心が傾いてくれるかもしれないじゃないですか。三顧の礼とも言いますし」

「なにナチュラルに自分を格上に置いてるの？」

「攻める方が好きですから」

　答えになってない。

　いや、ランクとかは実際に俺が格下なんだけどさ。

「柏かしわ木ぎ先輩が、午後の授業の間、八色やくさ先輩の様子がおかしかったと言うものですから。こうやって様子を見に来たのです」

「……その通り」

　いつの間にか横にいた柏木さんが、「ぶい」とピースサインをつくって俺に見せてきた。どうやら一緒についてきていたらしい。

「心配だよね～」

「真ま穂ほ姉までいるのかよ」

「わたしだけ除のけ者ものなんてズルイでしょ～？　それに、志叙しのぶちゃんの様子がおかしいなんて、気にならないわけがないじゃない」

　俺は真穂姉の様子が大分おかしくなったのが、ずっと気になってますがね……。

　チャリに乗って逃げてもいいけど……まあ、一応は俺の様子を気にかけてきてくれたみたいだし、いきなり逃げるのも気が引ける。

　ひとまずはチャリを押しながら、三人と肩を並べて帰路に着いた。

「で、どうしたんです？　先輩がずっと隠していた真相感覚センシスまで知っている仲なのです。話しやすいのではないでしょうか。喋しやべりやすい相手に相談してしまえば気が楽になるかもしれませんよ？」

「いや、俺の秘密は勝手に追い回されて解き明かされたみたいなもんだけど。……はぁ、なんかつっこみ疲れてきたな」

　これ以上言うのも野や暮ぼってものな気もする。

　それに、九重ここのえさんが言うように、誰かに相談したいというのも本当だった。

「妹が、真相感覚に目覚めたんだってさ」

「え、南みな美みちゃんが？」

「うん。南美が」

　真穂姉は南美のこと知ってるんだよな、昔何度もうちにきていたし。

「それはそれは、おめでとうございます？　というわけではないんですよね」

「そんで、副作用的な反動で、俺のパンツを手放せなくなってしまったらしい」

　俺の発言を聞いて、三人が目を合わせる。

「パンツが手放せなくなったらしい」

「斬新な状況ですね」

　斬新、的確な表現だ。本当に俺もそう思うよ。

「南みな美みちゃん、なんて可哀かわい想そうに。でも、志叙しのぶちゃんのパンツを勝手に持ちだしたりしたら、それはもう怒られて、場合によっては頬ほおとかお尻とかを叩たたかれちゃったりもするわけだよね？　それはちょっと羨ましいかも」

「羨ましがらないでくれ。ついでに俺は南美を叩いたりはしない」

「とにかく、先輩は妹さんのおパンツの──ええっと、呪縛、おパンツの呪縛に困ってしまったと、そういうわけですね」

「仰々しい言い方だが、だいたい合ってる」

　嘘うそのような事件だが、まさか佐さ竹たけ先生が俺に嘘をついているわけはないだろうし、先ほどの南美の電話が演技だったら人間不信に陥る。

　認めたくないが、おパンツの呪いは真実である。

「馬鹿らしいけど、今俺はそんなものに振り回されてるってわけだ。精神性の変質で起こってしまった悲劇。南美を助けたいとは思うけど、どうしたものやら──」

「──ある」

　と、俺がいい終わる前に。柏かしわ木ぎさん。

「え？」

「ある。それ、治す方法」

　冗談、で言ってるようには見えないよな。

　なんで柏木さんがそんなことを知っているんだとか、いろいろと思うところはあるけど。

「誰が、どこで、どうすれば南美を救うことができるんだ？」

「消失の真相感覚センシスの持ち主、結ゆう城き薫かおる。彼が真相感覚を使って、他人の真相感覚を消すことに成功したという話がある」

「え？　結城薫っていうと……」

「姉の同盟クランのメンバーであり、Ｓランク保有者の一人ですね」

「いやでも、そんな誰かの能力を消せるなんてことができるなら、話題になってないとおかしいのでは」

　真相感覚を持ちたくはない人間だって、中にはいるだろう。持たせておくのが危険とされ、監視されている人間だってこの島にはいる。

　そんな能力、重宝されないわけがないのだ。

「表向きは知られてないから。でも、そういう実験が行われて、成功したという事実はある。彼一人、単独の力で行えたものではないけど。他の能力者、それをバックアップする設備、機材、人材、もろもろ揃そろえて成功させた」

「待った待った。仮にその話が本当だとして、どうしてそのような話を柏木さんが知ってるの？」

「……それは秘密」

　えええ。ちょっとなにを考えているかわからないところがあるし、俺をからかっているだけという可能性はあるけど……。

「信じないなら、それでもいい」

　ただ、もし、可能性レベルの話でも、それが本当だというなら。

「結ゆう城き先輩の力を使えば、南みな美みを助けることができるかもしれないと」

　こくりと、柏かしわ木ぎさんが頷うなずいた。

　真相感覚センシスを消したからといって、精神性が元に戻るのかはわからないが、そういう可能性もあるということなのだろう。

「そっか。だったら、その方法が可能かどうか、結城先輩にお願いしにいかないと」

「無理だと思いますよ」

　と、今度は九重ここのえさん。

「結城先輩は見ず知らずの人間の頼みを聞くなんて性格ではありません。冷酷、そして冷淡、そして極度の面倒くさがり。他人の幸や不幸に一切の興味を示さず、そのために自分を動かすことも決してありません」

「知り合いなのか？」

「親しくはありませんが、姉の知り合いですし」

　九重さんが笑みを返した。

「その協力というのも、きっと先輩にとって利となることがあったのでしょう。お金なり、名誉なり、あるいは断れない強制力なり」

「つまり、話を持っていっても聞いてくれる可能性は低いということか？」

「そういうことになりますね。でも、逆をいえば、相手が受けざるを得ない理由をつくっちゃえば可能性はある、ってことではないでしょうか」

「相手が受けざるを得ない理由？」

「強制力ですよ。そういう実権のあるものを手に入れる。たとえば──ＮＯＶＡで優勝するとか」

　にっこりと、九重さんが満面の笑みでそう告げてくる。

　ＮＯＶＡで優勝すれば。

　そうすれば手に入る、感覚の研究や用途に対する発言権と決定権──つまり真相感覚の未来を決める権利。

　優勝して得た覇権を使って、結城先輩、あるいは島全体の施設や人材に協力を要請することが可能というわけか。

「九重さんの都合がいい方向に話をまとめようとしてない？」

「あら、私は思いついた方法を口にしただけですけど。それに先輩、いいんですか？　先輩がそこまで大事に思っている妹さんに、あの写真を見せたらどんな反応をするか……。この島にいらっしゃるんですよね？」

「ちょっと待て」

「利害の一致ってやつですよね。それに、もし結ゆう城き先輩の持つ力だけでどうにかならなかった場合でも、ＮＯＶＡ優勝の権威があれば妹さんを助けられる方法は見つけられそうな気がしますが」

　上う手まく言いくるめられている気もするが……。

　不意に、誰かを守るための存在に憧れた昔のことを思い出してしまって。

　……なんて、そんな青臭く高尚な感情でもないけど。

「わかった。入るよ、九重ここのえさんの同盟クラン。それ以外に道はなさそうだし。どこまで役に立てるか知らないけどな」

　彼女の話を受ければ、この島にきてからずっと胸の奥で引っかかっていた鬱屈とした感情も、どこかに飛んでいきそうな気がしたんだ。

「先輩がいれば百人力です。優勝にまた一歩近付きました」

　九重さんが、手を差し出してくる。

　彼女が出してきた手を、俺は握り返した。

「ようこそ、同盟アンテナリムへ。ぬるい常人どもに、我々の拗こじれた性癖を見せつけてやりましょう」

「うんうん、いいよね。見せつけ。ぞくぞくするよ」

「……わかる。相手がなにを思っているのか想像するだけで、ご飯三杯はいける」

　──本当によかったのか？





　　　　◆






　志叙しのぶや瑞みず奈なたちと別れた後。

　柏かしわ木ぎ愛あいは、人気のない公園のブランコに一人座り、誰かと通話していた。

「へえ、それで、あいつもＮＯＶＡに参加することが決まったんだ。それはよかった」

「……これで、もし愛たちが勝てば牽けん制せいができる」

「まあ、例の研究は十中八九お国の仕業だろうからねえ。できれば公表しちまいたいよなあ。万が一の布石にはなったかね」

《PRIME》を通じた音声チャットではなく、スマホを使った音声通話。

　スマホの向こうから聞こえてきたのは、若い男の声だった。

「……そっちはどう？」

「こっちは普通つーか順調つーか。まあ、放っておいても勝てるような同盟クランだし？　万が一にも負けるようなことがあっても、それはそれで」

「……適当」

「適当でいいんだよ。まあ、他のやつらと違って、俺は年寄りだし？」

「肉体的には違う」

「精神的にはそうさ」

　ふふ、と男が笑う。

「んじゃまあ、これからもお互い頑張るとしようか。我ら、ゴエティア──」

「……この世界の最大幸福のために」





■第二章　ハイソな日常










　──朝。

「もー、はやく準備しないと遅刻するよ？　ご飯もできてるから。和食でよかったよね？　あ、お米は勝手に使わせてもらったけど、古くなってるからさっさと使い切っちゃった方がいいよ？」

　制服の上からエプロンをした真ま穂ほ姉が、熱心にこう告げてきた。

　俺はそれを、寝起きの眼めを擦こすりながら聞き流す。

「えへへ、味み噌そ汁しるは結構自信があるんだ。あ、お味噌とかみりんとか、置かせてもらうけどいいよね？　毎日は無理かもだけど、ちゃんと使い切っちゃうつもりだから」

「……いや、それはいいんだけど。なんでここに来たんだ？」

「なんでって、朝ご飯をつくりに来たからだよ」

　返答になってない。

　朝、起きるとインターホンが鳴っていた。

　応対すると、ドア先を映すモニタには真穂姉が立っていたというわけだ。

「だって、志叙しのぶちゃんが島にいたんだよ？　ご飯くらいはつくりに来るよね？」

「ひさびさに幼なじみに再会したからって飯はつくりに来ないだろう。大体、どうしてうちの場所を知ってたんだ」

「同盟クランに勧誘するって決めてから、瑞みず奈なちゃんが調べてたよ」

　そこまでするのか……。

「それにしても、また逢あえるなんて、運命だよね」

　瞳をうるませながらそんなことを言ってくる真ま穂ほ姉。

「今のわたしがあるのは、志叙ちゃんのおかげなの」

「真穂姉がいるのが俺のおかげ？　そんな感動的なエピソードとかあったっけ？」

　確かに、真穂姉とは幼い頃何度も逢っていたけど……そんな特別な事件の記憶なんてなかった。

「覚えてないのは仕方ないよ。志叙ちゃんにとっては、なんでもないことだっただろうし。あのね、昔、わたしが車にはねられそうになったのを志叙ちゃんに助けてもらったの覚えてる？」

　そういえば、そんなことがあった気もする。

　俺を連れて遊びに行こうとした真穂姉が、不注意で車にはねられそうになった時のことか。本当に幼かった頃の話だ。

　とっさに突きとばして助けた──なんて漫画のようなシチュエーションだったわけだけど、子供の頃だったので下心もなにも生まれず、大したことのない思い出として記憶の底に眠っていたのかもしれない。

　ひょっとして、俺が真穂姉の命を助けたことを切っ掛けに、俺のことを──。

「……あのあと、志叙ちゃんにお尻を思いきり叩たたいてもらったよね。『ちゃんとまわりを見て歩かなかった罰』って」

「え……!?」

　そんなことしたっけ!?

　あ、いや、なんか思い出してきたぞ。

　真穂姉は俺に対して当時からお姉ちゃんぶっていて、それで悪いことをしたら罰を受けるべきだというようなことをずっと言っていて、俺も何度もお尻を叩かれていたんだ。

　子供らしい『ごっこ遊び』というか、お医者さんごっことかそういうものの延長線上みたいなものだろうか。

『いつも志叙ちゃんのお尻を叩いてるのに、わたしが叩かれないっておかしいよね。志叙ちゃん、わたしのことを罰してください』

　そしてあの時は、真穂姉が悪いことをしたから、俺に尻を叩くように言ってきて……。

「わたしね、お父さんとお母さんに甘やかされて育ったから、叩かれたりって経験なかったんだ。でね、あの時、お尻を叩たたかれて……目覚めたんだ。めちゃくちゃ気持ちがよくて、本当のわたしを知れたというか」

　真ま穂ほ姉が、くねくねと身体からだを動かしながら言ってくる。

　頬ほおが真っ赤になって、視線は熱っぽくなっていた。

　どことなく息も荒い。

「ずっと、もっと志叙しのぶちゃんにぶたれたり罵られたりしたかった！」

「ちょっと感動的なノリだけど言葉は変態的ですね!?」

　というか、俺に叩かれる前の流れからちょっとおかしくない？

　当時はあまり気にしていなかったけど、既に真穂姉マゾっぽくない？

「わたしをこんな風にした責任、取ってもらわないとね」

　真穂姉が、再びじいいいいっと上目気味に俺の視線を窺うかがう。

　なにかを懇願しているような、そして頬が赤く──まるで発情しているような──。

　その時、しゅうううううとなにかが吹き零こぼれる音。

「あああああああああ！」

　キッチンで、火にかけていた味み噌そ汁しるの鍋が中身をこぼしていた。

　真穂姉は慌てて鍋に駆けよって火を止める。

「うううううう、ごめん志叙ちゃん。焦げてはないと思うけど。……あ」

　なぜか、ポンと手を叩く真穂姉。

「この失態、ちゃんとお仕置きしてもらわなきゃダメだよね！」

　すると真穂姉が、なぜか身体を翻してこちらに尻を向けてきた。

　スカートを両手で持ち上げて、大人びたレースの入った純白のパンツと、むっちりとしたヒップラインを露あらわにする。

「お願い、志叙ちゃん。お仕置きをしてください！」

「しないぞ!?」

　なにを言い出すんだ真穂姉は！

　昔はこんなんじゃなかったのに、なんでこんな性癖に……って俺のせいか！

　慌てて、逃げるようにして身体を反対側に向ける。

　いや、お尻を向けられてるのはいいんだ。年頃の男ではあるが、普通のフェティッシュくらいなら理性で耐えられる。

　だが、こちらに突きだしてくることによって、ずれ落ちそうになっていたパンツがよくなかった。いかにも脱げそうなものは、俺をおかしくさせる。油断をすれば、パンツを両手で掴つかみ、勢いよくズリ落としていたところだろう。

　尻叩きとか、そういう変態的な行為には興味ないんだけどな。でもパンツは脱がした──ああいや、そんな、脱がしたくなんて──脱がした脱がした──。

「と、と、と、とにかく、ご飯を食べないと学校に遅れるからさ」

「どうして声が震えてるの？」

　真ま穂ほ姉のパンツを脱がしたいから、なんて言えるはずがない。

「なんでもないよ！　いいからそのお尻をしまって！」

「じゃあ、放課後お尻を叩たたいてくれる？」

「叩かないから！」

　心底残念そうにしているが、無視しよう。

　とりあえず、飯だ飯。

　すでに食卓には味み噌そ汁しる以外の食べものが並んでいた。

　白米に鮭さけの焼き物、ひじきの佃つくだ煮にに白菜のお新しん香こ。ここに今つくっている味噌汁が加わるらしい。

「こんな短時間で……凄すごい準備の良さだな」

「えへへ、佃煮なんかは昨晩に仕込んでたし、材料もある程度カットしておいたからね。下ごしらえは済ませておいたんだ」

「それはそれは──って、美う味まっ!?」

　なんだこれ。

　ルーデンスには、ここにきた学生はもちろん、引っ越してきた居住者、政府や各企業の要人なども満足できるレベルの高い飲食店が数多くある。
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　バイト先の[image: ]ほう莱らい軒けんだって、味に大したインパクトがないというだけでかなりレベルが高い。真ま穂ほ姉のつくってくれた朝食は、そんな島の美お味いしい飲食店と比較しても、引けを取らない味だった。

　まず、白米がいい。炊き具合、蒸らし具合も完璧。おかずなしに米だけでいくらでもいけそうな味である。

　そしてひじきの佃つくだ煮に。薄すぎずしょっぱすぎず、これだけでも無限に食べられそうな絶妙な味加減だった。白菜のお新しん香こも最高だ。こいつもまた繊細な浸つかり具合で、この漬物が家に常備されたら米の食べすぎであっと言う間に太れる自信がある。

　食べ盛りな俺にとって、佃煮やお新香なんて食事のオマケにしかすぎないと思っていたが、今日その認識は改めた方がいいのかもしれない。

　鮭さけの塩焼き、こいつはやっぱり焼き方がいい。皮に適度な焦げ目をつけているのが素晴らしく、身もふっくらとほくほくに焼き上がっていた。我が家には魚焼き器などないにもかかわらず、どうしてこのような完成度が出せてしまったのか。

「はい、味み噌そ汁しるできたよ。どうぞ」

「味噌汁も美う味まっ!?　真穂姉、なんでこんなに料理が上う手まいの!?」

「えへへ、料理くらいできないとね。雌犬とか奴隷って、そういうものじゃない？　人間の犬って、動物の犬と違ってご主人様の食事を用意できるのが理想だと思うもん」

「そんな理由でこんなに上手くなったの!?　ちょっと得意ってレベルじゃないんだけど。そこらの料理人を超えてそうなレベルなんだが」

「まあ、秘密もあるんだけどね」

　そういうと、真穂姉の両目が薄緑色に発光する。

「もしかしてこの美味しさ、真相感覚センシスの力によるものなのか？」

「ねえ、志叙しのぶちゃん、わたしに触ってみて？」

「ん？　こうか？」

　真穂姉に手を伸ばし、軽く右手のあたりを触る。

「ひゃあああああああああああああああああああああああああああんっ！　ふああああああああああああ」

「──な!?」

　びくりと、甲高い嬌きよう声せいをあげながら、跳ねるように真穂姉が仰のけ反ぞる。

「ひっ、ひぅっ……うぅっ、くっ……んはぁ♥」

「な、ど、どうした真穂姉!?　なんで絶叫したの!?」

「ぅ、んっ、は、はぁ、ンくっ……こ、これがわたしの真相感覚。《三千世界カンドサンゼンバイ》。三千倍の感度を手に入れるの」

「……は？」

「だから、三千倍の感度を手に入れるんだよ。味覚、視覚、嗅覚、聴覚──この力を使えば、どんな繊細な味だって判別して把握できちゃうんだよ。物もの凄すごい敏感体質を手に入れるってわけだね～」

　なんだよそのド変態体質。

「たとえば嗅覚だって三千倍。すー、はー……あ、志叙しのぶちゃん、洗濯機に洗濯物溜ため込んでるね。今度休みの日にまとめて洗ってあげようか？」

「なにを嗅いでるの!?　いや、いいから！」

　というか今の声絶対寮の他の部屋のやつらに聞こえてるよな!?

　変な噂うわさ立ちそうで怖いんだけど!?

　沙さ倉くら真ま穂ほは、あの日の頼り甲が斐いのあるお姉さんから、変わり果ててしまったらしい。




「あ、お、おはよう……えっと、八色やくさくんで合ってたよね。お盛んなのはいいけど、近所迷惑もあるからちょっと気をつけた方がいいかもね」「さあ天気は晴天、夜のつまみを探すための寮は大収穫なり！　わたくしめ、本日からあの声をオカズにシ○らせていただきます！　シ○あり！」「あっ……（目を逸そらして逃げる生徒）」

　なんて。近所の部屋の住人たちから非難の目を向けられつつ、逃げるようにして寮を出る。

「志叙ちゃん、人気者だね」

「こういうのは悪目立ちって言うんだ。真穂姉のせいだからな？」

「まあまあ。とりあえず、途中までは道一緒だよね。そこまでは一緒に行こう」

　は～……もう、まあ怒っても仕方ないか。

「真穂姉は第四校舎だよね。俺が通ってる第二校舎からは一番近いのか」

「そうだね～。だから、瑞みず奈なちゃんたちとの合流はスムーズなんだ～」

　ルーデンスは第一から第四までの四つの校舎に分かれており、制服に刺し繍しゆうされた校章でどの校舎に所属しているかを見分けることもできる。

　校章としてしるされる図柄はトランプのスートで、第一校舎であればスペード、第二校舎はハート、第三校舎はクローバー、第四校舎はダイヤのイラストがそれぞれのデザインとなっている。

　校舎の振り分けには傾向があり、第一校舎には真相感覚センシスの使用者として優秀な生徒が多く在籍、第二校舎には一般的な生徒、第三校舎は学力が低めの生徒、そして第四校舎はお金持ちのお嬢さまを中心とした富裕層の多い女子校、といった具合だ。

　どこに通学するかは島にくる時に勝手にすべて決められてしまうわけではなく、個人や家族の申し出で移ることもできる。人数が一番多いのは、俺の通っている第二校舎だ。

「そういえば、真ま穂ほ姉の実家ってお金持ちだったよね。一度も行ったことないけど、子供の頃親父おやじにそんな話を聞いた気がする」

「うーん、お金持ちってほどではないと思うんだけど～。まあ、この島はもともとうちが買い取ったものだったらしいけど」

「ん？　この島が、真穂姉の家の持ち物……？」

　島の持ち主というと──。

「遊園総合企業サクラ・カンパニー。日本を中心としたワールドワイドのテーマパーク事業と、傘下グループによる映画や漫画、動画配信サービスやＭＲタレントなどの事業を行う……あの!?」

「うん、それそれ。驚かれると恥ずかしいね」

　いや、そりゃ驚くだろう。日本でも──いや、世界でも有数の大企業だ。

　ちょっと有名、なんてレベルではない。

「志叙しのぶちゃん知らなかったんだね」

「いや、子供の頃普通に遊んでいた相手がそんなビッグなお嬢さまだとは思わないでしょ。今だって普通に一緒に歩いて登校しちゃってるし」

「プライベートまで干渉されたくないからお願いしたくらいだよ。最初は一人で歩くのもダメだーって怒られたんだけどね。まったく、過保護すぎるんだから。二人とも優しすぎるんだよ。もっと冷たくしてくれてもいいのに」

　真穂姉の性癖って、両親に過保護にされた反動もあるのかもしれないな……。





　　　　◆






「なあ八色やくさ。九重ここのえ瑞みず奈なと仲がいいって本当か？」

　放課後、隣の席の竹たけ林ばやしが話しかけてきた。

　襟首まで伸ばした茶髪に、首につけたＭＲアクセサリーのチョーカー。

　一見不良と見間違えそうな容姿だが、生活態度はいたって真面目まじめな男だ。クラスの人間とほとんど交流のない俺にとって、数少ない話し相手でもあった。

「誰がそんなことを？」

「昨日、お前が一緒に学食にいたところを見ていたやつがいてな。いったいどんな手を使ってあの高たか嶺ねの花はなとお近付きになれたのかと気になってさ」

「いや、俺はなにもしてないし、まったく近付く気なんてなかったわけだが」

「嘘うそを言え。あの九重瑞奈だぞ？　この第二校舎の高嶺の花。姉と同じ第一校舎に行くと思ったら、半端者が集まるこの第二校舎を選ぶなんて」

「自分のことを半端者って、悲しくならないか？」

「Ｈランクの八色やくさにそんなこと言われたくないね」

「俺は半端者じゃなくて底辺生徒だぞ」

　この島でのカーストは、学力や運動能力なんかではなく、真相感覚センシスによる学生ランクがすべてだ。

　最低ランクの俺は底辺。だから特に親しくしようと近付いてくる人間はいないし、それがまた能力を使いたくない俺の暮らしぶりと噛かみ合ってもいた。

　学力は普通だから第二校舎だが、座学の成績が悪くても第一校舎には行けるわけで、要するに俺のようなやつこそがこの島の最底辺ということになる。

「ま、なんでもいいや。もし気が向いたら九重ここのえさんにうちの同盟クランに協力してくれないかと伝えてくれ。問答無用ですべて拒否してるらしいから、無理だろうけど」

「ああ、わかった。機会があれば伝えておく」

　まあ参加するわけないだろうが、事情を説明するのも面倒なのでそう返す。

「んじゃ、俺は今から練習なんで」

　ひらひらと手を振りながら、竹たけ林ばやしが教室から出て行った。

　あいつもＮＯＶＡに出るのか。

　ということは、ライバルということになる。

　考えてみれば──自分には関係ないと思ってたから、これまで意識してなかったけど、この島の子供の半分以上があの大会に出るんだよな。

　つまり、竹林以外にも、クラスの人間と争うことになる。

　柏かしわ木ぎさんは味方だけど──。

　と、柏木さんの方を見ると。

　なぜかこっちを見て、ぽおおおおっと頬ほおを赤くしていた。

「なに？　どうしたの？　頬が真っ赤だけど」

「八色くんと竹林くん、どっちが攻め？」

「どっちも攻めないよ!?　なにを想像してたの!?」

「……ちぇっ。つまらない」

　そういうと、柏木さんがすたすたと教室を出る。

　俺も一緒に教室を出て、九重さんたちが溜たまり場ばにしている部室棟の一室へと向かうことにした。放課後来るように言われているのだ。

「そういえばさ、溜まり場にしているあの部屋ってなんなの？」

「部室棟の空き部屋。瑞みず奈なが空いているのを見つけてきて、勝手に溜まり場にした」

「それはいいのか」

「空いていたんだから文句は言われない。学校はＮＯＶＡに出場する生徒に協力をする義務があり、あの部屋を他に使いたがってる人がいなかった。それだけの話」

「なるほどな」

　そういう流れで、あの部屋を拠点にしてしまったというわけか。

　行動力のある九重ここのえさんあたりが、探して見つけ出したってところだろうが。

　やがて、その部室に辿たどり着いて扉を開ける。

　既に九重さんは到着しており、部屋の隅で読書をしていた。

　文庫本をパタンと閉じ、上目遣いのような挑発的な視線をこちらに向けてくる。

「お二人とも、お疲れさまです」

「それで、今日はなにをするんだ？」

「大会出場のための同盟員クランメンバーを集めたんです。ＮＯＶＡに向けての練習に決まってるじゃないですか」

「でも、練習って言っても、どんな競技をやるかわからない以上、大した対策も取れないんじゃないのか？」

　ＮＯＶＡで取り扱われる競技は当日になって報しらされる。

　そしてこの競技は、授業や島民同士のフリーマッチで使えるものではなく、大会用につくられた新しいものだ。

　既存の競技に似たものや、派生的なものが設定されることもあるが、基本的にはぶっつけ本番で大会に当たることになる、はずである。

「同盟員同士の真相感覚センシスの連携、そして協調シナジー。それらを熟知しておかないと、大会が始まってから環境に対応できませんから」

「……事前のチームメンバーの実力の把握は大事」

　柏かしわ木ぎさんがぼそりと返した。

　なるほど。

「なにせ、先輩の能力はまだまだわからないところが多いですからね。相手を脱がす、ということはわかってますが、それ以外のことはすべてが未知数です。まずはどういった能力なのかを、調べなければなりません」

「まずは相互理解を深める必要があるということか」

　すると、九重さんが立ち上がり、人差し指を俺の唇に向けて伸ばしてきた。そのままグイっと身体からだを寄せてきて、上半身を俺の身体にピトリとくっつける。

　胸のあたりに彼女の柔らかいものの感触が、ピトンと伝わってきた。思わず後ろに重心を傾け、胸が当たらないように身体を反らす。

　と、思わず重心を後ろに傾けすぎて、尻餅をついてしまった。

　両手を床につけながら、窺うかがうようにして見下ろしてくる九重さんを見上げる。

「そんなに必死に逃げなくても構いませんのに。先輩だって、思春期の男の子でしょう？」

「よくない！　つーか、柏木さんも見てるのによくこんなことやれるな」

「あら、人気がないところだったらオッケーってことでしょうか？」

「そういうことじゃない！」

　柏かしわ木ぎさんの方を見る。

「……愛あいのことは気にしなくていい」

　と言いながら、頬ほおを真っ赤にしてこちらをじーっと見ている。

「春はあけぼの。男が押し倒されるのに趣がある」

「え、なにその風情を感じてるみたいな反応!?」

　それにしても、いよいよ悪ふざけが過ぎている。

　女の子だからと遠慮していたが、力で九重ここのえさんを押し返して立ち上がろうとした──その時──ぐいっと、背中に傾けていた重心に引っ張られるようにして、身体からだが床に縛り付けられた。

　──身体が動かない。

　頭上から嬲なぶるような視線で見下ろしてくる九重さんの瞳は、薄緑色に発光している。

「《一思封縛ルートバインド》。先輩の重心を縛り付けました」

「なんでこんなことを……!?」

「言ったじゃないですか、お互い深く知り合っておく必要があると。先輩には知っておいて欲しいんです。私の性格、そして同盟クランでの力関係。いざという時、リーダーである私の意見に逆らわれると困るじゃないですか」

「なんの話!?」

「一瞬の判断が命取りになる争いです、必要ならば機械的に私の命令に従ってもらった方がいい。誰が先輩の上であるのかを、刷り込みたいのです」

　九重さんの両手が伸び、俺の胸の頂点にあるツマミをツンと突いた。

　──はぅ!?

　思わず声を漏らしそうになるが、必死に堪える。身体が彼女の真相感覚センシスのせいで自由には動かず、ただその場で震えるばかりだった。

「どうしたんです？　必死に声を抑えているみたいですが……先輩って、マゾじゃないくせに敏感なんですね♥」

「敏感だからマゾってわけでもないだろ!?　というか、柏木さんガン見してないで！　お願いだから助けて！」

「……好奇心が勝る」

　なんの好奇心!?

「……瑞みず奈なの手業は熟練。まな板の鯉こいになる。どう料理されるか楽しみ」

　なに、柏木さんも経験済みなの!?

　このドＳな後輩は、柏木さんにどんな卑ひ猥わいなことをやったってわけ!?

　と、その時。バタン、と、背後でドアが開いて。

「おつかれさま～。って、えええええ～。み、瑞みず奈なちゃんに志叙しのぶちゃん、なにやってるの!?」

「──真ま穂ほ姉!?　お願いだ、助けてくれ！」

「瑞奈ちゃん、攻めるんだったらわたしを……いや、違う！　志叙ちゃんはわたしを苛いじめてくれる人なんだから、マゾにしちゃダメだよ～！」

　しまった、真穂姉もダメな人だった！

　慌てた真穂姉が駆けよってこようとする──が。

「あ──」

　──そこで真穂姉が、転んだ。

　漫画のように、間抜けな声をあげながら。

　そして、九重ここのえさんに向かっていた真穂姉の両手は彼女の身体からだを横から押し、体勢を崩した九重さんもまたくんずほぐれつとなって──。

「むおっ、んおっ、ぬぉ──」

　俺が声にならない声をあげた時には、ぎゅうううううっとした柔らかいものが、俺の顔に当たっていた。

「あんっ♥　先輩、あまり激しく動かないでください」

　頭上から聞こえてくる艶なまめかしい声で、この柔らかいなにかの持ち主が、九重さんであったことがわかる。

　慌てて俺は頭上の九重さんを押おし退のけ──あ、身体が動いた──引き離し、間合いを取るようにして距離を取った。

「もー、そんな警戒しなくても。心配されなくても、力を使いすぎて空っぽですし、今は真相感覚センシスを使うことなんてとてもとても」

「つーか、なんで俺の顔に九重さんの胸が!?　こうはならないだろ!?」

「それだけ私に攻められたかったってことですよね？　無意識レベルで」

「俺は超能力者か!?」

　……いや、冷静に考えると似たようなものか。

　真穂姉の方を見ると、だらしなくケツを突き上げるようにして、こちらに純白のパンツを見せつけていた。

　どうやったらああなるのかはわからないが、彼女も偶然あの体勢になってしまったらしい。

「ああもう、脱がしたくなるから真穂姉もさっさと元の体勢に戻って！」

　慌てて視線を逸そらしながら注意する。

「脱がしてもいいのに」

「俺は嫌なんだ！」

　ったく、なんなんだこの同盟クランは？

　本当に、ＮＯＶＡへの出場をここから決めてしまってよかったんだろうか……。

「さて、おふざけはこのくらいにして」

「やっぱりふざけてたのかよ!?」

「では、さきほどの説明通り、先輩の力量を測ろうではありませんか。ええっと……じゃあ、柏かしわ木ぎ先輩、いいでしょうか？」

「……瑞みず奈なじゃなくて、愛あいがやるの？　構わないけど」

「私の力はインパクトがありませんから。柏木先輩の力を、八色やくさ先輩に見せつけてあげてください」

「……ふむ」

　柏木さんが立ち上がり、俺の前までやってくる。

　俺も立ち上がって、柏木さんと相あい見まみえる形となる。

「ふふ、では、ジャッジちゃんを呼びましょうか。お願いします」

「はいはーい。呼ばれて飛び出て山さん椒しようの実。公正公平D.I.C.E.ダイスの審判なら私にお任せ。ジャッジ・アイです！」

「……どうも、自分も愛です」

「おお!?　これはこれは！　柏木愛さん！　同じ愛とは奇遇ですね！」

「……名前が同じだから、姉妹かもしれない」

「はっ、もしかして柏木さんは、生き別れの姉──って、姉妹で一緒なのは名前やなくて名字でしょうがい！」

　ジャッジちゃんが大おお袈げ裟さに柏木さんにつっこむ。

　結構ノリいいんだな、彼女。

「ジャッジちゃん、種目ジヤンルは異能○×ゲームでお願いします」

　九重ここのえさんが言うと、柏木さんが軽く眉を顰ひそめる。

「瑞奈、その競技だと──」

「いいんですよ柏木先輩。先日の百もも瀬せ悠ゆうとの勝負だってそうじゃないですか。D.I.C.E.とは理不尽の押し付け合い。相手が押しつけてきた理不尽を、どう返して勝ち筋をつくっていくのか。そういうゲームです。理不尽は多い方がいいのです」

　要するに。

　異能○×ゲームは、柏木さんに有利な種目ということなのか。

　目の前に、柏木さんからD.I.C.E.の招待状が届く。

　承認ボタンを押すと、《PRIME》を通じて周囲の空間がバトルフィールドに変わり始めた。

　部屋の内装は石造りのものに変化し、中央には巨大な磔はりつけ台のようなものが形成される。拷問器具かなにかだろうか。

　この時点で十分に禍まが々まがしかったのだが、その部屋の壁にはいくつもの蝋ろう燭そくが飾られ、床には鞭むちのようなものが落ちていた。

「な、なんだこの部屋は」

「調教部屋です。この同盟クランの溜たまり場ばで対戦する時は、このフィールドが形成されるように設定してるんですよ。ビルド機能を使ってつくったんです。家具データだってわざわざ買って集めたんですよ？　頑張ったと思いませんか？」

「なんでわざわざこんな部屋にしたの？」

「相手を嬲なぶる高揚感、それがいつだって思い出せる素晴らしい空間デザイン。匠たくみの業わざがピリリと光るインテリアです。モチベーションが上がるじゃないですか」

　悪趣味すぎて上がらない。

　真ま穂ほ姉は瑞みず奈なを肯定するように全力で「うんうん」と首を縦に振ってるし。正気か？




『ＮＯＶＡ：

　年に一度行われる真相感覚センシスの覇権を巡る争い。

　小学生以下の人間のみが参加するジュニア部門、

　中高生を対象としたレギュラー部門、

　大学生以上を対象としたシニア部門が開催される』




『PRIME：

　島民が使っているコンタクトレンズ型のＭＲ機器。

　酸素透過性や親水性の高い特殊な素材でつくられており、

　長期間着用したまま生活することが可能。

　透明色のリング型ＭＲ機器とセットになっており、操作はこれを用いて行う。

　瞬まばたきなど特定の動作を行うことにより、視界をズームさせたりなどもできる』




　いつものＴＩＰＳが消え、視界上部に俺と柏かしわ木ぎさんの名前。

　そして先日同様、その横に０という数字が表示された。

「勝負は２本先取。名前の横にある０の数字は勝つと１つカウントされ、先に２になった方が勝ちです。どちらが先攻を取っていた場合も、ゲームはその時点で終わります。先攻は○、後攻は×を使ってください。なんらかの理由でゲームから離脱した場合も敗退となるので気をつけましょうね。では、始めますよ。人の次の可能性へ、更なる領域へ──賽は投げられたダイス・ロール！」

　視界中央部に札が出現して、俺の画面には後攻が表示された。どうやら柏木さんが先行のようだ。

　続いて、ゲームをやるための井の図形が出現する。

　○×ゲームは、この図形にそれぞれ○と×を交互に埋めていき、一列揃そろえた方が勝ちというシンプルなルールだ。

　通常、このゲームは絶対に勝てないし負けない。はっきりとゲームとして成り立っていないが、そういう風になっているのだ。

　攻略法を知っている者同士がやれば確定で勝負がつかない千日手となる。それが○×ゲームである。

　──だが、ここルーデンスの○×ゲームには、真相感覚センシスが存在する。

「……ひとまず定石通りに」

　柏かしわ木ぎさんが中央をタップして、○を付けた。

　先攻が中央に付けた場合は角に、角に付けた場合は中央に返すのが、後攻のセオリーである。

　俺は右斜め下の角をタップして、×をつける。

　柏木さんは左斜め下に○。放っておくと揃ってしまうので、俺は右斜め上に×。中央右に○。中央左に×。なぜか左斜め上に○。

　と、ここで柏木さんの瞳が薄緑に発光をはじめる。

　──真相感覚。

　状況的に、柏木さんがどういう能力なのかはまったく想像がつかない。わかっているのは、この○×ゲームを優位な方向に進めることができる能力であるということだけだ。

　彼女の力に応じて、○×ゲームの盤面に変化が起こる。

　左斜め上と左斜め下の○が、その間にある×に向かって移動しはじめたのだ。

　○と×がかぶさり、×を覆う◎のような図形が出来上がる。

　二つの○が、合体しただと!?

「……《無限の可能性カツプリング・プロバビリテイー》。×を挟み対称に存在する二つのものを、強制的に結合させてしまう真相感覚」

　そう説明する柏木さんの頬ほおは、いつも俺たちを見つめている時のようにぼうっと真っ赤になっていた。

「これで、この中央左には○が生まれたことになる」

　左に縦一列のラインが生まれる。

　柏木さんの横の数字が、０から１へとカウントされた。

「まずは１点」

「いやいやいや……」

　なんですかその力。

　以前から柏かしわ木ぎさんが、×を囲むものに並々ならぬ執着を示しているのには気付いていたけどさ。

「……八色やくさくんの前に、口が悪く性格も悪い、眼鏡をかけた男がいたとする。物もの凄すごく性格が悪い男。協調性に欠き、揚げ足をとってきて、ＳＮＳ上でいちいちレスバを仕掛けてはマウントを取るような男」

「関わりたくないな」

「普通はそう。でも、愛あいは違う。そこに愛の可能性があるから。たとえどんなに辛辣な男だって、その男にマウントをとられることによって魅力的になれる存在さえいれば、その関係は無限の尊みを生み出す」

「ただの妄想じゃないか」

「違う。愛に肯定的なだけ」

　要するに柏木さんは、どんなものにでもカップリングを見み出いだし発情してしまうという、とても高度な妄想癖があるということか。

　そして、その妄想癖こそが、彼女の真相感覚センシスの源泉。

「……愛にとってこれは、図形を一列に並べるゲームなんかじゃない。×カケルを挟む○可能性を見て、無限のカップリングを連想する……そんなゲーム！」

　かっこよく言っているけど、なんでもない図形を見て発情してるだけだよな！

「では、先攻後攻の交代です。第二ラウンド目、八色さんの先攻でゲームを始めてください」

　──しかし、これは厄介だぞ。

　だって柏木さんは、あの能力を後攻の時も使えるのだ。迂う闊かつに○を置けば、あの能力で盤面を荒らされてしまう。

　そして、こちらが注意深くそれを避けたところで、勝負を決められず３ラウンド目に移行、相手が先攻の場合は──多分──避けようがないので、そこで勝負が決してしまうだろう。

　なんとか、俺の能力を用いて勝ち筋を見つける必要があった。

　──脱がすか？

　百もも瀬せの時のように、相手を脱衣させて戦意喪失に持ち込むという方法がある。

　ゲスすぎて使いたくない方法だが、D.I.C.E.ダイスが真剣勝負である以上、ＮＯＶＡで優勝を目指すと決めた以上、そんなことも言っていられない。

「ごめん、柏木さん！」

　真相感覚を起動して、息を呑のむ彼女へ右手を突きつける。

「──っ!?」

　刹那、柏木さんの制服に俺の右手が触れた瞬間、彼女の纏まとっていた衣服が弾はじけ飛び、柏木さんの裸が晒さらされ──。

「──晒され、ない!?」

　柏かしわ木ぎさんの裸体は、露天湯に浸つかるレポーターのように綺き麗れいに巻かれたバスタオルによって、覆い隠されていた。

　な、なぜ……これまで俺の能力によって剥はがされた相手は、下着もすべて脱がされていたというのに……。

　──もしかして。

「そのタオル、実体じゃないのか」

「そう。ＭＲコスチューム。どこでも温泉気分が楽しめる『ルーデンスいい湯だなセットvol.1』に収録されている全身バスタオル。D.I.C.E.ダイスが始まる前、こっそりとこの衣装を着込んだ」

「俺に脱がされることを見越して、対策してきたというわけか」

　柏木さんが頷うなずく。

　これまで能力を使ってのD.I.C.E.なんてマトモにやったことがなかったからな。まさか、自分の力にこんな弱点があったなんて……。

「はやくも先輩の能力に弱点が見つかってしまいましたね。女の子を脱がせようとする鬼畜な所業に出ておきながら、対策されて役立たずを晒してしまうなんて。あまりにも無様すぎます」

[image: ]

「そうストレートに責めてやらないでくれ。九重ここのえさんはこういう失態を望んでいたわけだろう？」

「ええ。そして、ここからどういった逆転を見せていただけるのか、それにも期待しているわけです。百もも瀬せさんとの一戦の時のように」

　そう言われても、百瀬の時は真相感覚センシスを使えば勝てたわけだが、今はそれで通用しないから困っているわけである。

　──まさか、脱がされる対策をされているなんて。

　いや、これが普通なのか。

　能力を隠している俺とは違って、普通は相手に持ち札を把握され、対策も練られる。

「八色やくささん、持ち時間残り10、９、８、７……」

　ジャッジちゃんが持ち時間を読み上げる。

　しまった、九重さんと言い合いしている間に、時間切れになってしまう。

　慌てて中央に○を付けると、柏かしわ木ぎさんが左下に×を返した。

　後攻の時なら柏木さんの能力を避ける方法はある……のか？　いや、そもそも能力を使われても負けることはないような気もする。でも、どう足あ掻がいても相手がミスしない限りは勝てないわけで──。

「はぁ[image: ][image: ]……」

　九重さんが、大きな溜ため息いきをつく。

「仕方ないですね。D.I.C.E.ダイスの先輩としてちょっとだけヒントをあげましょう。真相感覚でなにができるか、それを想像することが勝利への鍵です。柏木先輩の力にしたって、×を囲むというアバウトな条件を利用して有利にゲーム運びしてるわけでしょう？」

「なにができるかを、想像って言ったって……脱がせることしか……」

「先輩は思考能力のない猿ですか。いいですか？　なにを脱がすことができるのか──脱がすとはなんなのか。先輩は考えもせずに、自分の能力の限界を決めつけて、くだらないものだと諦めて、勝手に挫折していませんか？」

　決めつけては──いる、けど。

　いやでも、脱がす、脱がせる可能性って言ったってなにをどうしろと──。

　──いや。

　そうか、先ほどは脱がせてなかったけど、俺はまだ自分の能力の可能性というものをよくわかっていない。

　なにが脱がせるのか。脱がせないものを脱がす方法はないのか。脱がせるものは実体だけなのか。

　──確かに、これまでは勝手に諦めていた。

「八色やくささん、持ち時間残り10、９、８……」

「とりあえず、やってみろだ」

　俺は右下に○を置いて時間を稼ぐと、そのまま柏かしわ木ぎさんに手を伸ばす。

「っ……!?」

　刹那、柏木さんがバックステップして俺の手を避よけた。

　しかし俺は、逃がさない──。

　柏木さんをそのまま部屋の端まで追い詰め、ついに彼女のバスタオルに手をかける。

　──実体でない服を脱がせない道理はない。

　さきほどはその衣装の存在に気付けなかっただけ。理解が届いてなかっただけ。触れるイメージができなかっただけ。この能力が、俺の意思で制御できるのなら──。

「先輩、まるでバスタオル一枚の少女を襲う犯罪者のような光景ですね」

「言うな！」

　柏木さんに手を伸ばす。

　触れた瞬間、柏木さんのバスタオルが青白い光を放ちながら泡のようになって、その場に霧散する。

　バスタオルに隠されていた白い肌が、相応以上のサイズの胸が、そして思わず目を向けてしまう下肢が、一切の隔たりもなく露あらわにされた。

「……っっっっっ[image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　それまではクールな表情を決めていた柏木さんの顔が苦く悶もんに歪ゆがみ、慌てて両手で身体からだを覆い隠すようにした。

　──って、あんまり見るのはよくないな。

「ど、どうだ！」

　なるべく彼女の顔だけを見るようにして言う。

　柏木さんは、頬ほおを真っ赤に紅潮させながら、きいいいっと怒りに満ちた視線で睨にらんできた。

「先輩、本当に最低ですよね。勝つためとはいえ、クラスメイトを裸にしてしまうなんて……」

「いや待って、能力を使うようにけしかけたのは九重ここのえさんだよ!?」

「うううう、愛あいちゃんいいな～。わたしも志叙しのぶちゃんに脱がされて苛いじめられたい～」

「真ま穂ほ姉も変なこと言ってるね!?」

　しかし、ひとまず柏木さんを脱がすことには成功した。柏木さんはめっちゃ怒ってるけど。

　これで勝負続行は不可能。この勝負は柏木さんのリタイアで俺の勝利となるはずだ。柏木さんはめっちゃ怒ってるけど。

　さあ、柏かしわ木ぎさん、はやくギブアップしてくれ──。

「──すぅ」

　だが、柏木さんは紅潮していた顔を一転冷静なものに戻して、大きく深呼吸をした。

　やがていつもの落ち着きを取り戻すと、全身を隠すこともなく胸を張り、一列を取られないように左上に×を置いた。

「……見たいなら、見ればいい」

「え？」

「ここで恥ずかしがるのは一番の損。見られ損で終わるのは嫌。合理的でない」

　なにその言い分はわかるけどメンタルタフすぎる反応！

「それに、私もあなたの可能性を見たい。だから、この程度で勝負を終わらせるつもりはない」

　なっ──。

　柏木さんはそこまでの覚悟で、D.I.C.E.ダイスに臨んでいるというのか。

　くそっ、あれで勝てたと思ったのに。脱がしても開き直るなんて、こんな返しをされるともうどうしようもないじゃないか。

「む～、愛あいちゃん羨ましいなぁ。志叙しのぶちゃんに辱められるなんて」

　だから真ま穂ほ姉はさぁ！

「でも、愛ちゃんのおかげで志叙ちゃんの力の最大の弱点がわかったかもしれないね。脱いでもうろたえない相手には通用しない、と。大会では露出狂とかに気をつける必要があるのかも！」

「ええ。大会前に一度、全出場者の中から脱がされても動じなそうな生徒を洗い出しておいた方がよさそうです」

　いるのか？　この同盟クラン以外に、そんな変態が。

　しかし、せっかく勝てると思ったのに、気が付けば再びの窮地。

　脱がせることはできた、だが脱いでも効果のない相手に、どう立ち向かえばいい？

　考えろ。なにが脱がせるのか。なにを脱がせば状況が変わるか。この状況で、勝負を覆すには──。

　あ。

「八色やくささん、持ち時間残り10、９……」

　思いつく。脱がせば勝負が覆るもの。

　そうだ、彼女を脱がせば……！

「ごめん、ジャッジちゃん！」

「えっ……!?」

　人工知能が間抜けな声をあげると同時。

　俺の右手が、ホログラフィックで描かれた実体のないキャラクターに触れた。

　刹那、ジャッジちゃんが着ていた青い服と、黒と白のサスペンダーミニスカートが弾はじけ飛ぶ。

　気が付けばジャッジちゃんは、まるで無邪気な思春期の学生が改造したゲームのデータのように、全身肌色になっていた。

「なっ、なっ……えっ、ええええええええええええ!?」

　ＡＩの絶叫がこだまする。

　そして、声をあげた後、さきほどの柏かしわ木ぎさん以上に顔を紅潮させ、ジャッジちゃんは一瞬俺を物もの凄すごい形相で睨にらんだあと、その場からヒュンと消えてしまった。

　……ジャッジちゃん、逃げた？

　やがて対戦フィールドとなっていた地ち下か牢ろうが消え、画面上部の名前と勝負のカウント数、○×ゲームの盤面も消える。

「ええっと、勝負の途中でゲームが立ち消え……つまり、この状況は引き分けでいいんだよな？」

　柏木さんに尋ねると、ちょっと呆あきれたような顔になってこくりと頷うなずいた。

　するとパチパチパチと、九重ここのえさんが拍手をしてくる。

「たかが人工知能といえど、人間同様の恥じらいを持つようにつくられているらしいですからね。先輩、裏技のようですが、恥じることはありませんよ。やってることは鬼畜ですが、今の勝ち筋だって手段のひとつには間違いありませんから」

「鬼畜って、褒めてるんだか貶けなしてるんだか」

「全力で褒めてますよ。そこに喜びを見み出いだせば、私の仲間入りですね」

「それはご遠慮したい。俺はＳじゃないからな」

　とりあえず、こんな感じで裏をかくのが勝つための基本となるわけか。

　今まで真面目まじめに取り組んだことはなかったが、なんとなくコツは掴つかめたような気がする。

「能力は鍛えれば強くもなりますし、新たな可能性だって見つかります。大会までの期間、先輩としてビシバシと特訓してあげますから、頑張りましょうね、先輩」

「お手柔らかに頼むよ」

「あはっ。先輩との練習、楽しみです」

　なんなんだ、その性癖が透けて見える笑みは。

「……八色やくさくん。これ」

　と、いつの間にか体操服に着替えていた柏木さんが俺の前にやってくる。

　そうして、俺になにかを手渡してきた。

　うん？　なんの紙だ？　ノートの切れ端？

　紙に書かれた文字を見る。

　そこには、『制服代＋下着代＋慰謝料』という品目と、その金額が書かれていた。金額は結構な額だ。

「ちょっと待って!?　確かに、制服を脱がせたのは俺だけどさ！　不可抗力ってやつじゃない!?」

「でも、制服が消えてしまったのは確か」

　俺の真相感覚センシス、やっぱりダメじゃないか!?

「安心してください。ＮＯＶＡは専用のスーツを着ての出場となります。いくら服を破損させても問題ありませんので」

「今問題が出てるんだけど!?」

「ＮＯＶＡで優勝すれば賞金も出ますよ。それを柏かしわ木ぎ先輩の制服と下着代にあてられては」

「じゃあ、しばらくの間わたしが立て替えておくよ～。お小遣いいっぱいもらってるから！　最悪返せなかったとしても、別のもので支払ってもらえばいいから」

「いや、真ま穂ほ姉に借りをつくるの怖いんだけど!?　別のものってなに!?」

「も～、志叙しのぶちゃんったら言わせちゃうの～？」

　もじもじと身体からだを動かす真穂姉。

　この金額、貯金を切り崩せばなんとかなるか。とりあえず真穂姉にだけは借りをつくらないようにしよう。

「よかったですね先輩。優勝を狙う動機がまたひとつ増えて」

「全然よくないんだが」

　俺は呆あきれるように返した。





　　　　◆






「せんぱ……」

　…………。

「……んぱ……そろ……おき……」

　……ん？

　朦もう朧ろうとした意識の外側。俺を呼ぶ声。起こす声。

　鉛のように重たい瞼まぶたを頑張って開けると、降り注いだ光の隙間から、美麗な少女が呆あきれるようにこちらを窺うかがっているのがわかった。

「ふぅ、やっと起きましたか。いつまで寝ているんです？　そろそろ出ないと裏門も閉まっちゃいますよ？」

「あれ……？　九重ここのえさん。俺、ひょっとして寝てたの？」

「ええ。柏木さんとの試合のあと、突然ぐっすりと。起こしては悪いと思って、そのままにしていたんです」

　そういえばあの後、不意に猛烈に眠くなって──そのままその場に崩れ落ちてしまったんだっけ。

　部屋の中を見回すが、この場には九重ここのえさんと俺しかいない。

「柏かしわ木ぎ先輩と沙さ倉くら先輩は帰りました。お二人とも用事があるらしくて」

「ってことは、今この部屋には九重さんだけか」

「はい。二人きりですよ？」

　すると九重さんは、スカートの裾を掴つかんでギリギリまで広げ、むっちりとした健康的な二本の脚を見せつけてくる。

　スカートから伸びた肌色の下には、肉に食い込むようにして履かれたハイソックスがあり、思わず手を伸ばしてずり下ろしてしまいたくなるほどに魅惑的だった。

　視線が吸いこまれそうになる──慌てて目を逸そらす。

「あら、見たいだけ見ていて大丈夫ですのに。今、この部屋には先輩と私しかいないんですよ？　お望みなら、先輩の好きなようにこのソックスを下ろしていただいても」

「俺の弱点を知っていてからかうのはやめてくれ！」

「弱点ではないでしょう。性癖です。好物です。先輩は大好きな食べもののことを、弱点と言うんですか？」

　ああもう、この子は！

　九重さんの方を見ないように気をつけながら立ち上がると、黙ってそのまま部屋を出る。

「ちょっと先輩、そんなに怒らないでください」

「怒ってはいないよ。呆あきれてはいるけど」

　誘惑してからかってくる九重さんと、そんな状況に自我を失いそうになってしまう自分に対して。

　そのまま学校の裏手にあるチャリ置き場に向かう。周囲はもう日が沈み、暗闇が落ち始めていた。

　視界上に時計を表示させて確認すると、やっぱり結構いい時間だ。

　自転車に乗ろうとすると、部屋の鍵を閉めた九重さんが慌てて追いかけてきたので、仕方なくチャリを押して歩くことにする。

「二人乗りしないんですか？」

「なに勝手に乗ろうとしてるんだ。危ないからやらない。というか、九重さんは家こっちなの？」

「はい。途中までは一緒かと。嬉うれしいですよね？」

「先週までの俺ならそうかもね」

　以前までは、九重さんは優等生の美少女ってだけの印象だったからなあ……。

　それが今では、拗こじれた性癖を持ち、相手の迷惑も顧みず、人の弱よわ味みを抉えぐって、自己都合に巻きこもうとする、強引な女の子である。

　九重ここのえ瑞みず奈な、か。

　大体、この子はどうして第二校舎に来たんだろう。

　真相感覚センシスとしての優等生、特に能力が強いとされる人間は、第一校舎に行くことが多いはずなのに。

　家系レベルで優秀。島でも優秀な九重の生まれであり、現役最強の一角ともうたわれる九重亜あ麻ま音ねの妹ともなれば、余計にだ。

「そういえば先輩、ちょこっと気になっていたんですが。私、名字が嫌いなんです。なので、できれば下の名前で呼んでいただけないかと」

「えっとじゃあ、瑞奈さん？」

「後輩相手ですし、そこは呼び捨てにしましょうよ。女慣れしてないんですね」

「なっ……そりゃ、女慣れは、してないけど！　妹以外とはろくに話もしてないし」

「でしたら、女性ばかりの同盟クランに入れてラッキーですね。夢にまで見たハーレムですよ、ハーレム！」

「もう少し普通の女の子ばかりだったらよかったんだけどな」

「先輩も変態でしょうに」

　──うぐっ。

「ほらほら、とりあえず練習しましょう。私の名前を呼んでみてください」

　…………。

「みず……」

「みず？」

「……瑞奈」

「はーい、よくできました！」

　パチパチと、九重さ──瑞奈が馬鹿にするように、わざとらしく拍手をしてくる。

「もう一度呼んでください。はい、どうぞ」

「……瑞奈」

「もう一度」

「瑞奈」

「もう一回！」

「もういいだろう!?　何回やらせるんだよ！」

「あはは。先輩、顔が真っ赤になってて面白いです」

　だって恥ずかしいじゃないか、女の子を名前で呼び捨てなんて。

　当たり前のようにやれるやつがいるけど、俺には理解できない。おそらく、俺とは生態系から違うのだと思っていた。

　馴なれ馴なれしいというか、異性との距離というか、嫌われたらどうしようとかそういう考えも含めて。

「先輩は人に嫌われるのが怖いんですよね」

　とか思っていると、ずばり瑞みず奈なが俺の心の中を当てるように言う。

「いえ、普通だと思いますよ。だから性癖を隠すし、表には出さないようにもする。そういう敏感さって、社会で生きる上で必要なことです。でも──私は、こうも思うんですよ。もっと人が生きやすい世の中を目指せないか、って」

「生きやすい世の中？」

「マイノリティーに優しい世の中です。異端とされる趣味、変態と呼ばれる性癖。先輩は、ジャッジちゃんについてどう思いますか？」

「ジャッジちゃん？　可愛かわいいと思うけど」

「可愛いですよね。アニメ的に描かれた島のＡＩ。かつては萌もえ絵と呼ばれたこともありましたが、いつの間にか私たちの生活の中では身近になっていった作風。私たちが生まれる以前、アニメというものは今よりも世間の理解を受けていなかったらしいです」

「それは知ってる。そういう時代があったって話だよな。まあ、今だってアニメ趣味が全面的に受け入れられてるとは言い難にくい気もするけど」

「その通りです。でも、寛容される可能性はある。私は……もう少しだけ、拗こじらせた人間が生きやすい世の中というものを目指したいのです」

「だから、ＮＯＶＡに出ると？」

「真相感覚センシスは人類の可能性。多数派ではないマイノリティーがその分野で結果を出したとなれば、世間の風向きも多少は変わるでしょうから。まあ、そんな大それたことはいいのです。それよりも、なによりも──」

　瑞奈の足が止まる。

　そして、こちらを見上げながら。

「姉は、そういったものに否定的なのです。世界を綺麗なもので染め上げようとする思想がある。そんな姉のいる同盟クランが昨年ＮＯＶＡで優勝しており、今年は盟主マスターとなって優勝候補。この状況の危険性がわかりますか？」

「ええっと、マイノリティーに優しくない世の中になると？　まさか、わざわざそんなこと……」

「私は姉の性格をよく知っています。彼女は真相感覚を持つ人間にクリーンなイメージを与えたがっています。汚らわしいイメージは除外していきたいのです。そのために、この島で発言力を高めていると言っても過言ではないです」

　たかだがそんなことに、そこまでするの？

　いや、俺がよくわからないだけで、亜あ麻ま音ねさんにとってはそのくらい真面目まじめなことなのかもしれないな……。

　そして当然、瑞みず奈なにとっても。

　ああ、だから瑞奈は、自分の家に反抗しているから、名字が嫌いなのか。

「アンテリナムは、そんな姉に対抗するために、私がつくった同盟クランなのです。言ったじゃないですか、先輩のような人が大事なんだって。拗こじらせてる人が欲しいんだ、って。あの同盟には、私の──そうですね、思想があるんです」

　いつものトボけた喋しやべりではなく。

　どこまでも真剣で、大真面目な瑞奈の言葉。

　普通、こういう話を口にするのって、俺たちのような年頃なら尚なお更さらのこと、多かれ少なかれ気恥ずかしさを感じてしまいそうなものだが。

　瑞奈は、一切のそんな素振りを見せず、ただ真まっ直すぐに語ってみせた。

「それがあの同盟のメンバーの意味、ね」

「ええ。私にとっては、あのメンバーでやるからこそ、意味があるんです。勝ち目があるとか、才能の話だって本当ですよ？　その上で、です」

　瑞奈は、照れることなく続ける。

「私は、姉をなんとしても止めたいんです。特殊な性癖に厳しい世の中なんて、まっぴらご免ですから」

「どうせなら、それは先に言って欲しかったが。勧誘してきた時とか。最初の方に」

「だって、これは私の個人の動機ですし。それにこんなめんどくさい話をされたら引きません？　あ、やっぱり、やる気なくしちゃいました？」

　瑞奈が心配そうに見てくる。

「逆だよ逆。それって結局、俺が求められてたってことだし、誰かのために頑張るってこともであるわけだろう？　瑞奈の事情を知ってたら、最初からもう少しは前向きに話を聞いてたかもよ」

　すると、瑞奈がきょとんとする。

　そしてくすくすと笑い始めた。

「先輩って、やっぱり変わってますね。そんな反応をされるとは思いませんでした」

「そうか？　普通だと思うんだが」

「先輩のことが本気で好きになっちゃいそうです」

「な──」

　瑞奈の顔を見ると、先ほどまでの笑みを止やめて、まっすぐにこちらを伺うように見ていた。真っ直ぐ、本当に真っ直ぐに。瞳をちょっとだけ潤ませながら。

　頬ほおもほんのりと赤く染まり、今にも告白でもしてきそうな空気。

　まさか、本気で──……。

「……ぷ、ふふ、はははははははは！」

　そこで、瑞みず奈なが爆笑する。

「おまっ、からかってたな!?」

「いや～先輩、やっぱり女の子に弱いですね。本気にしちゃうなんて！」

「ああもう、帰る。置いて帰る！　チャリに乗って帰る！　純真な男心を弄びやかって、許せない！」

「ちょっと、寂しいから置いて帰らないでください！」

　チャリに跨またがると、横から瑞奈が抱き付いてきてチャリを漕こぐのを妨害する。

　横腹にたぷんと心地良い感触を憶おぼえると同時に、そのままチャリを横転させそうになった。

「ちょ、抱き付くな！　そういうのはやめろって！」

　逆側の足でなんとか踏ん張り、瑞奈を振り払うようにしながらチャリから降りる。

　再びチャリを押して歩くことに。

「ふふん、捕まえました」

「お前なぁ。いつか勘違いした男に襲われるぞ」

「その時は逆に躾しつけてあげますから。それに、先輩以外の人にはこういうことやりませんから」

「……今度は騙だまされないぞ」

　冷ややかにそう返すと、ペロッと舌を出す瑞奈。

　まったくこの子は。この性格に何人の男が騙されてきたんだろうな。

「あ──」

「どうした？」

「先輩、あれ」

　瑞奈の視線の先には、道路に面した小さな公園があった。

　昼や夕方にくれば、デートをしている学生たちを結構見かける、ベンチと花壇以外はなにもないような公園だ。

　そんな公園で、制服姿の男女数人に取り囲まれた見知った男──いや、男の服を着た女子生徒の姿を見つける。

　二回瞬まばたきをすることで、《PRIME》から伝わる視界をズームにした。このレンズにはこういった機能もある。

「あれは、百もも瀬せさんですよね。周囲の方々は、なんだか柄が悪そうですね、不良ってところでしょうか」

「ここからじゃ状況がよくわからないし、近付いてみよう」

「え？」

　瑞みず奈なが一瞬驚いた声をあげたが、気にせず近付く。

「だからなあ、なんでＤＰを持ってこれないんだ？　上納金のノルマについてはちゃんと伝えたよなあ？　どうなっているわけなのよ悠ゆうちゃんよ？」

「だ、だから、オレはそういう活動はやれないって──」

「なんだとこらぁ。新参のくせにこらあ。やんのかてめぇこらぁ！」

　不良たちに詰められる百もも瀬せ。

　百瀬を囲んでいるのは男二人、女二人の合計四人だった。《PRIME》を通じて情報を確認する。




『名前：哀あい川かわ雅まさ人と

　クラス：第三校舎３－Ｄ　ランク：Ｂ　所属同盟クラン：我が夢む斜しや羅ら

　アクセス権限レベルは１です。過去の閲覧情報もなし。

　これ以上のデータは参照できません。』




　他三名、竹たけ内うち翔しよう太た、血ちば走しり颯かえで子こ、戦せん国ごく朱あけ美みと続き、クラスは別なものの全員同じ校舎で、同じ所属同盟だった。

　確か百瀬もあの同盟だったな。

　ということは、あいつらは同盟仲間か。仲間とはいっても、なにかトラブっているように見えるけど。

「ちょっと弱そうなやつを脅して巻き上げるだけじゃねーか。いるだろ、うちの学校じゃなくてもよ。中等部から巻き上げてきてもいいんだぜ？」

「中等部なんてもっての外だ！　そんな弱い者イジメのようなことができるわけないだろ!?」

　そう百瀬が言い返すと、周囲の四人がゲラゲラと笑い始めた。

「ぎゃはは！　弱い者イジメだあ!?　面白いことを言うな。いいか？　俺たちは人生の厳しさを教えてやってるだけだよ。弱いやつは死に、強いやつは生き延びる。まさに、えっと、なんちゃら……しょく……そう、焼き肉定食の摂理をだな！」

「雅人、弱肉強食だよ」

「オヤビン、いつの時代のミスをかましてるんですか」

　思わずつっこんだのは、朱美という名の女と、翔太という名の男だ。

　どうやら、哀川というやつが百瀬の同盟の盟主マスターらしいな。

　ボサボサの金髪に鋭い眼め、耳と鼻にはごついピアス。わかりやすく素行の悪そうな見た目である。他のやつらも似たような格好だ。

「とにかくだ！　百もも瀬せ、ノルマ未達な上に俺様に意見するとは……どうなるか、覚悟はできてんだろうなあ！　ああん？」

　雅まさ人とが拳を振り上げる。

　それを見た俺は、二人の間に飛びこもうと──「先輩は動かないでください」──瑞みず奈なに制止される。

　瑞奈の方を見ると、両目がうっすらと緑色に光っていた。

　刹那、百瀬を殴ろうと振り上げていた哀あい川かわの右手が、彼の頭上でプルプルと震えながら停止する。

　瑞奈が、すたすたと歩いて百瀬たちの前に出ると、一同が一斉に瑞奈の方を見た。

　出遅れるような形になって格かつ好こ悪いが、俺も瑞奈を追いかけるようにして一同の前に出る。

　拳を頭上に振り上げたまま、苦しそうな顔で哀川が瑞奈を睨にらんだ。

「て、てめえは一体なんだあ!?」

「か弱い男の子を集団でよってたかって、見過ごせるわけはないでしょう」

「あ、お前らは!?」

　すると、百瀬が俺の存在に気付いて声をあげる。

　そして頬ほおを、かあああっと真っ赤にさせた。

「なんだ百瀬、こいつらと知り合いか？　もしかして、俺様にどつかれるのが嫌でこっそり味方を呼びやがったな？」

「違う！　オレはこいつらとは知り合いじゃない、そっちの男にちょっとした怨うらみがあるだけだ！　てめえ、あのことを喋しやべりやがったらタダじゃおかねえからな！」

　……思ったよりも恨まれてそうだ。

　当然か、女だってバレた挙げ句、服を全部脱がされたんだからな。

「げっ、オヤビン。こいつ九重ここのえ瑞奈ですぜ」

「九重瑞奈？　って、まさか、あの……完璧な碧パーフエクト・ブルーの妹か!?」

　雅人がギョッとなって一歩退ひいた。

「姉のオマケ扱いは本意ではありませんが、その通りです。偶然通りかかったら、このような状況でしたので、つい割って入らせてもらいました。百瀬先輩のことは、以前から存じておりましたしね。うちの同盟クランにきてもらえないかと思うほどに」

「ん？　まさかっ……てめっ、あの勧誘はお前のせいだったのか……!?　そしてそこの男、ひょっとして、あの時からお前たちは連つるんでいて、オレを嵌はめやがった!?」

「待て待て、あの時は瑞奈とは他人だから。それは誤解だから！」

　いらぬ誤解が増える。

「雅人、どうするんだい？　変な邪魔が入ったけど」

「ちっ。こんな状況で百もも瀬せを詰めても仕方ないだろ。解散だ解散。おい百瀬、この話は終わってないからな。てめえの分のノルマは稼いどけよ！」

　そう言って、哀あい川かわたちが、百瀬一人を残して公園から出て行く。

　途中、哀川がこちらを振り返って、

「百瀬を同盟クランに誘ってたっつってたよなあ。てーことは、てめえらもＮＯＶＡに出るってことだな。来月開かれる予選でしっかりお返しさせてもらうから、覚悟しやがれ」

　怒りに顔を歪ゆがませながら、そう言い残した。

　なんというか、わかりやすいタイプの不良だよなあ……。

「百瀬先輩、大丈夫でしたか？」

「っ！　おまえら、どういうつもりだ！」

　百瀬が俺たち二人をキっと睨にらむ。

　確かに、この状況はよくわからない──のかもしれない。

「だそうですよ？　先輩」

「俺は眼めの前で困ってる人間を見捨てられるほど心が強くないだけだ。夢に出たら嫌だし、自己評価が低い分、これ以上自分を下げるようなことはあまりやりたくないって自衛してしまうんだよ。それに、結局助けたのは瑞みず奈なじゃないか」

「不用意に出て行った先輩がボコボコにされてしまったら嫌じゃないですか」

「おい」

　それは、俺を心配してくれてるのか、舐なめているのか。

「まあ、私の方が確実に止められると思っただけです。それに、百瀬先輩に恩を売れる機会は貴重ですから」

「なっ……!?　恩なんて感じてねえぞ、おまえらが勝手に助けただけだからな！」

　なるほど。

　瑞奈は、百瀬を同盟に勧誘していたらしいしな。もともと真ま穂ほ姉とのいざこざもそれが原因で起こっていたんだったか。

「百瀬先輩、提案があるんです。あの方たちにＤＰを要求されてるんですよね。でしたら、それを肩代わりさせてくれませんか？　こう見えて、いろんな方々にD.I.C.E.ダイスで挑戦されては返り討ちにして、ＤＰは余ってるんです」

「は……？」

「そうすれば、先輩は恐喝紛まがいのことをやらずに済みますよね？　助かると思うのですが」

　百瀬が「なっ」と口を開き、そのままあんぐりと開けっぱなしになる。

　そりゃそうだろう、俺も瑞奈がどうしてそんな提案をしているのか、意味がわからない。

「代わりに、もし予選であなたたちが敗退したら、私の同盟に入ってください。大会中だけでもいいんです」

「はあああっ!?」

　ＮＯＶＡには予選で敗退した同盟クランの生徒の、別同盟への再編入が認められている。

　教育や研究といった目的も強い大会だから、様々な能力の発展の可能性を考えて、再チャレンジもできるようになっているとかなんとか。

　なるほど、瑞みず奈なは百もも瀬せが欲しい。

　だが彼女は既に同盟に入っている。

　でも、敗退した後であれば、大会中協力してもらうことは可能というわけか。

「あなたの同盟が負けなければいいだけの話ですから。それだけであなたはノルマを達成できる。悪い話だとは思いませんが」

「…………」

　百瀬が押し黙る。

　確かに、彼女がどうしてあんな不良同盟にいるのかわからないが、恐喝紛まがいのことはやりたくなさそうだったし、瑞奈に援助してもらえるなら助かるはずだ。

「それとも、怖いんですか？　私たちの同盟が勝ち上がって、自分たちは負ける。そんな惨めな状況が」

「くっ、なんだと!?　そんなことになるわけがないだろ！」

　百瀬が、しばらく考えこむ。

　売り言葉に買い言葉とはいかず、瑞奈の発言がどの程度自分に利があるのか、思案しているといったところだろう。

「ちっ、わかった。そこまで言うなら飲もうじゃないか。その条件をな」

「くすっ、交渉成立ですね。で、いくら渡せばいいんです？」

　瑞奈が視界上のアイコンやらを操作して、百瀬にＤＰの譲渡を行う。

　それが終わると、百瀬は手を振ることもなく、公園から出て行った。

「先輩よりも単純で助かります。これで、新しい同盟員クランをゲットですね」

「まだゲットしたわけじゃないだろ。予選を勝ち抜かなきゃいけないんだぞ。というかいいのか？　予選は四人で挑むことになるが」

「今から新しい人を探すのは難しいですし。それに、百瀬先輩も、私の同盟に来て欲しい人でしたから」

「つまりそれって……あいつも拗こじらせた性癖があるってこと？」

「ええ。推測ですが、百瀬先輩は露出狂です」

　……は？

「本当の自分を知ってもらいたくて仕方がない。他人に自分の肌を見てもらいたくてたまらない。そういう気持ちが裏返って、男装趣味に走らせているのでしょう」

「ごめん、全然わからない。どうしてそうなる」

「本当の自分を認めたくないが故ですよ。弱い自分を他人に晒さらしたくない。絶対に認めたくない。見せるわけにはいかない。そういった強迫観念が、百もも瀬せ先輩を男らしくありたいという拗こじらせた行動に走らせているのです」

「わかんねえ。全然わかんねえよ。そもそも百瀬と戦った時、俺に脱がされて恥ずかしがってたじゃないか。あれはどうなるんだ」

「それは男を装ってたことがバレたのが嫌だったのでしょう。現に先ほどの百瀬先輩、裸を見た異性である先輩を前に、怒る様子はあっても恥じらう様子というのはなかったでしょう？　平然としていました」

「そういえばそうだが……」

「バランスを取りたいんですよ。彼女の中で、自分が普通であると納得するため、極端な行動に出ているのです」

　そこまで言われて、なんとなく理解する。

　俺も自分を普通だと言い聞かせてみたり、日頃性癖を隠している反動のように家でバナナを剥むき続けたりして、心の安寧を計ろうとするが──。

　あいつの男装も、それと同じようなものというわけか。

「しかし、どうして露出狂だってわかったんだ？　俺の趣味がわかったのは、柏かしわ木ぎが一緒のクラスにいたから観察してたってことで納得してるけど」

「沙さ倉くら先輩の真相感覚センシスです。百瀬先輩のことを知ったのは偶然だったんですけどね。何度か街中で、沙倉先輩に力を使わせて仲間を探すということをやっていたんですよ。敏感になって、同族の気配を探すという」

「そんなんで見つかったのかよ」

　凄すごいな、感度三千倍。

「それに、いろいろ調べたんですけど、百瀬先輩って過去にこの島で起こったテロに巻きこまれて両親を亡くしているらしいんですよね。強くありたいって想おもいも拗らせて、あんな風になっちゃったのではないでしょうか」

　南みな美みの過去に対する、俺の感情のようなものか……。

　それで、あんな同盟クランに入るなんていうのは、やっぱりちょっと理解できないけど。

　だったら、瑞みず奈なが言うように、彼女をあの同盟から引き剥はがして、アンテリナムに勧誘するというのは悪いことではないのかもしれないな。

　なんだろう、彼女がもっと自分のままでいられるような、そんな形を提案できれば悪くないというか。

「では、私たちも帰ることにしましょうか。新しい目標もできましたし、また明日から頑張りましょうね。先輩」





　　　　◆






　アンテリナムに入って、はや二週間。

　俺たちは、ＮＯＶＡに向けて、大会で勝ち抜くための特訓をしていた。

　D.I.C.E.ダイスを使った実技はもちろんだが、それとはべつにジョギングや筋トレなどの運動メニューも行う。

　ＮＯＶＡは身体能力も試され、場合によっては相手の真相感覚センシスを用いた攻撃的な妨害に立ち向かうことになるし、拳を使った肉体戦なども繰り広げることになる。

　そういった意味でも俺は不利だった。

　瑞みず奈なや真ま穂ほ姉、それに柏かしわ木ぎなどはもちろん、他の同盟クランのメンバーは普段から大会を目指して体力作りを行っていたわけだが、俺はバイトをやっていただけである。

　付け焼き刃だが、慌てて身体からだを鍛える必要があった。

「ほら、先輩、なにサボってるんですか。まだ10回しか終わってないですよ。ほら、ほら」

　放課後の部室にて。

　背中の上の瑞奈が、挑発的な声で煽あおってくる。

「ぐぐっ……あの……なあ、人を乗せて腕立てなんて、そんなこと運動部でもないのにそう簡単にできるわけないだろ」

「かわいい後輩のお尻の感触を感じられるんです。むしろトレーニングが加速して捗はかどってもおかしくはないのでは？」

「気持ちで筋肉が補えるかよ！」

　確かに、女の子のお尻が背中にくっついてるという状況は嬉うれしいけどさ！

「はいはい、次のセットはじめますよ。いーち、にー、さーん……」

「ぐぬっ、ぬぅ、くっ……んぐううう！」

「ほらほら、もっとはやく腰を動かしてください。はやくはやく」

「ぐっ、ぬぐっ、んぐぅ──ぐほっ」

　とうとう限界に達して、思わず床に崩れ落ちた。

「はああああああ、先輩はやっぱりだらしないですねえ。男の子なんですからもっとしっかりしないと」

「それって性差別だぞ」

「昔はこういう言い方よくしたそうですよ？　私は自由に物を言っていきたいので」

　俺を尻に敷いたまま、ふふんと笑う瑞奈。

　それを見ていた真穂姉と柏木さんが、次々に口を開いた。

「あ～、いいな志叙しのぶちゃん。わたしも志叙ちゃんに踏みつけて欲しい」

「瑞奈が後ろから八色やくさくんを攻める。そういうのもありかもしれない」

「踏みつけられてるのは俺なんだが。そして柏かしわ木ぎは変なことを言わない」

「ＮＯＶＡの予選は全部で五回に分けて行われますが、そのうちの一回で予選を突破できるのは上位たったの三同盟クランです。私たちは、このうちのひとつに入らなければなりません。もっと、先輩には強くなってもらわないと」

　もちろん、筋力だけでなく競技への対策も練っていた。

　ルーデンスで種目ジヤンルとして登録されている競技、そして過去のＮＯＶＡで使われた種目とその傾向を学んで当日に備える。

　授業は相変わらずサボっていたけど、これは瑞みず奈なの意見だ。

『どうせなら先輩はそのまま授業で能力を使わないでください』

『どうして？』

『次の予選、私たちは一人人数が少ないという不利ハンデがあります。そこで、少しでも有利な要素を稼いでおきたいのです。先輩の能力を知られていないという状況は、そこで武器になります』

　というわけで、俺は学校では能力を伏せたまま、ＮＯＶＡ当日を目指すということになったわけだ。

　でも確かに、実際D.I.C.E.ダイスをやっていてわかるが、相手に真相感覚センシスを知らせずに戦えるというのは相当な優位である。

　能力を伏せて出場することも、特に禁じられていないみたいだし。

「というわけで、いつまでもくたばってないで、次行きますよ先輩。ほら、頑張って。ぺしぺしっ」

「尻を叩たたくな！」

「じゃあ揉もんであげましょうか。うりうり」

「あっ、ちょっ、やめ──ちょ、こらっ！」

　慌てて立ち上がり尻を隠す。

「ほら～、立ち上がる元気あるじゃないですか」

「お前が無む理り矢や理り立ち上がらせたんだよ！」

「先輩ってやっぱりかわいいですね。うちで飼いたくなっちゃいます」

「ダメだよ瑞奈ちゃん。志叙しのぶちゃんに飼われるのはわたしなんだから～！」

　……毎日こんな感じだが、そろそろ馴な染じんできてしまった自分がつらい。

「あ、そうだ、先輩。今日は試しておきたい特訓があるんでした！」

「試しておきたい特訓？」

「先輩は、その椅子の前に座ってもらえますか。正座でも胡座あぐらでも、お好きなように。沙さ倉くら先輩と柏木先輩は、私の横に並んで先輩の方を向いてください」

　瑞奈に言われるようにして、三人が俺の前に横並びになる。

　なにをしようというのだろう……。

「で、その椅子に向かって、ここから足を伸ばしてください。できるだけ膝を上げて、はいそうそう、太ふと股ももとハイソックスが志叙しのぶ先輩によく見えるように」

　一瞬尻肉が見えそうなほどまでにグイと上げられ、椅子を台のようにして乗せる形で突き出されたのは、三人の足だった。

　スカートは内側に捲めくれ、三人それぞれの健康的な太股が露あらわになる。

　大、中、小。一番肉付きがよいのは瑞みず奈なで、その次が真ま穂ほ姉、そしてスリムな柏かしわ木ぎさんと言った具合だ。

　三人とも、ふくらはぎに食い込ませるようにして、学校指定の黒いハイソックスを履いていた。

　──っ!?

　思わず、無意識のうちに手を伸ばしそうになってしまって止める。

「な、なんのつもりだ！　いきなりこんなもの見せてきて！」

「失礼な言い方ですね。特訓ですよ。先輩が己をコントロールするための」

「己を……コントロール……!?」

「そうです。先輩は自分を理性で抑え付けているつもりかもしれないですが、むしろ逆です。抑え付ける自信がないから、自身の性癖から目を背ける。自身を誘惑するものから、必死に目を逸そらして生きようとする。違いますか？」

「それは仕方がないだろ。性欲をコントロールするための俺なりの生き方だ」

　毎日ハイソックスなんて見て生きていたら、あっと言う間に警察のお世話になってしまうに決まっている。

「だから、それがコントロールできてない証拠なんです。本当に自分を制御できてるなら、ハイソックスから目を背けずに生きていけるはず。つまり先輩は、まだまだ未熟なんですよ。この二人を見てください」

　瑞奈が、真穂姉と柏木さんの方を手で指す。

「二人とも、普段は普通に生活してます。性癖を刺激するようなものが近くにあっても、決して表に出すこともなく、平然と受け流すことができているのです」

「そ、そうか？」

　真穂姉にはいきなり迫られたし、柏木さんには何度も意味のわからない質問をされているんだけど……。

「でも、それが俺の能力とどんな関係があるんだ？」

「以前も言いましたよね、真相感覚センシスは欲求が源泉になっていて、そして欲求は押し隠すほど強くなる。要するに、欲を肥大化させれば能力は強くなるし、欲求をコントロールできるようになれば真相感覚の力も自在に操れるようになるというわけです」














　瑞みず奈なが、右手で自分の右足のハイソックスを摘つまむ。

　そのまま僅かに下にスライドさせ、その瞬間に真相感覚センシスを発動──すると、ずるずるとソックスが捲めくれて足首のあたりまで下りた。

　あまりにも綺き麗れいなソックスの脱げ具合に思わず魅入っていると、瑞奈が手でソックスを引き上げる。

「こんな風に。器用なものでしょう？」

「俺の力も、そのくらいコントロールができるようになると？」

「私だけじゃありません、沙さ倉くら先輩だって応用して色んなことができてます。柏かしわ木ぎ先輩もです。先輩には、これからどんどん、脱がしの可能性を見つけて、応用力を身に付けていって欲しいのですよ。だから」

　瑞奈は足を上げると、俺の鼻先にそれを伸ばして先端を突きつけてきた。

　スカートの中が見えそうになり、そちらにも目を向けそうになる。

　パンツ、ハイソックス、人の心を侵しん蝕しよくする悪魔のような二段構え。

「この訓練は有用なのです。先輩、目を逸そらさないでください」

　本当にか？

　疑わしくはあるが、瑞奈は能力者として格上だし、なにより同盟クランの盟主マスターという名のリーダーだ。大人しく従う他ない。

「どうかな、志叙しのぶちゃん。脱がしたい？　叩たたきたい？　太ふと股ももやふくらはぎって、叩くといい音するよね～」

　真ま穂ほ姉が、色っぽく腰をくねらせながら言ってくる。

　脱がしたいがべつに叩きたくはないというのが本音だ。

　というか真穂姉が叩かれたいだけだろう。

「……ペロペロしたい？」

「柏木の質問もマニアックだな。足をペロペロしたいやつなんているのか？」

「……いっぱいいるらしい」

　マジか。

　どうやら、この世には俺の理解にも及ばない変態がたくさんいるらしい。

　俺も理解されないんだろうが。

「ふふふ。先輩、脱がしたくなってきたでしょう。でも、ダメですよ。ちゃんと我慢しなきゃ。ほらほら、また目を逸らそうとしてる。しっかり見て」

「くっ──」

　こんな状況、いったいいつまで耐えられるのだか。

　まさに生殺し。いや、生足にしたい殺しだ。

「ぬっ、ぬおおおおおおお……」

　我慢のしすぎで変な声が漏れてしまう。

　落ち着け、こういう時は頭の中でバナナの皮を剥むくんだ。

　バナナが一本、バナナが二本、バナナが三本……。

　ハイソックスが一本、太ふと股ももが二本、ふくらはぎが三本。

　…………。

　……。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　理性の限界を感じた時、俺は既に立ち上がろうとしていた。眼めの前のハイソックスを脱がせるためにである。

「お座り」

　すかさず瑞みず奈なが力を使う。

「──ぎゃんっ！」

　立ち上がろうとして床につけた両手が縛られるようになり、そのまま体勢を崩して仰あお向むけに転がってしまった。

「先輩が床を押そうとした力の向きを固定しました。人は素早く立ち上がろうとする時、無意識になにかを押そうとする癖がありますからね。これが、応用力です。それにしても先輩、折れるのがはやすぎでしょう」

「あれだけ誘惑されたらこうなるに決まってるだろ！」

「はあ、いかに先輩が生のハイソックスから逃げ回ってきたのか、よくわかりましたね。いいでしょう、今日からビシバシと先輩の理性を鍛えてあげます。覚悟してください。名付けて、ハイソックストレーニング」

　まんまじゃないですか。

　しかしこれを、これから毎日続けると？　おかしくなってしまう。

「頑張ってね、志叙しのぶちゃん」

「……八色やくさくん、ふぁいと」

　天国、いや、地獄だ……。

　終わる頃に廃人になってないことを祈りながら、俺は再びハイソックスに囲まれる特訓をはじめることにした。





　　　　◆






「そうか、二週間後にこの島にくるのか。お疲れ様だったな」

「うん。まだ病院での検査とか、転入手続きとか、引っ越しの準備とかも色々あるしね。こっちの学校の友達ともお別れ会しなくちゃ」

　南みな美みとの電話。

　とうとう、この島への引っ越しが決まったらしく、そのことを伝えられる。

　しかし二週間後ということは、ＮＯＶＡの予選が終わったあとか。

　タイミング的には忙せわしなさもなくて、ちょうどいいのかもしれない。

「その、えっと、あの──」

「あ、大丈夫だよ。パンツとは上う手まく付き合えてるから！　ちゃんと外にも出られるようになった！　パンツをはさみで切り刻んで持ち歩いてるの。それで、きつくなったらスーハーって、鼻に布を当てて吸ってる」

「それはそれでやばくないか!?　警察に声掛けられたりしてない!?　大丈夫!?」

　俺のパンツは危ない薬かなにかだろうか。

　というか、持ち歩くだけじゃなくて嗅ぐ必要もあったの？

「おにぃ、それはそうと……」

「なんだ？」

「……その、なんで俺のパンツなんだよとか、つっこまないわけ？」

「ばっ──」

　言葉に詰まる。

　どうして南美は自分から地雷につっこんでくるんだ？

　その話は、触れないようにしていたのに。

「違うの！　変な意味はないの！」

　なんか勝手に慌てて誤ご魔ま化かそうとしているし。

　いや、俺はどう反応すればいいんだよ。

「あ、あのね、きっと安心感なんだと思うってお医者さんに言われた！」

「安心感？」

　医者に言われたってことは、どうして俺のパンツを吸うようになったのか、その理由ということだろうか。

　でも、安心感ってどういうことだよ。

「ずっと昔さ、お父さんとお母さんがいなくなった後に、おにぃにずっと抱き付いてたことがあったじゃない？」

「あったな。お前が泣なき止やまなかったから」

「その時のことが、心のどこかに残ってるんじゃないかって。真相感覚センシスに目覚めたら、そういう心の奥のものが表に出てきちゃうことがあるらしくって」

　両親がいなくなったあと、ずっと情緒不安定だったからなあ。

　それで、その時のことが心の奥に残っていて、真相感覚の覚醒を機に表面化したと。

　……いや、だからってパンツを吸うのはわからないが。

　なんでパンツなんだよ。

「と、とにかく、そういうことだから！　変なことはないから！」

「あ、ああ。そうだな、変なことないよな！」

　状況自体が変だろうとつっこみたいが、スルーしておく。

　ああ、でもそうか、話しづらい状況になっていたことを払拭するため、自分から地雷につっこんでくれたのか。

　兄の俺が気が回ってないのに、できた妹である。

　…………。

　そういえば、南みな美みにはＮＯＶＡに出ることを伝えた方がいいのだろうか。

　南美はあの力を人前で使うのを嫌がってたし、なにより動機が南美というのも、素直に答えて責任を感じさせたくもない。

「あのさ、南美──」

「うん？」

　でも、やっぱり今は黙っておく方がいいのかな。

　出場した理由については、適当に言い訳を考えておこう。瑞みず奈なや真ま穂ほ姉にも、口裏を合わせてもらった方がいいかもしれないし。

「いや、ごめん、なんでもない」

　うん、黙っておこう。

　そちらの方が、南美にも余計な心配をかけないで済む。

「ああ、そっか。おにぃ、ＮＯＶＡに出るのか」

「……へ？」

　思わず間の抜けた声をあげる。

「驚いた？　これがあたしの真相感覚センシス。話している相手の心の声を読み取る力だよ」

「なっ、えっ──!?」

「おにぃ、あたしの能力について聞かなかったよね。凄すごいでしょ」

　いや、まさか──。

　目覚める能力は本人の精神性を変質させる。そして南美は俺のパンツを持ち歩かなければならないという妙な副作用を拗こじらせてしまっているわけだ。

　そんな相手に、当然俺の方からどんな能力なのかなどという質問はしづらかったわけで、あえてこれまで触れてなかったのだが。

「ごめんね、おにぃがなにか言いづらそうにしてたから……つい。能力についても、教えるタイミングを逃しちゃってて。いつか話そうと思ってたんだけど……」

「そうか、南美はそんな能力が……」

　だが、シンプルに凄い真相感覚である。

　上う手まく使えば、学園でかなり上位のランクに行けそうな能力だ。

「しかしバレてしまったか。というわけで、ＮＯＶＡに出ることになった。お前のために、いろいろあってな。まあ、頑張ってくるから」

「むぅ……あたしのためにって、細かい事情は聞かないよ？　でも、べつに頼んだ覚えはないんだけどなぁ。それに、あのセクハラ能力。あんなもの人前で使ったら、非難の的だよ？　出場するのを止めることはできないけど、いろいろと気をつけてね」

「覚悟はしてる。だから南みな美み、これは本戦進出が決まったら言おうとしていた言葉だが、大会に出る前に言っておきたいことがある」

「なに？」

「もし俺が社会的に死んだら、その時は堂々と兄妹きようだいの縁を切ってくれ」

「ばっかじゃないの」

　真面目まじめに言ったのに一蹴される。

　南美に迷惑をかけないようにと考えての言葉だったのに。

「べつに、おにぃに迷惑かけられる分には構わないし、あたしだっておにぃに迷惑かけてるし？　とにかく、精々頑張ってね。その、応援してるから」

「お、おう。頑張る」

「んじゃ、長くなってきたしそろそろ切るね。優勝、期待してるから。おやすみ」

　電話が切れる。

　結局、南美にも出場がバレてしまったが、いつまでも隠せるものでもなかったし仕方がないか。ちょうどいいタイミングだったと思おう。

　それにしても、意外に怒られることはなかったな。南美、あの能力をめちゃくちゃ嫌がってた記憶があるんだが。

　絶対に外で使うなと、釘くぎを刺してきたのも南美なのに。

　まあ、許してもらえたのならいいのか。




「許すしかないじゃん、馬鹿おにぃ」

　夜中の南美の部屋。

　ベッドに仰あお向むけになった南美は、あと二週間ほどで出て行く自室の天井を眺めながら、電話を切ってそう呟つぶやいた。

　べつに、自分が恥ずかしいわけじゃない。

　子供の頃、周囲に馬鹿にされた時もそうだった。

　南美にとって、志叙しのぶが周囲に変な目で見られて、馬鹿にされるのが嫌なのである。

　今回のＮＯＶＡだって、自分のせいで志叙の能力が周囲に知れ渡り、非難されるような流れになったら……そう考えると、胸のうちがモヤモヤして仕方がなかった。

「ばーか……」

　だが、南みな美みには応援することしかできない。

　志叙しのぶが自分のために頑張ってしまうタイプなのはわかっていた。

「また迷惑かけちゃったなあ」

　後悔しつつも、今の自分には応援することくらいしかできない。

　はぁと大きく溜ため息いきをひとつついた後に、こう続けた。

「頑張ってね、おにぃ」





　　　　◆






「はあ、今日も客が多かった。八色やくさくんがいる日で助かったよ。私一人だとどうなってたことやら」

「たまにドカッと人が入りますからね。今のはどこかの同盟クランだったみたいですが。ひとつならともかく、ふたつもってなると大変ですよね」

　ＮＯＶＡの練習帰りかなにかだったのだろう。

　五人組の学生客が二組もきて、バイト先である[image: ]ほう莱らい軒けんを混乱させたのは、つい今しがたのことである。

「そんで、八色くんの方はＮＯＶＡの練習は上う手まくいってるのかい？」

　洗い物をしながら、魔ま美み々みさんが聞いてきた。

「まあまあって感じですね。よくわからない練習とかもしてますけど」

「いいじゃん。アンタさー、あまり学生らしいことしてなかったからさ、心配してたんだよ」

「そうっすかね。普通に暮らして、普通に卒業できればそれでもよかったんですが」

　確かに、ＮＯＶＡに出ることに憧れてなかったというわけではないけど。

　というより、見切っていた自分の力に、俺も知らない可能性があると聞かされて、ワクワクしてないわけではないけど。

　思えば俺は、真相感覚センシスに目覚めてからというもの、ずっと自分を肯定できずにいたのかもしれない。

　しかし最近は、瑞みず奈なとの出会いによって、それがどことなく変わりつつあるのを感じていた。

　──ガラガラガラ。

　店のドアが開き、制服をきた男子生徒が入ってくる。

　童顔で低身長、それでいてどこかキザったらしい雰囲気のある顔付きだ。

　胸元にはスペードの校章が入っていた。第一校舎の人間であることがわかる。

「ラーメン硬麺めん、それと餃ぎよう子ざ」

「あいよ」

　魔ま美み々みさんがメニューをつくりはじめる。

　俺はそれを横目に見ながら、先ほどの団体客の片付けと洗い物を進める。

　客の相手は魔美々さん一人で余裕だろう。こういうのも、長く勤めていると阿あ吽うんの呼吸でできるようになっていた。

　それにしても。

　なんだろうこの客、チラチラとこっちを窺うかがっているような。

　気になるので《PRIME》で情報を調べてみる。




『名前：笹ささ田だ良りよう平へい

　クラス：第一校舎３－Ｃ　ランク：Ａ　所属同盟クラン：希望いづる碧エステル・ブルー

　アクセス権限レベルは１です。過去の閲覧情報もなし。

　これ以上のデータは参照できません。』




　男の名前に心当たりはないが、所属同盟の方にはあった。

　希望いづる碧。

　瑞みず奈なの姉がいる同盟であり、去年のＮＯＶＡ優勝同盟である。

「そんなに俺のことが気になる？」

　逆に尋ねられる。

「いえ、こっちを見られてたので、もしかして知り合いだったのかなと。すみません、名前だけ調べさせてもらいました」

「俺は君のことが気になるんだよね。九重ここのえ瑞奈のつくった同盟アンテリナムに所属している、八色やくさ志叙しのぶくん」

「……！」

　俺の名前や所属同盟は、あっちも《PRIME》を使えば一発でわかることだ。

　だが、所属同盟の盟主マスターが誰であるかまではわからない。

　瑞奈がつくったとはいえ、アンテリナムは決して有名な同盟ではない。

　もしかしたら瑞奈の姉を通じて話を聞いたのかもしれないが、それにしてもわざわざ俺の名前とそのことをここで告げるあたり、ただ偶然知っていたから口にしてみた、ってだけの様子には見えなかった。

「俺になにか用事でも──」「はい、ラーメンお待ち。餃子はもう少し待ってね」

　俺の言葉が魔美々さんに遮られる。

　笹田先輩はラーメンの丼を受け取ると、箸を割って麺を啜すすりはじめた。

　ジッと見てると食べづらいだろうし、とりあえずまた食事が終わったあとにでも話しかければいいか。

「なあ」

　と、洗い物を進めようとしていると、笹ささ田だ先輩が箸を止めて話しかけてきた。

「なんでしょう」

「妹は元気か？」

「……!?」

　なんで、俺に妹がいることを知ってるんだ!?

　誰かから聞いた？　それともこの店で俺と魔ま美み々みさんが話したのを聞いたことがある？　いやでも、この先輩は俺がバイトに入ってる日にくるのは初めてのはず。

「どうして妹のこと──」「餃ぎよう子ざお待ち」

　俺の言葉を魔美々さんが遮る。

　笹田先輩が餃子の皿を受け取った。

「なによ、そんな怖い顔しないでよ八色やくさくん」

「いや、タイミング悪すぎるでしょ」

「バイト中に勝手に客と話し出す方が悪い。麺めんは伸びるし餃子は冷める」

　それはそうですが。まったくの正論ですが。

「あはは、面白いなこの店」

「いや、先輩が話しかけてくるタイミングのせいでこうなったんですが。んで、なんですか？　どうして俺の妹のことを知ってるんです？」

「ちょっと事情があって、な。まあ、知っているのは妹のことだけじゃないぜ？　たとえば、おまえの両親の行方について、とか」

「えっ──!?」

　俺の両親の行方について？

　十年前にいなくなったらしい、俺の両親。

　失踪するような人間ではなかったというし、なにかの事故に巻きこまれたのではないかとか、そういう説明を祖父母には受けていたけど。

　その両親について、この先輩が知っている!?　どうして!?

「ごちそうさん。お代は置いていくぜ」

「あいよ。ありがとうございました」

　魔美々さんが辞儀をする。

　なんか真面目まじめっぽい話をしている俺を前にしても、動じずに丁寧な接客をできるあたりに、客商売をやる人間として満点をあげたい。

「ＮＯＶＡを勝ち上がってきな。俺たちに勝ったら教えてやる。俺が知ってる、お前の知りたい情報の全部をな」

「それって、どういう──」

　俺の言葉を聞かず、笹ささ田だ先輩が店から出て行く。

　一瞬追いかけようか悩んだが、あの様子だと問い詰めたところでなにも教えてはくれないだろう。

　いや本当に、いったいなんだっていうんだ。

　あの先輩がいったいなにを──。

「まあ、よかったじゃないか。八色やくさくんはＮＯＶＡで優勝するんだろう？　こういうのは、あれだ。一石二鳥ってやつだよ。やることは変わらないわけだし」

「確かに、勝つつもりで大会には出るんですが──」

　なんだって、次から次に大会で勝たなきゃいけない理由が、舞い込んでくるのだろう。

　まるで、誰かに仕組まれているかのような。

　誰かなんかではない、もっと大きな力、安っぽい表現でいうところの運命というやつに、吸い寄せられているような……。

「苦手なんだよな、運命とか、そういうの」

　そうして、ＮＯＶＡ予選当日がやってきた。





■第三章　ＨＹＰＥＲオニゴッコin渋しぶ谷や２０１９










　島にある四つの校舎の中心点、四方を川に囲まれた島の中央部に、第四区画《遊戯盤ゲームボード》と呼ばれる場所が存在する。

　半径５００メートルの円形、その広大な面積に広がるのは一面の芝生と四季折々の木々や花々で、一見まるで巨大な公園のようでもあるが、この自然物はすべて本物ではなく、ただのホログラフだ。

　ある時は公園となり、またある時は各校舎の学生たちが共同利用するグラウンドとなり、またある時は集会場となり、またある時はD.I.C.E.ダイスを行う時のための巨大なバトルフィールドとなる。それがこの区画だった。

「ふあぁ……」

　区画の入口から中心部近くへと移動できるバスを降りてすぐ、緊張感なく欠伸あくびをしたのは柏かしわ木ぎだった。

「愛あいちゃん、さっきから眠たそうだね。ちゃんと寝たの～？」

「……昨日は夜更かししてゲームしてた。追いかけているシリーズ、待望の新作。よって、多忙につき睡眠時間が心許ない」

「おいおい、今日はＮＯＶＡの予選日だぞ。そんなんで大丈夫なのか」

「愛あいにとって、この大会と同じくらいゲームも大事だから」

　いつものように、「ぐっ」と指を押し出してくる柏かしわ木ぎさん。

　相変わらずよくわからないが、ゲームも大事だったら仕方ないのかもしれない。価値観は人それぞれだからな。

「まあ、緊張していても仕方ないですし、柏木先輩はやる時はやるタイプなので大丈夫ですよ。ゆるく行きましょう。ほら、先輩も、リラックスして」

「別に俺は緊張なんてしてないんだが」

「手と足が一緒に出ていますよ？」

「おいおい、今時そんなことをするやつ──」

　──マジだった。無自覚に手と足が一緒に出ていた。

「先輩って緊張しやすいタイプなんですね。そういうところもまたかわいいですが」

「俺がこんなにわかりやすいタイプだったなんてショックなんだが」

「そうだ、緊張を解ほぐすマッサージをしてあげましょうか。ちょっとだけジッとしていてください」

「緊張を解すマッサージ？」

　瑞みず奈ながこちらに向き直り、一歩近付いてきた。

　そして、俺の胸部のてっぺんの尖とがりを、ピンと摘つまむ。

「～っ!?　ちょ、な、なにをするんだ!?」

　思わず反射的に、胸元を守るようにしながら後あと退ずさる。

「いい声で鳴きますねえ。どうです？　緊張解れました？　それとも硬くなっちゃいました？」

「硬くなんてならないし鳴いてなんてもいない。変な言い方はやめてくれ」

　くすくすと笑う瑞奈。

「むー、瑞奈ちゃん、あまり志叙しのぶちゃんを苛いじめちゃダメだよ」

「そうだ。真ま穂ほ姉もたまにはマトモなことを言う」

「そっちに染められたらわたしが困っちゃうもん。志叙ちゃんにはＭではなくＳになってもらって、わたしを攻めてくれるようになってもらわなきゃなんだから～」

　全然マトモじゃないし。

　それにしても、瑞奈に加えて真穂姉まで、本当にマイペースな面々だ。

　俺ももっと心を鍛えろってことなんだろうな。ハイソックスを眼めの前にぶら下げられても、動じないくらいに。

「あれ、八色やくさじゃないか」

　と、突然誰かに呼びかけられる。

　声のした方を向くと、陽気そうな茶髪がこちらを見ながら驚いていた。

　同じクラスの竹たけ林ばやしだ。

　どうやら、違う方角から出ているバスに乗ってやってきたらしい。

「それに柏かしわ木ぎに……九重ここのえ瑞みず奈な……!?」

「八色やくさ先輩のクラスメイトですか？　はじめまして、九重瑞奈と申します」

「八色さー、お前、九重さんとは大して仲良くもないし関わりもないって言ってなかったか～？　嘘うそついてたのかよ」

「違う。あの時は大して絡みもないし仲良くもないはずだったんだ。いろいろあって、同じ同盟クランでＮＯＶＡに出ることになっちゃったけどさ」

「なんだよ、同盟に誘ってもらおうと思ったのに、自分はちゃっかり取り入って一緒なんて。ずりーじゃねーか。大体、お前ってどんな力が使えるわけ？　授業いつもサボってたくせによ。この日のためだったりするのか？」

「使いたくない事情があったんだよ」

　出場を決めてから隠していたのは本当だけど。

「柏木までよ～、この同盟のこと、俺に教えてくれたってよくない？」

「……言う必要はなかったから」

「おいおい。雑な扱いすぎませんか～」

　まあ、優秀な能力者、しかも美人で有名な瑞奈と同じ同盟なのを、羨む気持ちはわからないでもない。瑞奈の性格を知らなければ。

「んー、竹林くんさあ。もしかしてうちの同盟はご不満だったのかな？」

「うげっ、鷹たか村むら先輩、いつの間に……。ち、ちーっす」

　赤毛のふんわりとしたボブヘアー、穏やかな笑みを浮かべる優しそうな女子生徒の胸ポケットには、俺や竹林と同じくハートのマークが描かれていた。

「竹林くんと同じ同盟、rAngerレンジヤーの盟主マスターをやっています鷹村美み紀きです」

「えっと、八色志叙しのぶです。こっちがうちの盟主の、九重瑞奈」

「アンテリナムの九重瑞奈です。今この場にいるってことは、同じブロックみたいですね。今日はよろしくお願いします、罠わな使いの先輩」

「ふふっ、こんな木っ端同盟の真相感覚センシスについてまで調べてくれているなんて光栄だね。今日はよろしくお願いするよ」

　辞儀を交わし合う二人。

　しかし、ここにいるということは、竹林たちも同じブロックなのか。

　ＮＯＶＡの予選は全５ブロックに分けて行われるが、俺たちが今日参加しているのはそのうちのひとつである。

「それにしても、rAngerレンジヤーの方々も制服なんですね」

　瑞みず奈なが尋ねる。

「あー、どんな格好にすればいいのかわからなくてね。出場自体が初めてだし、みんなコスプレみたいな格好して出てるけど、ボクはああいうの気恥ずかしいっていうかさ～」

「私たちは案がまとまらず、とりあえず制服を選びました」

「まあまあ、俺から言わせてもらえばですね、《PRIME》の機能を遮断して、素のままで見るアトラクションスーツが一番エロいのは間違いないし、いっそのことデータで着飾るなんて風潮をやめてですね──ぶほぉっ！　鷹たか村むら先輩、なにも殴らなくても！」

「竹たけ林ばやしは調子に乗らない。ほらほら、セクハラみたいなこと言って相手チームに迷惑かけてたら、妨害行為で訴えられちゃうよ。では、アンテリナムの皆さん、またあとで」

　ペコリと辞儀をして、鷹村先輩が竹林をつれて会場の奥へと向かう。

「ああいう関係もいいですね。やっぱり尻に敷くなら年上の方が貫かん禄ろくもあります。先輩、私と歳としを入れ替えませんか？」

「できるかよ。そもそも、どうして俺がお前の尻に敷かれることになっているんだ」

「敷かれたくないんですか？　私のお尻ですよ？」

　そりゃ男として瑞奈のクッションになりたい気持ちがないわけではないが、その問いに首肯できるほどプライドがないわけではない。

「まあ、衣装に関してはまたなにかないか話し合いましょう」

「アトラクションスーツの見た目なあ。俺はなんでもいいけどな」

　アトラクションスーツ。特殊な素材でつくられた全身密着型のスーツで、耐刃性、耐震性、耐衝撃性、耐熱性……etcといった、危険性のともなうD.I.C.E.ダイスを行うことを用途につくられたものである。

　見た目はほぼラバースーツのようなもので、そのままだとボディラインがはっきりと浮き上がる恥ずかしいものになってしまうのだが、そこで使うのがＭＲコスチュームの機能である。

　授業では指定された体操着が決まっているが、ＮＯＶＡ大会ではモラルに反しないものであれば自由。同盟クランで統一したユニフォームをつくってくるところも多く、本戦に進むような同盟は見た目にもやる気が入っていることが多い。

「わたしは拘束具がいいな。もちろんされる方」

「私はする方がいいです」

「……愛あいはかわいいのがいい」

　ほらほら、こういう風になって結局衣装がまとまらなかったんだ。

　というか、もういっそのことバラバラでよくないか？　俺は制服でいいし。

　そんなことを思いながら、俺たちも竹林たちの後を追うようにして区画の中心部へと向かう。

　ホログラフでできた巨大な噴水と、その上部で宙に浮く巨大なモニタのある場所が、出場者たちの集合場所だった。

　集合場所に辿たどり着くと、視界上部にウインドウが現れ、『ここはＮＯＶＡ予選会場です。エントリを受けつけているのはＡブロックで、あなたは参加資格を所持しています。エントリを行いますか？』という質問と、『はい』『いいえ』という二択の選択肢が出現した。

『はい』を押すと、ウインドウの文字が『登録完了』に切り替わる。

「先輩、ちゃんと登録は終えましたか？」

「やったよ。ちゃんとやれるのか不安だったが、べつに難しい操作はなにもないのな」

「そりゃあそうですよ。個人情報は各々に割り当てられた学生ナンバーと紐ひも付づいてるわけですし、この島の外もこういうインフラが整っていくといいんですけどね」

「この島って、本当にいろんなものの実験場になってるんだよなあ」

「今更の話ですね。それだけ個人の情報を握られてるってことでもありますが。差し詰め先輩は実験場の豚ってところでしょうか」

「なんで俺限定なんだ？」

「私は調教師なので」

「だから、豚はわたしで、志叙しのぶちゃんは調教師だってば～」

「ちょっと、周囲に他の参加者がいるんだ。頼むからここでそういう話はしないでくれ！　恥ずかしいから！」

　まったくと思いながら、周囲の参加者を見回す。今日、会場にいる同盟クランは全部で二十六だったか。一同盟に最大五人と考えると、そりゃあ人も多い。

　制服姿も多いが、半数くらいは特別な衣装のデータを纏まとっていて、さながら軽いコスプレ会場のような様相を呈していた。

　全体で統一感のある同盟もあれば、五人がバラバラの同盟もある。やっぱり、うちもバラバラがいいのではないだろうか。

　そんな中、一際目立った──全員が巫み女こ装束を纏い、和わ気き藹あい々あいと楽しそうに談笑する五人組に目を奪われた。

　まとめ役らしき糸目の女性は、流れるような黒い長髪が美しく、うっかり見み惚とれてしまいそうなほどだ。

「あ～、あれは第四校舎の神かむ威い神楽かぐらだね。今年初めて結成した同盟らしいけど、実家が神社の子ばかり集まってるとか。みんな高成績らしいよ」

　真ま穂ほ姉が説明してくれる。

「へえ。みんな巫女さんで同じ学校で真相感覚センシス持ちで同盟って、なんか凄すごいな」

「……そうでもない。霊的とされる出自の人間は、強い真相感覚に目覚める傾向があるから」

　と、今度は柏かしわ木ぎさんが解説してくれる。

「それは知らなかった。じゃあ、お寺とか神社とか、そういう場所に由来のある人間はこの島に多いってわけか」

「……そう」

　さらにあたりを見回していると、またまた周囲から一際浮いている一団を見つける。

　暴走族の代名詞、真っ赤な血の色で染め上げられた、特攻服を着た五人組。背中には『我が夢む斜しや羅ら』と刺し繍しゆうで文字が入っている。

　よく見ると、一団には見覚えがあった。そのうちの一人は百もも瀬せで、残り四人は先日百瀬に公園で絡んでいた連中だ。

　こちらの視線に気付き、百瀬がフンと目を逸そらした。

「どうやら、ここで決着をつけることができそうですね。私たちが決勝に進出して、百瀬先輩は脱落。無事新しい仲間をゲットという寸法です」

「まだ勝ったわけではないだろう？　それに、あいつらと一緒に本戦進出という可能性だってある」

「それもそうですね。その場合はちゃんと妨害しないと……」

　おいおい。

「二人とも、そろそろ始まるみたいだよ～」

　真ま穂ほ姉に言われ、宙に浮く巨大な画面を見る。

　プツンとテレビのチャンネルを切り換えた時のようなノイズが走り、ドヤ顔のジャッジちゃんが映った。

「レディース、エーンド、ジェントルメーン！　みなさーん、元気ですかー？　元気があれば、なんでもできる！　電子の妖精、ジャッジ・アイです！　ヴァーチャルの世界から、公正な審査をお届けします！」

　元気のいいジャッジちゃんの声が響いた。

「さてさて、皆さんに今日やっていただく本日のD.I.C.E.ダイスは～……これ！」

　パパーンと、クラッカーの鳴る演出とともにモニタにタイトルが表示される。

　画面には、『ＨＹＰＥＲオニゴッコ・in渋しぶ谷や２０１９』と記されていた。

「『ＨＹＰＥＲオニゴッコ・in渋谷２０１９』。これが今回の種目ジヤンル名です。皆さんには、この《遊戯盤ゲームボード》を丸ごとホログラフで張り替えた渋谷の中で、鬼ごっこをしてもらいます！　れっつ、いりゅーじょん！」

　ジャッジちゃんの掛け声とともに、これまで公園だった光景が霧散し、日本都市の風景に早変わりする。

　噴水が消え、木々も消え、花々も消え……高層ビル群、幅広の道路に横断歩道、駅に線路などへと生まれ変わった。

　今自分たちがいる場所は、駅の前の小さな広場のような場所だ。近くには幅広の道路と、五本の横断歩道がある巨大な交差点がある。

　そのすぐそばにある四つのビルに、四つのモニタが設置されていた。それらのモニタを使い、再びジャッジちゃんが姿を現す。

「いい場所ですよね～、渋しぶ谷や。ゲームのステージにピッタシって感じの場所だと思います。特にここ、スクランブル交差点はたまんないです。休日、人が群がっているところを見ると、巨神兵とか連れてきて『ド─────ン！』ってやりたくなっちゃいます」

　このＡＩ、なかなかおっかないことを言ってるな。

「……人混みを見かけたら思わず虐殺したくなる気持ち。愛あいもわかる」

　わかんねえよ。

「ゲームは簡単。仮想都市となった２０１９年の渋谷を使った鬼ごっこです。とはいっても、皆さんは鬼にはなりません。五分置きに渋谷駅から出現する五十匹の鬼たちからタッチされないように逃げ回るだけ。タッチされたらゲームから脱落です」

　ジャッジちゃんの横に鬼の写真が表示される。

　頭に角を生やした長身の異形。眼球が飛び出しそうなほどの大きな目に、裂けそうなほどの大きな口。上半身は裸で、下半身には豹ひよう柄がらのパンツを穿はいていた。

　わかりやすく鬼、って感じの見た目だ。

「制限時間は三時間。より多くの人数が生き残った上位三つの同盟クランが本戦に進出となり、決まらなかったらサドンデスです。あ、最初の五分は鬼さんいませんから、なるべく駅から離れてくださいね。鬼は非常に身体能力に優れますし、相手がたとえ土の中にいても掘り出してタッチしてきますが、皆さんのような真相感覚センシスは使えません。また、誰かにタッチして脱落者を出した時、その鬼は消える仕組みです」

　ジャッジちゃんが続ける。

「ちなみに、建物には入れません。当然ですよね、でも触れるし壊れます。擦り抜けなんかはできないってことですね。ちなみに、地図の端は見えない壁になっていて通れませんので、ご注意ください」

「ホログラフのはずなのに、実際に触れるし壊れる……いつ聞いても滅め茶ちや苦く茶ちやな技術だよな。真相感覚との合わせ技なんだっけ」

「詳しくは企業秘密らしいですけどね。サクラ・カンパニーが開発したデータを実体化する技術を使って、実体を持つ虚構の都市を召喚する。コスパに優れた凄すごい技術です。まあ、用意するのにエネルギーや大量の人的資源を投入することになるので、この日くらいにしかお披ひ露ろ目めされませんが……」

「あの会社がどういうことをしているのか、わたしもよくわかってないんだよね～。聞いてもわかるとは思えないけど」

　苦笑いする真ま穂ほ姉。

　まあ、オカルトとしか思えない技術だが、そもそも俺たちが使ってる真相感覚センシスだって同じなので、そういうのはあまり気にならない。

「といったところで、あとは勝負の結果を直接書き換えるという身も蓋もない行為を除けば、あとはなんでもありで自由です！　また、競技中は《PRIME》を通じて残り人数や地図を確認できますので、参考にしてくださいね。では、第十一回ＮＯＶＡ予選Ａブロック。いっきまっすよー」

　って、おいおい。いきなり始まるのか!?

「『ＨＹＰＥＲオニゴッコ・in渋しぶ谷や２０１９』。人の次の可能性へ、更なる領域へ──賽は投げられたダイス・ロール！」





　　　　◆






《遊戯盤ゲームボード》の地下にある一室。

　ブロンドのツインテールを垂らした二人の少女が、互いの手を握り合いながら瞳を薄緑に光らせていた。

　赤いワンピースを着た二人の少女の見た目はまったく同じで、彼女たちが双生児であることが窺うかがえる。

「アリス、ちょーしはどう？　システムはオールグリーン。《げーむぼーど》のデータをげんじつにこんばーとしたわ。ゆめをうつつに、きょこーはじじつに、くーそーはげんじつに」

「こちらもだいじょーぶよアリス。データベースのとしデータをさんしょー。タイムスタンプは２０１９ねん。まんがいちせかいがこわれても、あのはんけー５００メートルはんいであれば、にほんをふくげんできるわよね」

　宙に浮く何枚ものモニタには、今《遊戯盤》に投影された渋谷の各所の様子が映し出されている。

「アトラクションもぶじにじっこーされたみたい。でっかいまちでのオニごっこ。あーあ、たのしそーだな。アリスもあそびたいなー」

「ダメよアリス。あたいたちにはおしごとがあるんだから。ゲームデザイナーチームのまったんとして、がんばらないとダメなんだから～」

「まったんっていうけどさー、あたいたちがいなかったらゲームできないでしょー？　おうえのひとたちは、まったんのかちをわかってないのだわよ。あそばせてくれないならストライキしちゃいましょーよー」

「でも、おわったらごほうびあげるっていってたしー」

　二人は呑のん気きな話を繰り返しながら、周囲に展開される何百ものモニタをチェックしていき、自分たちの真相感覚センシスが機能しているかどうか確認していく。

　建造物の内部データまで創り上げる必要がないとはいえ、そしてバックアップもあるとはいえ、膨大な都市のモデルを現実として投射するのは骨が折れた。

　──彼女たちこそが、《遊戯盤ゲームボード》を使った巨大アトラクションを可能にしている、キーパーソンともいえる真相感覚持ち。

　そして、その能力を持ち、強めるために実験と訓練を繰り返された特殊な子供。ＮＯＶＡの守護者であり、神降ろしの巫み女こ。究極の遊戯体験を創出するための装置の、六代目と七代目。

　彼女たちを創り上げた機関と、その背後にいる遊園総合企業サクラ・カンパニーは、祖先が長年夢みてきた至宝と彼女たちを重ねて、こう呼んだ。

　生命を生み出す錬金の至宝、即すなわち賢者の石であると。

「まー、もーちょっとだけがんばろっかー。こんどサクラのわかしゃちょーがきたら、だれのおかげでうまくやれてるとおもってるんだーっておこりましょー」

「うんうん。たまにはガツンといっちゃわないとねー。んじゃあ、いっくよー。おにさんもせーせーかいしなのさー」




　かくして、志叙しのぶたちの参加するＮＯＶＡ予選Ａブロックの火蓋は切られた。





　　　　◆






「もうめんどくさいっすから、みんな踏み倒しちゃっていいっスかね～」

　ジャッジちゃんの掛け声と同時。

　近くにいた、今時珍しすぎる体操服にブルマという服装のショートカットが、そんなことを言った。

「っ、逃げましょう、みんな！」

「え!?」

　考える暇もなく、駆け出す間もなく。

　ブルマ姿の女の全身が包まれたかと思うと、周囲の高層ビルと変わらないくらいのサイズまで巨大化して、さきほどまでジャッジちゃんが映っていたビルのうちの一本を薙なぎ倒した。

「Ｍ」の字を看板に掲げたビルが派手な音を立てながら破壊され、周囲に建物が壊れる振動と、破壊音が響き始める。

　人はいないものの、道路に車両などは止まっていた。この広大な鬼ごっこフィールドのオブジェクトのようなものだろう。それらが、彼女によって無慈悲に踏み潰された。

「なあにが○キューっスか！　こっちの好物はモロキューっスよ！　こんなリア充御ご用よう達たしみたいなビル、蹂じゆう躙りんしてやるっス！」

「ああっ、大きなマゾのビルが！」

　真ま穂ほ姉が悲鳴をあげる。

　なんだあれ……。

「志叙しのぶ先輩！　逃げますよ！　彼女は手当たり次第に出場者を踏み潰して無力化させるつもりです。あんなのに踏み潰されたら、アトラクションスーツがあるとはいえ気絶は必至。鬼にタッチされるとアウトになりますから」

「というか、生きてられるのか!?　瑞みず奈なの力でどうにかならないのかよ。縛れば転びそうなもんだが」

「無理ですね。私の力は万能じゃないんです。一定以上の質量や力の向きを固定することはできません。強すぎる力には無力なんです。それに、彼女に他のチームがやられてしまうならむしろ好都合じゃないですか。つまり、逃げるが勝ちです」

　瑞奈に従い、場を離れることにした。

　横断歩道が五本並んだ巨大な交差点を西へ、坂を上るようにして、視界上の地図に道どう玄げん坂ざかと書かれている方向へと慌てて駆け出す。

「今のは纊わた樫がし春はる菜な。五大同盟クラン、新緑の暴君グリーン・トランプルのエースです。真相感覚センシスは《巨大化オーバーラン》。効果はシンプルに、大きくなること」

「五大同盟って、そんなやつらが混ざってるのか」

「シード権があるのはお姉さまのいる希望いづる碧エステル・ブルーですからね。このブロックにいるのは、新緑の暴君だけですが」

「……とりあえず、あの同盟とガチンコに争って勝つのは諦めた方がいい。上位三位までなら本戦に残れるから」

「そうですね、生き残れば勝ちですから。無駄に消耗する必要だってありません。意地汚く立ち回って、勝ちを拾わないと」

「って、あれ？　真穂姉は？」

　一緒に逃げ出したと思ったのに、いつの間にかいない!?

　慌てて周囲を見回すが──って、あれ、交差点で転こけてる……!?

「ノロマさんみーっけ！」

　巨大化した纊樫春菜の足が、真穂姉の頭上に迫る。

　──っ！

「先輩!?」

　瑞みず奈なが叫んだ時には、気が付けば身体からだが跳ねていた。

　思考する間もなく真ま穂ほ姉と纊わた樫がし春はる菜なの間に割って入り、真相感覚センシスを発動する。

　なるべく使わずに済むようにと考えていたが、さっそくそんな状況ではない。あのままでは真穂姉が踏み潰されてしまう。

　纊樫春菜の足から影が伸びてくる。

「志叙しのぶちゃん!?」

　空を覆い隠す屋根のようになった足裏に驚きながら、迫りくるそれに向けて手を翳かざした。力を入れて、能力を解放する。

　体内の血液が右手に向かって流れていくような感覚。

　と、同時に、ここでようやく恐怖心のようなものを覚えた。だがもう遅い。今さら逃げようったって、無理なのだから。

　迫ってくる足に手が触れる。

　瞬間、彼女の履いていたスニーカーの靴底から伝でん播ぱするようにして、纊樫春菜の着ていたすべての衣服が弾はじけ飛んだ。

「え……？」

　纊樫春菜は、最初キョトンとしていたのだと思う。

　なにかいけないものを踏んでしまったのではないかという躊躇ためらいから足の動きが鈍り、また弾け飛んだ靴と素足の間に隙間が生まれた。

　その数秒の間を利用して真穂姉を両手で担ぎ上げ、その場を離脱する。

「きゃあああああああああああああああああ!?」

　纊樫春菜が悲鳴を上げ、俺たちを踏もうとしていた足を内股にして、全身を隠すような体勢でその場に座りこんだのはその直後のことだった。

　ここからはよく見えないが、きっとその顔は羞恥に歪ゆがんでいることだろう。声も若干泣き声だ。

「ありがとう志叙ちゃん。走ろうとしたら、なにか変なものを踏んじゃったの。それで、しばらく足が動かなくなって……」

「真穂姉を挫くじかせて、自分たちが逃げるまでの囮おとりにでもしようとしたのか」

「そ、それより、もう大丈夫だから。足の調子も戻ったみたいだし」

　ちょっと頬ほおを赤らめながら真穂姉が言った。

　お姫さま抱っこのような状態になっていたのに気付いて、速やかに下ろす。

　確かに、ちょっと恥ずかしかったかもしれない。

「大事に扱われるのは、なんか違うなって」

　そっちかよ。

　瑞奈と柏かしわ木ぎさんが合流する。

「はあ、もう、先輩ってば人の話も聞かずに飛び出して行っちゃうなんて。踏み潰されてたらどうしたんですか」

「すまん。つい身体からだが反射的に動いてさ」

「まあ、事なきを得ましたし、先輩はかっこよかったですし、沙さ倉くら先輩も救えたのでお手柄でしたが。みんなハッピーですね」

「まあ、みんなハッピーとは言い難にくいが……」

　纊わた樫がし春はる菜なの方を見る。

　巨大化は任意で戻せないのか、全裸のまま、なるべく肌を周囲に晒さらさないように丸まり、塞ぎ込むようにして体操座りをしていた。

　時々、男子生徒の「やったぜ！」という声も聞こえてくる。なにがやったのかわからないが、俺がやってしまったのは間違いないだろう。

「この予選が終わる頃には、先輩もすっかり有名になっているかもしれませんね」

「どんな名声なんですかねえ。勘弁してください」

　再び走り出し、坂を上へ、上へ。

　駆け上がっていると、『第一陣の鬼が出現しました』という文字がポップアップした。続いて、『纊樫春菜が鬼に捕まりました』という文字も。

「このゲーム、要は鬼から逃げることよりも、他の同盟クランを妨害しつつ、それに対抗することが重要かもしれません」

　俺も瑞みず奈なの意見に頷うなずく。他の二人も頷いた。

　いくら大量に湧いてくるとはいえ、これだけ広いバトルフィールドなのだ。真相感覚センシスを使えば逃げ回ることは不可能ではないだろう。

　ただしそれは、鬼以外からの邪魔が入らなければ。

　さきほど真ま穂ほ姉がやられたみたいに、そして纊樫春菜がやろうとしていたみたいに、他同盟からの妨害を受けてしまえば、場合によっては一瞬で同盟全員が脱落してしまいかねない。

「それにしても、このゲームってわたしたち相当不利じゃないかな～」

「……そうだね。いきなりライフが一つ少ない。オマケに手数も」

　真穂姉の言葉に、柏かしわ木ぎさんが同意する。

「でも、不利を承知の上で参加したんだからそこは今さら言っても仕方ないだろ。持っている手札の中で戦うしかないさ」

「あら先輩、よくわかってるじゃないですか。逆境を跳ね返してこそ、物語としても盛り上がるってものですしね」

「できれば有利な同盟でありたかったけどな」

　まあ、俺の力を買ってくれたのが瑞奈なのだ。仕方がない。

「なにはともあれ、だ。そろそろ地図の端の方だし、徒歩に切り換えた方がよくないか？　逃げる余力を残す必要があるし」

「そうですね、そうしましょうか」

　大通りから裏通りに入ったあたりで、徒歩へと切り換える。

　衣服店や雑貨屋などに囲まれた狭い道を進み、やがて雰囲気の暗い裏通りへと出る。表通りに並んでいた巨大なビルとは一転、老朽したオフィスビルや、どこか玩具おもちやめいたモダンなホテルが並ぶ景観となった。

　ホテルの名前は花の名前や宝石の名前などで、その横に並んだ休憩と宿泊の値段表を見て、ここがなにをする場所かピンとくる。

　つまりこれって、ラブホ──。

「志叙しのぶちゃん、わたしをこんな場所に連れこんで、なにをするつもりなの!?」

「なにもしねえよ!?　なんで入ることになってるの!?　というかビルの中入れないって言ってたでしょ!?」

「まあまあ、ＮＯＶＡの最中とはいえこういう場所に女を連れこむ先輩のやり口に、私は野性的な魅力も感じたというものです」

「率先して走ってたのは瑞みず奈なだからな!?」

「……八色やくさくん、ツッコミ役になってる。女の子たちへのツッコミ役。ひ、卑ひ猥わい……」

　柏かしわ木ぎにはつっこまないぞ絶対。

　ああもう、途端に居心地が悪くなってきた。

　ゆっくり歩いて体力を温存しようなんて言ったが、ラブホ街なんてさっさとダッシュして駆け抜けてしまいたい。

「って、みんな。さっそくつっこんできたみたいだよ!?」

「だからつっこまないってば！」

「穴の話じゃないよ～。鬼の話だよ！」

　真ま穂ほ姉が俺たちの背後を見る。

　振り返ると、鬼が数体、にやにやと笑いながらこちらに向かって走って来ていた。

　物もの凄すごいスピードで。人とは思えない速度で。いや、人ではないのか。なにせ鬼なのだから。

「逃げましょう！」

　瑞奈の声を聞く前から、一斉に走り出していた。鬼たちとの距離は数十メートル。複雑な街路を動き回れば振り切れそうではあるが、如何いかんせん相手の速度が半端ない。

　ついでに、俺たちが選択できる道には限りがあった。地図の端は通行不可だ、迂う闊かつなルート選択をすると袋小路に陥ってしまう。必然的に、中央寄りの道を選択していく必要がある。

　くっ……はえぇ……！

　時折振り返るが、鬼は全然失速する気配がない。このままだとどこかで追いつかれてしまうだろう。なにか、手を考えないと。

　一際細い道に入る。するとそこで、柏かしわ木ぎが後ろを振り返って真相感覚センシスを使った。

　動いたのは、赤色のフライドチキンチェーンの店舗と、その手前に止まっていたトラックだった。

　動き出した建物とトラックが派手に衝突する。

　そのまま足場を失った建物は倒壊して、こちらに向かってきていた鬼達を巻きこむようにして瓦解した。

「と、とりあえずこれで大丈夫……のはず」

　逃げていた足を止め、鬼たちが下敷きになったと思われる、建築物の倒壊跡を呆ぼう然ぜんと眺める。

「今のは、なにを起点に能力を使ったんだ？」

　×印を囲んだ、対象物を衝突させる能力だったはずだけど……。

「フライドチキンチェーンの看板。白しら髭ひげのおじさんのネクタイとアゴの部分のラインに、カップリングを想起させるイヤらしい×の字が見えた」

「いや、それ見えないだろ。お前の目は重症か。いや重症だったな。つか、あんなでかいものも動かせちゃうのな……」

　柏木さんって、実はめちゃくちゃ凄すごくないか？

「だから言ったじゃないですか、性癖を拗らせていたらポテンシャルが凄いと。私の能力なんかとは比較にならないくらい巨大な質量を対象にすることができます。これが、変態の力です」

「その言い方だと、瑞みず奈なよりも柏木さんの方が変態みたいに聞こえるが」

「×の字さえ見かければ所構わずイケナイ妄想をしてしまうんですよ。柏木先輩は私なんかと比較にならないくらい異常です」

　そう言われてみれば確かに。

　柏木さんの方を見ると、走りながら親指を立てて誇らしげにしていた。

「ともかく、これで一旦落ち着いたみたいだよね～。はあ～、びっくりした。鬼があんなに猛ダッシュでくるなんて」

「沙さ倉くら先輩、そうはいかないみたいですよ」

「ほえっ!?」

　鬼達を潰したと思ったその場所。

　瓦が礫れきをどかすようにして、這はい上がってくる鬼たち。

　そりゃあ、鬼っていうくらいだから、一筋縄でいくとは思っていなかったけど、いやいやタフすぎませんかね。

　どうやらこいつらの耐久性は、常人を凌りよう駕がしているらしい。

　とはいえ、流石さすがにダメージはあるのか、すぐに走り出すこともなく、その場でフラフラとしていた。

「今のうちに逃げるぞ！」

　今度は俺が言葉を切って先頭を走る。

　曲がり道のない道路を前へ、前へ。

　この状況で正面から鬼がくると怖い、さっさと開けた場所に出ないと。

　──カチッ。

　えっ。

　俺は右足になにか違和感を覚えた。

　なにかが右足に食らい付く。

　そのまま、引っ張られるようになり、体勢を崩してアスファルトに身体からだをぶつけた。

「なっ……!?」

「先輩!?」

　慌てて立ち上がろうとするが、立てない……!?

　一瞬、躓つまずいただけかと思ったがそうではなかったらしい。

　これは多分、開始直後に真ま穂ほ姉を狙った真相感覚センシスと同じ──いやでも、それにしても全然足が動かない。肉体的に言うことを聞かないわけではなく、道路に足を縛り付けられるようにして動かないのだ。

　まるで、トラバサミかなにかに引っかかってしまったかのような枷かせを右足に感じる。ノロノロとだが、ゆっくりとこちらに鬼たちが迫ってきているのがわかった。

　ああくそ、このままじゃタッチアウトされてしまう。動け、動いてくれ右足。くそっ、どうなってやがるんだ。

「先輩、罠わなだって脱がせるかもしれません！」

　すぐ傍そばに駆けよってきていた瑞みず奈なが叫んだ。

　──脱がせる!?

　そうか、力を使えば。

　慌てて真相感覚を発動して、無形の罠にそれをあてる。見えないトラバサミが弾はじけ飛び、足が自由になるのがわかった。

　立ち上がって、瑞奈と一緒に駆け出し、様子を伺っていた真穂姉や柏かしわ木ぎさんとも合流した。

「やっぱり、先輩の力って思っていた以上に汎用性が高いですよねえ」

「俺もこんな便利な代物とは知らなかったよ」

「それにしても、今のは……」

「罠ですね。rAngerレンジヤーの鷹たか村むら先輩が使う真相感覚センシスです。設置に手間をかけた分だけ効果が増します。沙さ倉くら先輩がスタート時に引っかかったのもおそらく同じでしょう」

「あの時のものより手間を加えて設置したやつに、俺が引っかかってしまったってわけか」

「誰かが踏むように予あらかじめ仕掛けていたのか、それとも私たちがくるのをわかっていて仕掛けたか。どちらにせよ、してやられたってところでしょう」

「ちっ、竹たけ林ばやしのやつめ……」

　そんなに瑞みず奈なのいる同盟クランが憎いのか、陰湿すぎる。

　いや、あいつが真相感覚を使ってたわけじゃないんだけど。

「悔しいのはわかりますが、ひとまず今は鬼から逃げましょう。仕返して得点になるわけでもないですから」

「わかってるさ」

　俺たちは頷うなずき合い、まだ動きがおぼつかない鬼と距離を取るために全速力で駆け出した。
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　鷹村美み紀きは、自分の罠わなが二度も上う手まくいかなかったらしいことに驚きよう愕がくしていた。

　ゲーム開始時、スタート地点にとりあえずで設置した罠。

　纊わた樫がし春はる菜なが暴れ出したのを見て、自分たちが安全圏に逃げるまでの間、罠にかかった人間に囮おとりになってもらおうと思って仕掛けたものだった。

　そして、それに引っかかったのはアンテリナムの沙倉真ま穂ほ。偶然にも朝に挨拶した、九重ここのえ瑞奈のいた同盟の一人だ。

　自分の真相感覚《罠設置トラツプ》には、『踏んだ相手を転ばせ、設置にかけた時間に応じた束縛効果を相手に与える』という効果の他に、引っかかった相手の情報を知ることができるという二次効果がある。

　引っかかったのが沙倉真穂であるという報しらせを受け、少し離れた坂の上から駅の方を振り返った時、纊樫春菜は躓つまずいているであろう沙倉真穂に狙いを定めたところだった。

　状況の詳細を確認したかったので、同盟員クランである竹林の《千セン里リ眼ガン》の能力を使い、視界を共有する。

　竹林のこの能力は、自身を中心に半径５００メートル範囲の様子を探ることができるというもの。手を繋つなげば、その相手と視界を共有することもできる。これを使って、沙倉真穂の顛てん末まつを見届けようとした。

　だが、次の瞬間、八色やくさ志叙しのぶが割りこんできて、纊樫春菜の衣服を吹き飛ばした。どうやらあれが、同じクラスの竹林曰いわく「隠していた」彼の真相感覚らしい。

　──なんだ、今の？

　真相感覚センシスの正体についてはよくわからない。どういう効果でああなったのか。綺き麗れいに衣服だけ破れたがどういうことか。『服を破く』なんて、そんな馬鹿らしい能力なわけはないと思いたい。

　そして、つい先ほど──再び八色やくさ志叙しのぶの真相感覚について見極める機会が訪れる。竹たけ林ばやしの《千セン里リ眼ガン》によって、アンテリナムが鬼に追われ、自分たちが今走っている路地の方に逃げようとしていることを知ったボクは、彼らが引っかかる可能性を考えて罠わなを仕掛けた。

　すると、目もく論ろみ通りに引っかかったのが、八色志叙だった。

　スタート時のものと違って、時間をかけて設置した罠だ。引っかかれば抜けだすのに時間がかかる。再び竹林と視界を共有し、その状況を再び眺める。窮地に陥る八色志叙。

　──さあ、どうするのか。わからないまま、脱落してもらってもいいけど──。

　が、今度は自分の罠を、彼は真相感覚を使って解除してしまった。

　──ええ……なに、今の。

　服を破くだけでなく、罠まで無効化してしまう。

　正体がわからない。わかっているのは、自分の罠が通用せず、せっかく罠を仕掛けた行為は徒労で終わってしまったということ。

　まあいい、落とせればラッキーくらいで仕掛けた罠だ。べつに相手を倒せなくても勝ち。最悪逃げ切れば勝ち。竹林の能力を上う手まく使えば、この競技は有利。あいつのことは忘れて切り換えていこう──。

「鷹たか村むらパイセン。次の道は右折ですよね」

「分岐路の多い道に出られるみたいだからね。どこか視界を広く確保できる場所を見つけられるといいんだけど」

「どこか外から昇れるビルってないんすかね～。建物の中に入れなくても、外の非常階段とかから昇れそうな場所ならありそうな気がするんですけど。屋上とか、強そうじゃないっすか？」

「馬鹿じゃない？　そこに鬼が昇ってきたら一発で詰みだよ」

「あ、そっか」

　……ったく。

　ぼやきながら歩く。

　さて、ここを右に──。

「あれ……？」

　曲がれない。

　なぜか、身体からだが真まっ直すぐに進む。

「鷹村先輩、これって……」

「……どうやら、気付かないうちに真相感覚センシスにかかってしまってたみたいだね」

　竹たけ林ばやし以外の三人も、それまでの歩調で真まっ直すぐに道を進む。

　強制的に。まるで自分の罠わなにかかった時のように、抗あらがえず。

　前に進むという力の向きを、縛られたかのような。

　やがて、前方から、こちらに向かって走ってくる男女と、それを追いかける鬼たちの姿が見えた。

「はは～、なるほど。八色やくさたちの同盟クランに、いつの間にか逆にやり返されちゃってたってわけですか」

「この能力は、九重ここのえ瑞みず奈なだろうね。ボクたちはこのまま、鬼から逃げる九重さんたちとすれ違うようにして、鬼に襲われる。喰くわれるために歩いているというわけだ。この足音は死へのカウントダウンだね。この音が止まった時、ボク達は脱落する」

「その前に、九重瑞奈の力が尽きる可能性だってあるんじゃないです？」

「ないだろうな～。Ａランクだもんな～。五人同時に縛って長時間歩かせるくらいの芸当、彼女ならできるんじゃないかな～」

　だから、九重瑞奈は有名なのだ。

　──結局、八色志叙しのぶの力はわからないままだったか。

　そんなことを思いながら、囮おとりになっていた八色志叙と柏かしわ木ぎ愛あいの二人と擦れ違い、鬼の群れにつっこんで。

　鬼にタッチされた瞬間、「脱落」の文字が視界に浮かび、離脱者の集まる渋しぶ谷や駅地下道へのルート案内が始まる。




　rAngerレンジヤーの五人は、予選敗退となった。
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　騒動を起こせば、他の同盟に目を付けられてしまう可能性も高い。

　rAngerの面々と交戦した場所からかなり離れ、俺たちはフィールド南にあった、大きな文化館の前に腰を下ろしていた。

　当然、すぐに立ち上がって走れるよう、警戒しながらの小休止である。

「しかし瑞奈。悔しいのはわかるけど放置するのが賢いとか言ってたのに、率先してrAngerを狙おうなんて言い出すとは……」

「だって、鬼があんなにしつこいなんて思ってなかったですから。方針を変えただけです」

　見事rAngerに鬼を擦なすり付けた俺と柏木さんは、少し先の道路で待っていた瑞奈や真ま穂ほ姉と合流した。

　瑞みず奈なと真ま穂ほ姉は、コンビニの屋根の上に登って竹たけ林ばやしたちの死角からチャンスを窺うかがっていた。真穂姉の《三千世界カンドサンゼンバイ》を使い、周囲の安全を確保した上での強引な策ではある。

「フィールドが広いとはいえ、あんなのを相手にしていると、ちょっとの油断で一気に全滅しかねませんね。他の同盟クランへの擦なすりつけを推薦するためのスペックだと思いますが」

「……他のやつらにぶつけろってこと。多分」

　柏かしわ木ぎさんも瑞奈に同意する。

　まあ、いくら大量に発生するとはいえ、鬼が弱すぎると逃げるのが簡単だし。

　鬼が一人タッチすれば消えてしまうあたりも、他の同盟との競い合いを前提にしたルールなのだろうな。

「んで、真穂姉、そろそろ大丈夫か？」

「んっ……はっ、う、うん……そ、そろそろ……ぁっ、ダメ、風が、肌に……んやぁぁぁぁっ！」

　頬ほおを赤く、息を荒く、限りなく淫いん猥わい──艶なまめかしい嬌きよう声せいを漏らし続ける真穂姉がそう答えた。

「もう使い終わってしばらく経たつというのに、肌にあたる空気に感じてしまうなんて……恐ろしいんだな《三千世界》ってやつは」

「んっ、うん。この真相感覚センシスは、自分との戦いなの。負けたら、一気に堕おとされて──っ、に、抗あらがえな──っ、はぁっ！」

　なんに抗えなくなるって？

　聞きたくないのでスルーするが。

「はあ、俺は一体どこを見ればいいのやら」

「んっ、いや、むしろ、見て……欲しいよ？」

「俺が気まずくて嫌なんだよ」

「お手柄でした沙さ倉くら先輩。おかげでrAngerレンジヤーの方々を一網打尽にできましたから」

　感度三千倍の嗅覚と聴覚による、超長距離射程の位置把握と盗聴。そして、それらの合わせ技による、対象の進行方向とルート予測。

　竹林たちの進んでいた道を先回りした瑞奈が、まずその能力を使って彼らの歩行ルートを強制。

　そこに囮おとりになっていた俺と柏木さんが鬼たちとつっこんだ、という流れである。

「竹林先輩の真相感覚は《千セン里リ眼ガン》でしたっけ、この競技では優位に立てる能力だったでしょうに。でも、誤算でしたよね。まさか相手に、超敏感体質のマゾ豚がいたなんて……」

「超敏感体質のマゾ豚って褒めてるのか？　罵ってるのか？」

「褒めるよりは罵って欲しいかな。あ、志叙しのぶちゃん、今度はわたしにそれ言ってくれないかな。『超敏感体質のマゾ豚』って」

「真ま穂ほ姉はちょっと黙っててくれ。会話がややこしくなる」

「むう、こんなに頑張ったのに。そうやって突き放されるのもキュンってくるけど、お願いだよ～。ご褒美と思って言って。なるべく蔑んだ目で。『超敏感体質のマゾ豚』って言って～」

「先輩、マゾ豚が頑張った時は、ちゃんとご褒美をあげるものですよ。調教してるならしっかりしないと」

「調教してないよ!?　はぁ……もうわかったよ」

　真穂姉が頑張ったのは本当だし、俺が言うのが当然みたいな空気になってるし。

「超敏感体質のマゾ豚」

「きゃううううううううん♥」

　びくびくっと身体からだを震わせながら、その場にのたうち回る真穂姉。

　俺たちは何をやっているんだ。

「……残り、『70』人」

　ふと、柏かしわ木ぎさんが呟つぶやいたので、俺も画面を確認する。

　開始した時は『１２０』と表示されていた数字が、もう『70』まで減っていた。

　開始してほんの三十分だ。この僅かの間に、半分近くまで参加者は減ってしまったらしい。
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「……半分くらいの相手を倒したことになる」

「ゲーム的にはそんな感じだな」

　ＮＯＶＡに参加すると決めた時、やれるだけやってみようとは思ったが、本当にどこまで頑張れるのか内心疑問だった。

　だが、実際にＮＯＶＡに参加してわかったことは、アンテリナムは思ってたよりも強い同盟クランだということだ。

　真ま穂ほ姉に柏かしわ木ぎさん、そしてなによりも瑞みず奈なの存在。

　本当に本戦に進めるのかと半信半疑だったが、このまま行けば──。

「なんですか、ジッと見つめてきて。私が魅力的すぎて発情しました？」

「違う。うちの盟主マスターは頼りになるなって思ってただけだ。お前が導いてくれてるおかげで、本気で勝てそうって思えてきたよ」

「勝てると思ったから出場したんですよ、なにを今さら。それに先輩、そういう考えはよくないです。このゲーム、途中で私が脱落する可能性だってあるんですから」

「瑞奈が下手を打つような状況、先に俺が脱落をしている気もするけどな」

「それは違いありませんね」

　否定しないのかよ。

「でも、ここまで頑張れてるのは先輩のおかげでもあるんですから。最初に沙さ倉くら先輩を助けたのも先輩です。私がいなくても勝てそうくらいの自信を持っておいてくださいな。これは盟主としての命令です」

　くすっと瑞奈が笑った。

　まあ、確かにその通りか……。

「それに、慢心は禁物です。最初の方は大したことのない有象無象が餌食になっているんでしょうし、必然的に残っている面子メンツは強敵になっていきます」

「そうか、弱い人間や同盟から脱落していくだろうからな」

　この先、ゲームが熾し烈れつになっていくことは簡単に予想できる。

　フィールド上の鬼だって増えていく。

「……これまでのゲームと同じと考えていたら、痛い目を見そう」

　数が少なくなるほど、ゲーム性も変わっていく、か。

「ねえ、他の同盟と協力ってできないのかな～」

　と、真穂姉が手を挙げながら提案した。

「他の同盟を潰すにしろ、生き延びるにしろ、どこかと協力関係になった方が有利じゃない～？　協力しあうことは禁止されてないんだよね？」

　確かに、他の同盟と手を組めれば有利に立ち回れるかもしれない。

「それは私も考えていたのですが……」

　ううんと、瑞みず奈なが悩む素振りをした。

「乗ってくれるところがあれば、確かに味方が多くなることの利点は大きいです。でも、本戦に残れるのはたったの三同盟クラン。最後まで友好関係でいられるか怪しいですし、最終的には足を引っ張られかねません」

「瑞奈ちゃんは反対ってこと？」

「反対ではありませんよ。たとえば、なにか明確な目的があって、それを果たすまでの協力関係であれば後腐れもなくていいと思いますね。残り何分までとか、あるいはどこかの同盟を潰すために、とか」

「どこかの同盟を潰すために、って……」

「でも、残り少なくなってくるとそういう話は出てくると思いますよ？」

　確かに……。

　いつまでも鬼から逃げられる同盟ばかりが残った場合は、そういう話になっていくんだろうな。

「は[image: ][image: ][image: ][image: ]、面白い話をしてるじゃねえか」

　──!?

　声のした方を見ると、学ランのようなものを着た、見覚えのある素行の悪そうな男が立っていた。ボサボサの金髪、ギョロリとした蛇のような眼め、そして耳と鼻のピアス。

　我が夢む斜しや羅らの哀あい川かわ雅まさ人とと、その同盟員クラン四人がそこにはいた。

　当然、百もも瀬せの姿もその中に混ざっている。

「どうして私たちの会話が聞こえていたんですか？」

「はっ、俺様の仲間には遠くの声を聞き分ける力を持ったやつがいてよお。な、朱あけ美み」

「そうさ！　アタイの《地獄耳デビルイアー》を使えば、半径50メートル内の会話は全部まるっとお見通しさね！　これで他のやつらが雅人に黙って悪さしようとしても、すぐにチクることができるって寸法だよ！」

　竹たけ林ばやしの真相感覚センシスの耳バージョンか。

「アタイの力は、あそこの嬢ちゃんみたいにリスクだってないよ！」

　悶もだえが収まり、平常心を取り戻していた真ま穂ほ姉を指で指す。

「べつに、わたしのこれはリスクなんかじゃないよ？　むしろ、気持ちいいんだから。あなたの力で気持ちよくなったりはできないよね？」

「馬鹿にすんなよっ！　アタイの能力だって、エッチなことをしているカップルの部屋を盗聴すれば、気持ちよくなれる！　こっちだって悶えることはできるっつーの！」

「わかるわかる。エッチなことしてる人たちがいたら、つい聞き入っちゃうよね」

　聞き入るな。同調するな。

「で、どういうことです？　私たちに協力するって」

「そのまんまの意味だ。朱あけ美みから内容を聞かせてもらったけど、協力する相手がいたらそうしたいって言ってたんだだろ？　俺様たちはどうだ」

　ピクリと、瑞みず奈なが眉を顰ひそめた。

　当然だ。こいつらは、俺と瑞奈にちょっとした因縁がある。少なくとも良い感情をもっていないはずだ。

「おっと怖い顔すんなよ。先日の件で思うところがないといえば嘘うそになるがな、協力したいってのは本当だ。ずばり言おう、八色やくさ志叙しのぶ、お前が欲しい」

　あー……。

　こういうのは、怯ひるんだりってなんか違うよな。

　立ち上がり、誠意を持って頭を下げる。

「申し訳ないが、俺は同性愛者では……」

「ちげええええええ！　なんでそういう話になるんだこらあ」

「じゃあどういう話なんだ？」

「お前の真相感覚センシスを貸してくれって話だ。脱がす力。それがあれば、神かむ威い神楽かぐらのやつらを倒せるかもしれねえ」

　神威神楽というと、巫み女こさんチームか。

「俺の力があれば、どうして倒せるってことに？」

「あいつらの同盟クランには結界を張る力の持ち主が二人いてな。こいつらの力を共鳴させると、何ごとも受けつけないすげー無形結界が生まれちまうんだ。あいつら、それを使ってフィールド南東部にある神社に陣取ってやがる」

「あー、丹あかちゃんと蒼あおちゃんの《封フウ絶ゼツのノ舞マイ》だね。凄すごいんだよ。本当に攻撃とかなにも通らなくなっちゃうから」

　鬼は土の中にいようが掘り起こしてタッチしてくるということをジャッジちゃんが説明していたが、真相感覚でつくられた障壁であれば突破されないのか。

「それで、俺がいるとそれがどうにかできるのか？」

「お前の脱がす力があれば、結界を壊せるんじゃねーかってな。スタート時、巨大化した纊わた樫がし春はる菜なの服を脱がせただろう？　あんなことがやれるなら、結界も破れるんじゃないかと思ったわけよ」

　俺の能力については百もも瀬せからも情報を聞いているだろうし、結界を剥はがす──いや、脱がせるのではないかと推測したわけか。

「でも、わざわざ、その倒しにくい神威神楽を狙う理由はなんだ？」

「本戦に進める席は三つしかねえんだぞ？　そのうちの一つを安全に独占されたんじゃ、他がたまったもんじゃねえよ。この先のことを考えると、潰せるうちに潰しちまった方がいい」

　哀あい川かわが拳を鳴らす。

「俺様たちが持っている真相感覚センシスは喧けん嘩か向きだ、喧嘩なら負けねえ。ボコボコにして鬼のいる場所にでも放りこんでやればいい」

「なるほど、お前の考えはわかったよ」

　哀川が言っていることは、理解できた。

　荒っぽすぎて趣味ではないやり方ではあるが、勝負なんだしな。

　卑ひ怯きようとか汚いという気はない。

　問題は、やった方がいいのかどうかだけか。

　その作戦をやるのが俺たちにとって得なのか、それに、なによりも、こいつらを信用していいのか──。

「……やりましょう」

　悩んでいると、瑞みず奈なが答えた。

「瑞奈？　いいのか？」

「彼が言ったことには同意できます。チャンスでしょう。相手を潰すチャンスがあるのなら、乗っかるべきです」

「……愛あいも同意する。そもそも、ＮＯＶＡは肉弾戦の可能性も考慮して開かれているものだから。そのためのアトラクションスーツ」

　柏かしわ木ぎさんも、珍しく意思表示する。

「わたしも！」

　他の同盟クランと協力することを提案していた真ま穂ほ姉も、当然賛同した。

「先輩はどうですか？」

「他のみんながいいって言ってるならいいんじゃないか？」

「主体性がないですね。そういうとこですよ？」

「いや、ここであえて俺が反対する意味もないだろ。まずいと思ってるならそう言うさ。そうは思ってないってことだ」

　周囲に任せるのだって、立派な意思表示だ。

「へっ、決まりだな」

　哀川が上機嫌に言った。

「では、アンテリナムと我が夢む斜しや羅ら、共同戦線といきましょうか」





　　　　◆






　渋しぶ谷や駅周辺、南東部にある、フィールド内に存在する唯一の神社。

　木々が揺れる境内で、巫み女こ装束の女子たち五人が和やかに談笑をしていた。全員が綺き麗れいな黒髪で、長髪、おかっぱ、片結び、三つ編みと様々である。

　おかっぱの二人は額に『癒』と書かれた札をつけて、舞を踊っていた。あれが結界を形成するための真相感覚センシスなのだろう。舞うことによって効果が発動するらしい。

　傍らに座った三つ編みの女が、石畳の境内に置いた硯すずりで墨をつくり、札に『癒』と筆で書いて、舞っている女の札と取り替えた。

　あれはおかっぱの少女の真相感覚で、札に書いた文字の効果を発揮させる、というものなのだそうだ。

　長髪の女と片結びの女は、どこから持ちこんだのか座布団に座って、湯飲みでお茶を啜すすっている。片結びの女の周囲には折り鶴が散らばっていた。彼女は、折り紙で折ったものを自在に扱える能力だとか。

　しかし巫み女こ装束って、脱げなそうなところが脱がしたくなるというか、あれはあれで情欲をそそられてしまうな──って、いかんいかん、何を考えているんだ俺は。

「いい天気ですね。こういう日は外でお茶を啜るに限ります。ずずず……」

　長髪の女が、糸目をさらに細くしながら、幸せそうに微笑ほほえんだ。

「ありがとうございます、綾あやお姉さま。お姉さまに褒めていただき恐縮です」

「いいえ、褒められるべきは暖の乃の香かと結ゆ愛あですよ。暖乃香の札で用意していただいた座布団と日本茶セット、そして茶を淹いれてくれた結愛。あなたたちのおかげで、今私は最良ともいえる幸福を感じられているのですから……」

「「綾お姉さま……」」

　長髪の綾の言葉に、三つ編みの暖乃香と、片結びの結愛が恍こう惚こつとした表情を浮かべる。

「丹あかと蒼あおも。二人が結界を張ってくれているおかげで、こんな状況でも私はのんびりとしていられるのですから……ずずず……」

　舞っている二人も、うっとりとした表情になった。

　なんなんだ、このふざけた集団は……。結界があるからって、ＮＯＶＡを舐なめ腐ってやいませんか。

　──俺たちは、そんな一同の様子を、相手に気付かれないであろう距離の物陰から窺うかがっていた。

　飛びこむタイミングを計るためである。

「でも、油断してくれている方が俺たちにとって都合がいいのか」

「さあな」

　隣にいる百もも瀬せがそっけなく返した。

「この調子なら簡単にいくかもな」

「さあな」

「ま、お互い頑張ろうぜ」

「さあな」

「…………俺のこと嫌いか？」

「お前がオレになにをしたのか忘れたのか？」

　うっ──。

「あれは不可抗力ってなもんだろう。脱がしたくて脱がしたわけじゃない」

「オレの裸を見たのには変わらないだろ！　女ってバレるだけでも嫌だっつーのに、あ、あんな、恥ずかしい、っ……」

　百もも瀬せの顔が真っ赤に染まる。

　でも、瑞みず奈なが言うに、こいつって見られることを嫌がってないのではって話なんだよな。素直になれず、強がっているだけだとも。

　そう考えると、こいつがなんだか可愛かわいく感じてくる。

「なんだよ、にやけ顔になって。……ま、まさか、あの時のことを思い出して、え、えっちな気分になってるんじゃないだろうな」

「だとしたら？」

「[image: ][image: ]っ!?」

「まあ、馬鹿な話はしてないで行くぞ。そろそろ時間だ」

「……オマエ、あとで覚えておけよ」

　最初に飛びこむのは俺と百瀬の役目だった。

　結界を壊せるのが俺、そしてそのための時間を稼ぐため相手の視界を奪うのが百瀬、という役割である。

　その後ろから、哀あい川かわ、竹たけ内うち、血ちば走しり、瑞奈、そして俺の五人が飛びこみ綾あやを倒す。俺は脱がして無力化を狙う。こういう作戦だった。

「じゃあ、行くぞ……いち、にの……どん！」

　結界に向かって駆ける。

　すぐに俺たちの気配に気付いて、茶を啜すすっていた二人が立ち上がった。

　まずは百瀬が、《注視周当ルツク・アツト・ミー》を使って全員の視線を自分に縛り付ける。

　その隙に、無形の結界に向かって、俺は真相感覚センシスを起動しながら右手をぶつけた。

《神装剥離の右手リムーバブル・ハンド》。

　無形の障壁に右手が触れた瞬間、パンッとなにかが弾はじけるのがわかった。やった、成功だ。結界消失の気配を感じて、すぐに後方のメンバーも飛びこんできた。

「なっ、丹あかと蒼あおの結界が……!?　視線が、くっ、そうか……！」

　綾が、視線を百瀬に向けたまま立ち上がる。今自分に向けられた能力の正体を理解したのだ。そして即座に、無形の刀を生みだした。

　その綾に向かって、結界を壊した俺の後ろから、哀川が飛び掛かった。

　綾あやの真相感覚センシス、《秘ヒ剣ケン・羽ハ々バ斬キリ》。自在に伸縮する無形の剣を生み出す、それだけの能力らしい。

　彼女の剣技は一流とのことだが、いくらなんでもこの人数相手であればそれも大して役には立たないだろう。

　俺は、そう誤解していた。

　百もも瀬せの真相感覚の効果が切れる、そのタイミングを見計らったかのようにまずは哀あい川かわが飛びこむ。

　哀川の真相感覚、《夜呂死苦カツテイング・メンチ》は、目を合わせた相手を麻ま痺ひさせるという効果。

　綾は哀川の真相感覚を知らない。不意打ちであれば間違いなく命中するし、相手が痺しびれた隙に殴りつけ一方的な勝利を掴つかむ。これが哀川の手て筈はずだった。

　目もく論ろみ通り、哀川の真相感覚は綾を痺れに持ちこんだ──はずだった。

　刹那、綾は目を瞑つぶり刀を振るう。

　哀川が綾の振るった横よこ一いつ閃せんをくらい、後方に吹っ飛んだ。

「ぁっ──!?」

　呻うめき声ごえをあげながら、神社後方にあった道路を転がっていく。

「相手の目を見れば相手の思考を察することなど造作もない。大方、目を合わせるとまずい力でも持っていたのだろう。凝視されると馬鹿でもわかる」

　一瞬、飛びこんでいた他の面子メンツが怯ひるんだが、すぐに身体からだを走らせる。このチャンスを逃すわけにはいかない──。

　瑞みず奈なが《一思封縛ルートバインド》を使い、綾の動きを縛る。

　俺と戦せん国ごくの普通の拳、そして竹たけ内うちの真相感覚である《音速拳マツハパンチ》、血ちば走しりの《音速蹴りマツハキツク》が綾に襲いかかる。

　だが、すかさず背後にいた暖の乃の香かが、二枚の札を貼った。

「『自』と『由』の二文字、いただきました。我の動き、遮るものなし。神かむ威い神楽かぐらの盟主マスター、綾あやの小路こうじ綾。推して参る！」

　再び、横に一閃。

　腹部に強烈な痛みを感じたと同時に、視界が一転して地面に叩たたきつけられていた。

　瑞奈のサポートを受けながらの四人がかりの攻撃が、綾のたった一太刀にやられてしまったらしい。

「志叙しのぶちゃん!?」

　飛びこむタイミングを逃した真ま穂ほ姉が、慌てて駆け寄ってくる。

　瑞奈は様子を窺うかがい、柏かしわ木ぎはなにかを探すように視界を動かしていた。使えそうな×の字を探しているが、見つからないといったところだろうか。

　瑞奈が綾と向かい合う。

「茶を啜すする我を見て油断大敵、とでも思ったか？　常在戦場の精神で日々生きているものでな」

「いや、全力でいかせてもらったつもりなのですが。しかし、強いとは聞いていましたが、これほどとは……」

　俺も、彼女に斬られた腹を押さえながら立ち上がる。

　哀あい川かわたちもノロノロと身体からだを起こすところだった。

「なあ、こんなに強いならもっと有名だったりしないのか。ここまでやばい相手だなんて聞いてなかったんだが」

　隣の真ま穂ほ姉に質問する。

「えっとね、彼女、まだ一年生だから。本当に噂うわさくらいしか知れ渡ってなくって。瑞みず奈なちゃんみたいに家とおねーちゃんが有名とか、そういうわけでもないしね」

「一年生!?　一年生がお姉さまとか言われて慕われてるの!?」

「なによ、お姉さまを年齢で侮辱する気!?　私たちより年下でも、おねーさまはおねーさまなんだから！」

「そーよそーよ！」

　話を聞いていたらしい丹あかと蒼あおが怒るようにして言った。

「おまえたち……」

　綾あやが感激する。てか、あいつらの方が年上なのかよ。

　しかし、だったら情報を集めていたはずの瑞奈ですら、力量を正確に把握できていなくても無理がないのか……。

　──丹と蒼が再び舞い始める。

　境内に結界が張られた。

　完全に警戒された状態での結界の再展開、ついでに結界のまわりでは餌を狙う鴉からすのように、折り鶴たちが宙を舞っている。

　折り紙に命を吹きこむ、結ゆ愛あと呼ばれた女子生徒の真相感覚センシスである。

　どうする……？

　百もも瀬せと力を合わせれば、再び飛びこんで結界を壊すこと自体は無理じゃないかもしれないが、それをしたところで先ほどの二の舞だ。

　なにか、打開策は──。

「っ!?　み、みんな、ここから離れた方がいいかもっ！　鬼がきてる！」

　その時、真穂姉が叫んだ。

　瞳は仄ほのかな緑色で、《三千世界カンドサンゼンバイ》を使っているのがわかる。

「ちいっ、本当だね。鬼の足音が聞こえてやがるよ。しかも一匹や二匹じゃない。何十匹も、あちこちからだ」

《地獄耳デビルイアー》を持つ戦せん国ごく朱あけ美みも、真相感覚センシスを使いながら頷うなずいた。

「気付かれちゃったみたいですね」

　札に文字を書いていた暖の乃の香かが、『呼』『鬼』と書かれた二枚の札を掲げた。

　まさか、あいつの力で鬼を呼び寄せた……？

　すぐに、二人の力に頼らなくても、数匹の鬼が俺たちのもとにやってきた。

　すかさず瑞みず奈なが力を使い、鬼たちの移動の向きを固定。鬼の向かった先に×の字を見つけた柏かしわ木ぎさんの力で、建物で挟みこんで時間を稼ぐ。

「どうする？　このまま我らの相手をしてもよし。結界を壊せば、相打ちは狙えるかもしれないが、その時は仲良く全員脱落だな」

　くっ、こいつら、立てこもっているだけあってズルい手を使いやがる。

「皆さん、退きましょう！　ノロノロしていると鬼たちに飲まれてしまいます」

　そのとおりだ、ここは逃げるが必勝。マトモに相手をしている場合ではない。

　目もく論ろみは外れたが、とりあえずここから逃げ延びればまだ勝ち目は──。

「百もも瀬せ先輩っ！」

　瑞奈が、百瀬に飛び掛かっていた鬼の力の向きを真相感覚で縛った。

　紙一重のところで百瀬が命拾いする。

「なんでオレを助けた」

「今は一応共闘関係ですからというのが建前。本音としては、この場を切り抜けるには、戦力が多い方がいいからってところでしょうか」

「ちっ、感謝しねーぞ」

　百瀬が舌打ちする。

「では、改めて協力して──」

「──んだなぁ。協力して逃げないとなぁ」

　その、哀あい川かわの声に。

　思わずそちらを振り向いてしまった瑞奈が、身体を縛られる。

「え……？」

　っ、あいつ！

「瑞奈ぁ！」

　俺が叫んだ時には、もう遅かった。

　動けなくなった瑞奈の腹部に、竹たけ内うちと血ちば走しりの音速攻撃が叩たたき込まれる。

「っ、ぶほぁっ……!?」

　攻撃に特化した真相感覚だ、それらが半端なく強力だったということはわかった。意識を持って行かれた瑞奈はそのまま気を失い、ダランと身体からだを横たえさせて。

「せいぜい、餌に使わせてもらうぜ」

　哀あい川かわが瑞みず奈なの身体からだを持ち上げ、こちらにやってきていた数匹の鬼のいる方向に投げ入れた。

　瑞奈が鬼にタッチされ、視界上に『九重ここのえ瑞奈が脱落しました』というアナウンスが入る。

「はははっ！　目もく論ろみはズレたが一つの同盟クランを潰すって目的は達したな！　九重瑞奈さえやっちまえばこっちのもんだ！　ざまあああああああみろ！」

　裏切りの可能性について、考えてなかったわけではなかった。

　警戒だってしていたつもりだった。

　──なのに。

　哀川たちは一目散に鬼を撒まいて逃げ始めた。

「……八色やくさくん、愛あいたちも逃げないと」

　──カッとなって、慌てて哀川を殴りに行こうと考えるが、すぐに思い直す。

　近くには鬼たちがいる。そんなことをやっている場合ではない。

「真ま穂ほ姉、どっちに行くのがいい？」

「……えっとね、んっ……こっち……！」




　俺たちは、神かむ威い神楽かぐらに太刀打ちできず、我が夢む斜しや羅らに裏切られ、瑞奈を失って……。

　ボロボロになりながら、敗走することになった。





　　　　◆






「はぁ、はぁ……」

　何度も息を切らしながら、追い回してくる鬼たちから逃げ回る。

　気が付けば、ゲーム開始から二時間近くが経過していた。

「志叙しのぶちゃん、後ろからたくさんきてる！」

　真穂姉に言われて後ろを向く。

　十匹以上の鬼の姿が見えた。

「っ！　みんな、はやく歩道橋を下りてくれ！」

　正面に見えてきた橋を全速力で走り抜ける。

　他の三人が渡りきったのを確認して、真相感覚センシスを今俺たちがいた立体歩道橋にぶつけた。《遊戯盤ゲームボード》に生成された歩道橋のデータを脱がしたのだ。

　すると、歩道橋が消えて、鬼たちがまとめて地面に打ちつけられる。

「……鬼ごっこっぽくなってきた」

「走る渋しぶ谷やは鬼ばかりだな。鬼というより、まるでゾンビ映画みたいだけど」

　鬼ごっこっぽくはあるな、もうずーっと鬼に追いかけられてるし。

　まあ、追いかけるための人間がほとんどいなくなったのに対して、鬼は五分置きに増え続けているんだからこうなって当然か。

　今、画面に表示された残り人数はたったの『17』だった。

　生き残っている同盟クランは、新緑の暴君グリーン・トランプルに神かむ威い神楽かぐら、そして我が夢む斜しや羅らとアンテリナム。たったの四つだ。

　まさにサドンデスな状況だが、俺たちが生存できたのは、真ま穂ほ姉の能力が便利すぎたこと、瑞みず奈ながいなくなって舐なめられているのか他の同盟にちょっかいを出されることがほとんどなかったこと、そして──。

「おい、おめーら、くたばってる場合じゃねーぞ。さっきの鬼の集団からまだそんなに離れてない。もう少し場所を移動した方がいい」

「わかっちゃいるが、真穂姉と柏かしわ木ぎさんが限界だ。ここでちょっと休んでいこう。百瀬も、何度も真相感覚センシスを使ってそろそろ限界じゃないのか？」

「うううう、ごめんねぇ。もう感じてるのか、疲れてるのかわかんないぃ……。あ、腹○死って、こんな感じなのかな……」

「……真穂はまだ余裕がありそうだけど、愛あいは素直に限界」

「ちっ……」

　──百もも瀬せが手伝ってくれたこと。

　あれから、偶然俺たちと同じルートを逃げることになった百瀬は、なし崩し的に俺たちに付き合ってくれていた。

　しかし、それももう……。

「あのさ、百瀬。丁度いいタイミングだし、あっちの同盟に戻ったらどうだ？」

「は？　いきなりなにを言ってるんだ」

「この状況、俺たちが勝てる見こみなんてない。ここまでは運良く逃げ延びたけどさ、ここから先は俺たちが圧倒的に不利な状況だ。残ってる人数の問題でな」

　残った三つの同盟は、新緑の暴君が一人欠けているのみで、あとはフルメンバーのままである。

　そして新緑の暴君は五大同盟の一つだ。これから先出し抜けるとは思えないし、神威神楽はあの圧倒的なまでの堅けん牢ろうな陣を敷いている。

　最後に我夢斜羅。哀あい川かわの真相感覚は逃げ回るのに有利だろうし、なによりも戦せん国ごくの《地獄耳デビルイアー》がある。効果が限定的な分、真穂姉の真相感覚に比べると疲弊も少なそうだ。あの力さえあれば、楽に鬼たちから逃げ回れるだろう。

「このままタイムオーバーになって、人数の少ない俺たちは判定負け。仕掛けようにも不利なこの状況で、ここから逆転の目があるとは思えない。違うか？」

「今からオレを嵌はめて脱落させることもできるんじゃねえのか？」

「それでも人数差は残ったままだ。というか、今あいつらは近くにいる。そうだろ？　真ま穂ほ姉」

「うん。さっき《三千世界カンドサンゼンバイ》を使った時、すぐ近くまで悠ゆうちゃんの同盟員クランメンバーがきてるのがわかったよ。《PRIME》のメッセージ機能で連絡は取り合ってるんでしょ？　ここからなら落ち合えるんじゃないかな～」

「気付いてたのか……」

「そりゃ、気付くに決まってるだろ」

　この状況で連絡を取り合わない方がおかしい。

「いいのか？　諦めるのは勝手だが、オレをあっちに戻してもお前たちには得がないんだぞ？」

「あるさ。貸しになるからな。もしお前たちが優勝するようなことがあれば、耳を傾けざるを得ないはずだ。自分を助けてくれた瑞みず奈なをエグい形で裏切る行為。百もも瀬せはそういうのを気にしてしまう性格だろう？」

「なっ……!?」

　俺の言葉を聞いて、百瀬が絶句する。

「呆あきれた。わかった、だったらお望み通り抜けてやる！　くそっ、合流したいと言い出せなくて困っていたのが馬鹿みたいじゃねーか！」

　怒りながら、場を去る百瀬。

　あれだけ元気なら、無事に仲間のもとに辿たどり着けるだろう。

「……本当にこれでよかったの？」

　柏かしわ木ぎさんが聞いてくる。

「いいんだよ。やれることはやったさ。あとは……」




　合流地点は駅の東側、ランドマークにもなっている複合商業施設へと繋つながる連絡通路、その真下だった。

　施設のある方に目を向ければ、高層ビルの建ち並ぶ都市の中でも、一際存在感を放つその超巨大なビルを見上げることができる。

「で、どうだったんだあ？　あちらさんの同盟はよ～」

「どうもこうもねーよ。馬鹿みたいに逃げ回っていただけだ。お前たちと合流できないから、仕方なく協力してさ」

「そんなこと言って、本当は俺様たちのことを裏切るつもりだったんじゃないのか？　上納金のことでも反抗的だったことあるしよお」

　他の三人も哀あい川かわの言葉に頷うなずきながら、百瀬にガンを飛ばす。

「疑うなら勝手にしろ。身の潔白なんて証明しようがねーしよ」

「はっ、そう怒るな。お前の性格はよーく知ってるよ。どうせ自分を庇かばった九重ここのえ瑞みず奈なに恩義を感じて、逃げながらでも付き合ってたんだろう。甘ちゃんだからよお。でも、俺様たちの同盟クランに戻ってくる。そうだよな。なぜなら、俺様たちは男らしいから」

　百もも瀬せは言い返さず、ただ黙って頷うなずいた。

　そう、百瀬がこの同盟に入った理由はそれだけだった。

　男らしい。いや、女らしくない。

　両親をテロで失ったあの日、弱い自分を隠そうとしたあの時から、百瀬悠ゆうは自分を欺きながら生きてきた。

　時々、我慢の限界がきて、本当の自分が顔を出しそうになる──そんな衝動を抑えるためにも、もっと強い自分でなければならない。

　好きだから、ではない。

　百瀬には、男装に対するジェンダー的な信念などはなかった。ただ、自分を隠すための鎧よろいが欲しかったのである。

　──そこで選んだのが不良の集まりなんてのは、安直すぎてどうかと思うが。

　だが、そういう考え方はもう今さらである。

　自分はこの同盟に入って、今この場所にいる。そのことに決して後悔はない。一度後ろの道を羨むと、ずっと後ろ髪を引かれてしまうものだから。

　──それもこれも、全部含めて今の自分だ。

「まあ安心しろって。結局、お前が裏切ることがなかったのは知ってるよ。だって、俺様たちはお前とあいつらの会話なんて全部聞いてたわけよ。な、朱あけ美み」

「呼び出す前に一応ね。アタイの能力で全部聞かせてもらったよ」

「信用しなかったのかっ!?」

「だから怒るな。そりゃそうだろ、他の同盟に混ざってたら情だってわくだろうしよ。保険をかけさせてもらったってわけだ。ま、腑ふ抜ぬけなあいつらに愛想を尽かせて、お前は無事この同盟に戻ってきてくれた、ってわけだけどよ」

「わかってるならもう言うな」

「くくく、あいつらに失望したのか？　まー結局男らしいのは俺様たち我が夢む斜しや羅らってわけだよな。くふっ、ふふふ」

「…………」

　百瀬は押し黙る。

　言い返す言葉などない。

「まあ、あんな調子なら放っておいても自滅してくれそうだな。刃向かう気力もなさそうだし、もはや危惧する要素は一切ないわけだ。このままタイムリミットまで鬼から逃げ回れば俺様たちの勝ち。案外呆あつ気けない幕切れだったじゃねえかこらあ」

　哀あい川かわが上機嫌に笑い、百もも瀬せ以外の三人もそれに続く。

　百瀬は、彼の笑いに付き合う気もせずに、ただぼーっとランドマークであるビルを見上げていた。

「なんだあ、さっきからボーっとして。やっぱりあいつらに情が移ってたんじゃねーのか？　ああん？　お前も腑ふ抜ぬけてるようなら、本戦では別のやつを同盟クランに入れてもいいんだが？　てめえ、ちょっと答えてみろよ、おら」

　百瀬は答えない。

　否、答える必要がない。生理的に答えたくもない。

　男らしさなんてものが前時代的価値観だとしても、そんな美徳をちっぽけも感じられないこの男と、言葉を交わしたくもない。

　そしてもう、無理してこんな同盟とつるむ必要もない。

　何な故ぜなら、自分がありのままの姿でいられる、本当の居場所を見つけることができたのだから。

「てめえ、シカトこいてんじゃねえぞ百瀬！」

　哀川が怒鳴った、その瞬間。

　商業施設であるビルの外装がなくなり、鉄骨になった。

　百瀬以外、すぐにはその異変に気付かなかったが、やがて竹たけ内うちが状況に気付いて声をあげる。

「オヤビン、あれ！　ビルがおかしいっす！」

「は？　ビル？　なっ──!?」

　そこまで確認して。

　百瀬が、ニヤリと口の端を歪ゆがませたのを、哀川は見逃さなかった。

「っ──この場所を合流地点に指定したのは百瀬！　てめえ、なにか仕込んでやがったな!?　おまえら、ここは危険だ。ずらかるぞ！」

　駆け出そうとする面々を見て、百瀬はすぐに真相感覚センシスを発動する。

　哀川たち四人が強制的に百瀬の方を振り向き、視線を奪われる。

「ちょっと待ってくれ。最後にひとつだけ、みんなに謝っておきたいことがあるんだ。実はオレ、ひとつだけ嘘うそをついてた」

「はぁあああっ!?　今さらなんでワビ入れるんだこらあ。どうやったのか知らないけど裏切ってたんだろう!?　そんなのもうわかったっつーんだよこらあ」

「そうじゃない。そっちじゃない」

　百瀬が哀川の言葉を否定する。

　そして、《PRIME》を通じて自分のコスチュームを操作、「解除」を選択する。

　ホログラフで描かれた架空の衣装を脱ぎ、アトラクションスーツ姿に変わった百瀬は、そのまま背中にあるスーツのファスナーに手をかけて。
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「オレは……見られるのが好きな、女でしたああああああああああああああ！」

　美しき素肌を晒さらした。





　　　　◆






　──神かむ威い神楽かぐらと交戦した、その少し後。

　追ってくる鬼たちをなんとか振り切った俺は、真ま穂ほの《三千世界カンドサンゼンバイ》を通じて『戦せん国ごく朱あけ美みの《地獄耳デビルイアー》の圏外まできたこと』を確認すると、百もも瀬せに話を持ちかけた。

「あのさ、俺たちの仲間にならないか？」

「……は？」

　当然、冷たい声で反応する百瀬。

「九重ここのえ瑞みず奈なに庇かばってもらった恩はあるし、あいつらが裏切ったことに後ろめたさは感じているが、それはそれだぜ？　D.I.C.E.ダイスってのはそういうもんだろう？」

「恩を着せて取り引きしたいわけじゃない。純粋にこちらの味方にならないかと言ってるんだ。瑞奈が同盟クランに誘っていたみたいにな」

「わけわかんねー。盟主マスターも失って絶体絶命、そんな同盟に入る意味がどこにあるんだっつーの。オレを味方に引き入れれば勝ち目が生まれるとでも思ったのか？」

「ああ。お前がいれば勝算は一気に増えると思ってる。少なくとも、我が夢む斜しや羅らとの一騎討ちに持っていけさえすればな」

　俺の言葉に面食らったのか、百もも瀬せはしばらく言葉に詰まって。

「はっ、もしそうだとしても、オレがオマエらに協力するメリットがどこにあるんだ」

「お前が本当の自分をさらけだすための居場所ができる」

「本当の自分を……って、だからオレはオマエらと同類なんかじゃないし変態じゃねえ。何度言えば理解してもらえるんだってーの」

「無理に理解しろとは言わない。理わ解からせるから」

　百瀬が警戒する前に、俺は真相感覚センシスを百瀬の身体からだにぶち当てる。

　刹那、百瀬のＶＲコスチュームが弾はじけ飛び、全裸になった。

「きさっ──こんな時になにしやがる！　ぶちころが──な!?」

　百瀬が一瞬怒りに顔を歪ゆがませる、が、すぐに困惑の表情へと切り替わる。

　自分の心境の変化に、心の不思議な移ろいに、衣装を脱がされた恥ずかしさなんてどうでもよくなったのだろう。

「オマエ、オレに一体なにをした!?」

「俺が真相感覚を使って脱がせたもの、それは。百瀬が自分を欺こうとしている、偽りの心だ」

「は？」

「オマエが纏まとっているその鎧よろいのような羞恥心、言ってしまえば偽りの心を、オレがこの力で脱がせたんだよ。自分の性癖に素直になれるように、嘘うそをつかないようにな」

「いや、なんだよ心を脱がせたって。そんな馬鹿なことができるわけないだろ」

「できるさ。自分を誤ご魔ま化かす心なんて、精神的な衣服のようなもの。他人と接するためにお洒落しやれをして人格をつくる。汚らわしい本性を隠す。そうだろう？」

「っ──違う、オレはそんなんじゃ、オレは絶対に変態なんかじゃ──そうじゃなくて、弱くなんてあってはいけないし、オレは──」

　わかる、わかるぞ百瀬。

　俺もお前みたいに自分を偽って生きてきた。

　妹のことで、使命感を覚えながら自分を定義して生きてきた。

　表に出して、人に嫌われるのが怖いとも思っていた。

　真面目まじめな人格でなければと、自分に言い聞かせながら生きてきた。

　だが、瑞みず奈なとの出会いで変わった。

　真ま穂ほ姉とも、柏かしわ木ぎさんとも。

　自分の異質な部分を肯定して、正直になれる人たちと出会って、俺は長年ずっと感じていた息苦しさに別れを告げて、ようやく自分を肯定するに至ったんだ。

　──俺は、変態だ。

「オレは──……」

　百もも瀬せから、手を離す。

　上う手まくいったかどうかはわからない。

　そもそもこれで、本当に相手を素直にさせることができるのかもわからない。

　でも、万が一にでも、チャンスがあるのならそれに賭けたい。

　諦めてばかりいた俺に、諦めない可能性を教えてくれた瑞みず奈なのためにも。

「悠ゆうちゃん……」

「……百瀬さん」

　真ま穂ほ姉と柏かしわ木ぎさんも、百瀬の様子を見守る。

「……は～、わかったよ」

　弱ったような表情で、どこか可愛かわいらしさを感じる苦笑いを浮かべながら、百瀬が言った。

「協力してやるよ、オマエたちの同盟クランに」





　　　　◆






　──志叙しのぶたちが百瀬と別れたしばらく後。

　駅からかなり離れた立体道路の上。

　柏木と真穂は、百瀬たちがいるであろうランドマークのビルを眺めていた。

「……百瀬さんと八色やくさくん、上手くいってるかな」

「こればかりは願うしかないよね～。志叙ちゃんが鬼に捕まっちゃうと終わりだし、悠ちゃんがバレちゃっても終わりだし～」

「……あんな演技にまで付き合ったんだから、上手くいってもらわないと困る」

「って言っても、わたしと愛あいちゃんは大したことしてないよ～。ほとんど悠ちゃんと志叙ちゃんが頑張ってただけだし～」

「……そういえばそうだった」

　演技とは、志叙たちが勝負を諦め、百瀬と別れるまでの三文芝居のこと。

　まるで現状に疲れたように振る舞いながら、自分たちがもう勝ちを諦めたかのような言動をして、《地獄耳》を使って盗聴している哀川に聞かせる。

　そうすれば、我が夢む斜しや羅らの面々は、アンテリナムは諦めたものと誤解し、ついでに百瀬は寝返ってない仲間だと信用してくれるというわけである。

「でも、まだ身体からだがビクビク言ってる。はあ、おかしくなるかと思ったよ～。ずっと《三千世界カンドサンゼンバイ》で地獄耳を使われるタイミングを探ることになるんだもん。付かず離れず、こちらの場所は百もも瀬せちゃんに連絡してもらって」

「……おつかれ」

「ううう、しかも敏感になるだけなって弄いじってもらえるわけじゃないし。生殺しだよね。どうしてこういう時に志叙しのぶちゃんがいないんだろう」

「……八色やくさくんは今一人で頑張ってるから」

　出発前、真ま穂ほが《三千世界カンドサンゼンバイ》で周囲に鬼がいないかを探ったとはいえ、かなりの数の鬼がフィールド上には存在する。

　志叙が作戦に成功する前に、鬼に襲われて脱落してしまったらどうしよう。

　二人はそんな恐怖と不安を胸に秘めながら、祈るようにして再びランドマークの巨大なビルを注視する。

　志叙が上う手まくいけば、あのビルが──。

　と、その時──ビルが、鉄骨だけの状態になる。

　外装がなくなり、無骨な骨組みだけの状態になった。

「愛あいちゃん！」

「……ん」

　柏かしわ木ぎは、《PRIME》のズーム機能を最大限まで上げる。

　そして視界の中に、巨大ビルの鉄骨組みの中にある大きな×の字を捉えた。
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「……いける！」

　柏かしわ木ぎが、《無限の可能性カツプリング・プロバビリテイー》を使って、巨大な×の字の間にあるものに可能性を見み出いだす。

　ビルを囲んだ先にあるたくさんの建造物。

　銀行が、ビルが、道路が、それらがうねりをあげてランドマークに向かって突進する。近くにいたであろう人間を巻きこみながら、渋しぶ谷やを破壊せんとばかりに。




　柏木の力に、必然、そのビルの外装を脱がしていた志叙しのぶも巻きこまれる。

「うおっ……おおおおおおおお！」

　ぐらぐら揺れる地面。周囲の建造物が壊れ、襲いかかってくる恐怖。

　てかこれ、生きて帰れるのか……？

　少なくとも、今この場では無事で済まないだろう。

「最後までやってみるもんだよな。以前までの俺なら、瑞みず奈ながいなくなった時点で間違いなく諦めてただろうが」

　高望みはせず、そこが自分の限界だと決めつけて。

　そうはならなかったのは、彼女との出会いを通じて志叙の中でなにかが変わったせいだろう。

　あとは、俺とともに意識を失った我が夢む斜しや羅らの連中を、鬼たちに発掘してタッチしてもらえば、それで勝利だ。

　途中からなにが起こっているのかもわからなくなっていた。

　何度も何度も、全身になにかがぶつかってくる感覚。いくらアトラクションスーツを着ているとはいえ、大分痛い。そりゃもう、意識が薄らいでいくくらいに。

　しかし、今まで全然そんなこと思わなかったけど。

　──鉄骨を外装で覆っていると考えたら、ビルって案外エロいのかもな……。

　そんなことを思いながら、志叙は意識を失った。





■エピローグ










　翌日の放課後。

　溜たまり場ばにしている部室棟の一室に、アンテリナムの面々が集まっていた。

「それで、本戦進出は新緑の暴君グリーン・トランプル、神かむ威い神楽かぐら、そして我がアンテリナムに決まったわけですね」

「最後はわたしと愛あいちゃんの二人しか残ってなかったけどね。志叙しのぶちゃんは一緒に巻きこまれちゃったし。鬼たちが群がってきて、みんなを発掘して脱落させるまでの間、二人で必死に逃げ回ってたよ～」

「……あのまま埋もれてる我が夢む斜しや羅らの連中を鬼が放置したら、愛たちの負けだった」

　真ま穂ほ姉と柏かしわ木ぎさんの話によると、鬼が俺たちを掘り起こしてタッチするまで、タイムアップぎりぎりの一時間近くかかったらしい。

　あれだけ派手に埋もれてしまえば当然か……なんにせよ、間に合わなかったら俺たちの負けだったわけだから、間一髪だったようだ。

「オマエたちが勝ってくれて本当によかったけどな。あの流れで負けてたら、オレはなんのためにあんな白々しい演技をやったのかわからなくなってしまうし」

　部屋には、新しく同盟員クランメンバーとなった百もも瀬せもいた。

「まあ、それはそれで、本性を曝あばかれるだけ曝かれた百瀬先輩ができあがって、面白かったかもしれませんが」

「なにも面白くねーよ！　いや、ちょっとは、ありがたく思ってるけど……」

　あの日、一度は素直になれた百瀬だが、まだ自分の変態趣味を完全に受け入れるには至ってないようだ。

　まあ俺だって、瑞みず奈なに声をかけてもらってから、自分を受け入れるのに時間がかかったからな。無理もない。

　……いや、そもそも、今でも自分の拗こじらせた性癖を完全に肯定しているかというと、どこかで否定したい気持ちがないわけでもないし。

　いや、やっぱ変だし、ダメだろこの真相感覚センシス。

　予選が終わった後、他の同盟のやつらに「変態」とか「ケダモノ」とか、挙げ句の果てに「脱衣魔」とか言われちゃうしさ。

　その噂うわさは着々と学園でも広まりつつある。教室でも俺と（教室の席の間隔とか。物理的に）距離を置く生徒まで出始めている始末だ。

　まあ、お互い頑張ろうぜ百瀬。胸を張って生きられるようにな。

　というか、柏かしわ木ぎさんなんて絶対に重症だと思うんだけど、一見普通に格かつ好こいいだけの力なのズルくない？　瑞みず奈なもさ。

　そういえば、真ま穂ほ姉はクラスでどういう扱いを受けているんだろうか……。

「それにしても先輩って、本当に成長しましたよね。先輩がいたおかげで、本戦に進出できたようなものですし」

「なんだよ急に。俺だけのおかげってわけでもないだろ」

「躾しつけている方としては嬉うれしいものでして。これから、鞭むちの振るい甲が斐いがあるというか、開発していき甲斐があるというか」

「なにを開発する気なんだなにを」

「本当の自分を認めた後は、もっと気持ちよくなれるように、ですね。だって、先輩みたいな必死になにかを守ろうとしていた人が変わっていく姿を見るのが、私は楽しいし気持ちいいんですから。百もも瀬せさんも」

　くすくすと、小悪魔的に笑う瑞奈。

　百瀬は瑞奈のそんな性格が苦手なのだろう、ゲンナリした表情で彼女を見ていた。

「ねえ、先輩、ちょっとこっち向いてもらえますか？」

「うん？」

「これはご褒美です」

　そう言うと。

　瑞奈が顔を近付けてきて。

　唇に自分の唇を重ねようと──。

　え、な……？

　ちょっと瑞奈、お前なにを……。

「えいっ」

　瑞奈が、俺の両乳首を摘つまむ。

「……はうっ!?」

　思わず声を出して仰のけ反ぞった。

「あはは、先輩面白い。私がなにをすると思ったんですか？　ほら、言ってみてくださいよ。ねえねえ」

「瑞奈、お前なあ」

「でも、今のも気持ちよかったんですよね？　わかります。どんどん素直になっていきましょうね～、先輩」

　こいつ……！

「いいな～、志叙しのぶちゃん。わたしも志叙ちゃんにああいう風に苛いじめてもらいたい。そう思わないかな、悠ゆうちゃん」

「なんでオレに振るんだっつーの！」

「……百もも瀬せは属性的に真ま穂ほ寄り」

「オレは苛いじめられたい趣味なんてねー！」

　はあ。

　なんだか一段と騒がしくなったな、この同盟クラン。

「先輩、本戦も頑張りましょうね」

「なんだよ改まって。そりゃ頑張るけど」

　さきほどのキスのことがあるので、目を合わせないようにしながらぶっきらぼうに返す。恥ずかしいんだもの。

　──まぁそりゃ、頑張るに決まってる。

　南みな美みのため、笹ささ田だという先輩から持ちかけられた両親の情報のため、柏かしわ木ぎさんの制服代のため。

　そしてなによりも、もっと自分を肯定できるようになるため。

　自分の可能性を、もっと知るため。

　誰かのためだけじゃなくて、自分のためにも。




　上を向いて生きてきた。

[image: ]

　前を見て、下を見ずに、見たくないものからは目を背けて生きてきた。

　そういったものを見るのが、汚い気がして。そちら側に引きずられるのが、不安な気がして。周囲から外れるのは、怖い気がして。他人と違うことを恐れて、他人との差違に価値を見つけられず、汚らわしいものなのだと勝手に嫌悪していた。

　でも、そうじゃない、これは個性であり才能だ。

　瑞みず奈なのおかげで、最近はそんな風に思えるようになってきていた。






あとがき









　えっと、七なな烏う未みです。

　ひさびさの本となりますが、前の本からこれが出るまでの間は他のお仕事をしたり、企画のやりとりをしたり、漫画版のプロットを渡したり、ちょっと色々あったり、色々あったりと色々でした。

　あ、異世界温泉の漫画版も、なにごともなければ今月最終巻が出るはずですので、よろしければ是非是非。




　今回の企画、そんな色々あった中で宙に浮いていた設定やらを再利用しながら、十年くらい前から「こういうのやりたいなー」となんとなく思っていた企画に乗せて、今書くならこんな方向性やりたいなーと時流みたいなものも見つつチューニングしたものです。

　特に、お色気を押したものやネタは今後時勢的にもやや厳しくなっていくのではないかと思っていたりするので、そのへんの「今のうちに感」もあったりしつつで。テーマ的にも、そういう話を物語に絡めたりもしつつで。

　表のテーマは「脱がす」ですが、裏のテーマは「少数派の生存戦争」。なーんて書くと、ちょっと高尚な感じがするようなしないような。まあ、本当にそういうテーマなのかはともかくとして。




　なぜ物語を読むのか、どうしてこの仕事をしているのか、そんなことをこの数年よく考えました。終えたはずの思春期が再来でもしたのでしょうか。そういえば、仕事をはじめた時にもそういうことをちょっとだけ考えて、でも結論が出なかった憶おぼえがあります。それが、最近なんとなくわかってきました。自分が書きたかったものの形や、本当につくりたがっているもの。




　この本が誰かのよき隣人になれればいいなと、そんなことを思いつつ、担当さんと九く郎ろうさん、その他関係者さま方への謝辞もあっさりと済ませて、あとがきを終えたいと思います。





２０１９年まだ夏　七なな烏う未み







電子書籍特典　書き下ろし短編

『えちえち天麩羅うどん』





　ＮＯＶＡの予選が迫った、ある日の学食。

　当たり前のように待ち伏せていた瑞奈が、当たり前のように隣に座ってきた。

「先輩ってカツ丼好きですよね。それ、肉が薄くないですか。衣ばかりで損した気分になっちゃいません？」

「わかってないな瑞奈。ここの学食のカツ丼は肉が薄いのがいいんだよ。肉が薄いから汁が肉全体に行き渡るし、米を食べる時の邪魔にならない。カツ丼で同じ体積の肉を用意するなら、薄いものを数枚用意して欲しいくらいだ」

「先輩って、時々妙な拘りを見せる時がありますよね」

「というか瑞奈こそ、天麩羅うどんじゃないか。衣ばかりで身が小さいだろ」

「ああ、これは先輩に見せつけながら食べようと思って」

「俺に？」

　すると、瑞奈が丼から海老天を取り出して、汁に浸った衣をずるりと剝がした。

　身に纏っていた小金色の衣を脱ぎ捨て、頬──どころか、全身を赤く染めた、照れ屋な海老野郎が姿を現す。

　ごくりと、俺はその様に見入ってしまった。

「あはは！　先輩、面白いですよね！　箸が止まってますよ」

　──はっ！

　いかんいかん、俺は慌てて首を横に振りながらカツ丼を口に運んだ。

　瑞奈のやつめ、俺をからかって遊んでやがるな……。

「で、先輩。海老天はもう１本あるんです」

「ああもう、食べもので遊ぶな瑞奈！」

「私はべつに遊んでませんよ。普通に海老天うどんを食べてるだけです。先輩が勝手に淫らなことを妄想してしまっているだけでしょう？」

「そ、それはそうだが！」

「じゃあ、こっちの海老も食べちゃおうかな～」

　楽しそうに瑞奈が呟いた。

　──本当に、困った相手に性癖を知られてしまったな。

　俺は、カツ丼を食べ進めようと箸を伸ばし、衣の外れ掛かったそれにエロスを感じてしまいながら、なんとか食事を進める。

　悪いのは俺なのか、瑞奈なのか……。
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